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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

⽐較⽂化概説  

Introduction to Comparative Culture 
全学科 21BAHU1004 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家 

教員 

講義 2 選択 尊田 望  

ディプロマ・ 

ポリシーとの関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとることができる社

会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる。 ○ 

概要 
異⽂化（自⽂化・日本⽂化を含む）に関心を持ち、知識と理解を深め、身の回りの環境における異⽂化相互理解に貢献

できる人材を育成する。 

到達⽬標 

（1） 異⽂化に関心を持ち、探究する姿勢を持つ。 

（2） 異⽂化を知り、理解する（自身の⽂化を含む）。 

（3） 異⽂化について、いくつかの視点から説明できる（自身の⽂化を含む）。 

（4） 自分の身の回りの環境において、異⽂化理解に貢献できる。 

 

授業内容と 

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディス

プレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 導入：⽂化的アイデンティティ 
第 2 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 1 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

2 人種と民族１ 
第 3 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 2 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

3 人種と民族２ 
第 4 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 3 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

4 宗教と精神性１ 
第 5 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 4 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

5 宗教と精神性２ 
第 6 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 5 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

6 言語１（現存語） 
第 7 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 6 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

7 言語２（人工言語） 
中間プロジェクトの準備

（授業で説明）。 
1 時間 左記の通り  

8 中間プロジェクト・復習と補充 
第 9 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 8 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

9 
社会１ 

（政治・経済・労働） 

第 10 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 9 週で与えられたテ

ーマについてレポートを

書く。 

1 時間 

10 
社会２ 

（結婚と家庭） 

第 11 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 10 週で与えられた

テーマについてレポート

を書く。 

1 時間 
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11 
心理１ 

（コミュニケーション） 

第 12 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 11 週で与えられた

テーマについてレポート

を書く。 

1 時間 

12 
心理２ 

（ジェンダー） 

第 13 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 12 週で与えられた

テーマについてレポート

を書く。 

1 時間 

13 
グローバリゼーション１ 

（ポップカルチャー） 

第 14 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 13 週で与えられた

テーマについてレポート

を書く。 

1 時間 

14 
グローバリゼーション２ 

（教育） 

第 15 週の資料を読む。 

ワークシートに記入。 
1 時間 

第 14 週で与えられた

テーマについてレポート

を書く。 

1 時間 

15 多⽂化共生社会の実現 期末試験の準備  先の通り  

成 績 評 価 
授業参加（ペアワーク、グループ・ワーク含む）（25％） 

課題・レポート（25％）、プレゼンテーション（25％）、期末試験（25％） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの⽅法 

授業参加と課題は毎週、プレゼンテーションと期末試験は実施後、採点・コメントでフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 

資料は配布します。 

【参考⽂献】Comparative Culture and Society (Daniel Velasco, 三恵社)；「よくわかる異⽂化コミュニ

ケーション 池田理知子 ミネルヴァ書房」 

メッセージなど 

世界には様々な⽂化と価値観が存在します。それらといかに共存し、提携していけるかを共に探求しましょう。授

業では、クラスメートとの協同学習がありますので、積極的に取り組んでください。（注：内容・スケジュールは履

修者のニーズに応じて、若干変更する場合があります） 

ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価

⽐率 

(1) 異⽂化に関心を持ち、

探究する姿勢を持つ。 

 

大いに関心

と探究心が

ある。 

か な り の 関

心と探究心

がある。 

ある程度関

心と探究心

がある。 

関心と探究

心がほとんど

ない。 

授業参加（ペアワー

ク・グループワーク） 

(関心・意欲・態度) 

25% 

(2) 異⽂化を知り、理解する

（自身の⽂化を含む）。 

異⽂化につ

いて様々な

局面の知識

があり、その

背景を非常

によく理解で

きている。 

異⽂化につ

いてかなり知

識があり、そ

の背景を理

解 で き て い

る。 

 

異⽂化につ

い て あ る 程

度知識があ

り、その背景

を理解でき

ている。 

 

様々な異⽂

化 に つ い て

知識がほとん

ど な く 、 そ の

背景を理解

で き て い な

い。 

課題・レポート 

（知識・理解） 

25％ 

(3) 異⽂化について、いくつか

の視点から説明できる（自

身の⽂化を含む）。 

様々な局面

において、ほ

ぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違

い が な く 、

様々な局面

に つ い て 説

明できる。 

間違いはい

く つ か あ る

が 、 あ る 程

度説明でき

る。 

ほとんど説明

で き て い な

い。 

プレゼンテーション 

期末試験 

（技能・表現力） 

25% 

（4）自分の身の回りの環境

において、異⽂化理解に貢

献できる 

非 常 に よ く

貢 献 で き

る。 

かな り貢献

できる。 

ある程度貢

献できる。 

ほとんど貢献

できない。 

プレゼンテーション 

期末試験 

（技能・表現力） 

25% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

日本国憲法 

The Constitution of Japan 
全学科 21BASO1001 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家

教員 

講義 2 選択 福田 達也  

ディプロマ・ 

ポリシーとの関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとる ことができる

社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学

⼠の学位を授与する。 
○ 

概要 

私たちが暮らしている日本の国の憲法はどのような考え⽅・理念をもとに制定されているのか、人権尊重や民主主義の歴史的

背景について理解しながら深めていきたいと思います。「日本国憲法」と聞くと、難しいという印象を持つ人も多いかもしれません

が、質問にも随時受け付け、映像なども用いて、憲法に関わる様々な社会の問題を身近な事柄として考えてもらえる授業を⽬

指します。 

到達⽬標 

(1) 日本国憲法の基本原理である基本的人権の尊重、国民主権、平和主義等の考え⽅や理念について理解を深めたうえ

で、説明できる。 

(2) 憲法制定の背景、近代化の流れを理解しながら、近現代史をあらためて多⾓的に捉え直し、現在の社会の出来事につい

ても興味、関心を持ち、説明できる。 

(3) 最⾼法規である憲法に規定されている内容を理解し、論理的かつ説得力ある説明ができる。 

 

授業内容 

と進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディスプ

レイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 日本国憲法の構成と特徴 日本国憲法の特徴 0.75 時間 日本奥憲法の構成 0.75 時間 

2 
大日本帝国憲法と戦前の日

本 
戦前の憲法 0.75 時間 大日本帝国憲法 0.75 時間 

3 日本国憲法の制定 GHQ について 0.75 時間 憲法の制定 0.75 時間 

4 前⽂と三大原理 前⽂について 0.75 時間 三大原理ついて 0.75 時間 

5 国民主権と民主主義 民主主義とは 0.75 時間 国民主権 0.75 時間 

6 
欧⽶近代化の歴史と人権思

想 
人権とは 0.75 時間 近代化と人権 0.75 時間 

7 
基本的人権①－個人の尊

重・平等権－ 
基本的人権 0.75 時間 法の下の平等 0.75 時間 

8 基本的人権②－自由権－ 自由権とは 0.75 時間 自由権の種類 0.75 時間 

9 基本的人権③－生存権－ 社会権とは 0.75 時間 生存権とその施策 0.75 時間 

10 
基本的人権④－参政権・新

しい人権－ 
選挙権とは 0.75 時間 参政権 0.75 時間 
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11 
平和主義－第９条解釈・平

和的生存権－ 
平和主義とは 0.75 時間 9 条の解釈 0.75 時間 

12 統治機構－三権分⽴－ 三権分⽴とは 0.75 時間 統治機構 0.75 時間 

13 日本の裁判制度と法律家 裁判制度 0.75 時間 民事刑事裁判 0.75 時間 

14 裁判員制度 裁判員制度の概要 0.75 時間 裁判員制度の内容 0.75 時間 

15 まとめ 憲法とは 0.75 時間 まとめ 0.75 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（50%） 

課題（試験・レポート

等）に対するフィード

バックの⽅法 

定期試験および課題(レポート)については、模範解答を提⽰する。 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 
テキスト：授業で参考資料を配布参考⽂献：必要に応じて紹介 

メッセージなど 

難しい言葉や歴史も⼀つ⼀つ丁寧に理解を積み重ねていくと、今まで分からなかった世界が身近になり、広がってい

きます。 

がんばりましょう︕ 

幼稚園教諭⼆種、⼩学校教諭⼆種：「必修」 

ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1) 日本国憲法の基本原理であ

る基本的人権の尊重、国民 

主権、平和主義等の考え⽅

や理念について理解を深めたう

えで、説明できる。 

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できていな

い。 

定期試験 

（知識・理解） 

25% 

課題・レポート 

（知識・理解） 

25% 

(2) 憲法制定の背景、近代化の

流れを理解しながら、近現代

史をあらためて多⾓的に捉え

直し、現在の社会の出来事に

ついても興味、関心を持ち、説

明できる。 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

く つ か あ る

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説 明 で き て い な

い。 

定期試験 

（知識・理解） 

10% 

課題・レポート（知

識・理解） 

10% 

(3) 最⾼法規である憲法に規定

されている内容を理解し、論

理的かつ説得力ある説明が

できる。 

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間

違いがな

く、基本を

説明でき

る。 

間違いは

いくつかあ

るが、最低

限の基本

を説明でき

る。 

説明できていな

い。 

定期試験 

（知識・理解） 

15% 

課題・レポート 

（知識・理解） 

15% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年次 期別 

現代社会問題 

Issuesin Modern Society 
全学科 21BASO1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 卒業認定 担当教員 

実務

家教

員 

講義 2 選択 今川晋平 

 

ディプロマ・ 

ポリシーとの関係 

(1)何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとることができる社会人

としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2)専門的職業人の資質と能力を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学⼠の学

位を授与する。 
○ 

概要 

子どもはみな、それぞれの「時代性」を背負って生きている。現代の子どもたちは、どのような問題を抱えているのでしょうか︖子ど

もの生活を激変させた第⼆次世界大戦終戦から、現在に⾄るまで、それぞれの時代の子どもの姿を捉えながら、現代の子ども

の問題について考える 

到達⽬標 

(1)時代背景に合わせた子どもの問題の変化について説明できる。 

(2)子どもに関わる問題について具体的に述べることができる 

(3)マスコミ（新聞、テレビ等）のニュース報道に興味が湧き自分の意⾒を持って協議する 

 

授業内容

と 

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディスプレ

イ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 オリエンテーション 
配布資料を読んでお

く 
2 時間 課題を探す 2 時間 

2 終戦前後の子ども⽂化 
配布資料を読んでお

く  
2 時間 課題を探す 2 時間 

3 戦後の社会的養護 
配布資料を読んでお

く  
2 時間 課題を探す 2 時間 

4 教育制度・集団就職 
配布資料を読んでお

く  
2 時間 課題をまとめる 2 時間 

5 
⾼度経済成長期の子どもたち 

テレビの世界 

配布資料を読んでお

く  
2 時間 課題をまとめる 2 時間 

6 加熱化する進学塾 
配布資料を読んでお

く  
2 時間 課題をまとめる 2 時間 

7 いじめ 
配布資料を読んでお

く 
2 時間 課題をまとめる 2 時間 

8 
平成時代の子どもたち 

ファミコン・シンドローム 

配布資料を読んでお

く  
2 時間 発表準備 2 時間 

9 少年Ａ 
配布資料を読んでお

く  
2 時間 発表準備 2 時間 

10 
学校に⾏けない子ども、⾏か

ない子ども 

配布資料を読んでお

く 
2 時間 発表準備 2 時間 

11 
特別な⽀援の必要な子どもた

ち 

配布資料を読んでお

く 
2 時間 発表準備 2 時間 
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12 「モンスター・ペアレント」の出現 
配布資料を読んでお

く 
2 時間 発表準備 2 時間 

13 ⼥性に社会進出と保育ニーズ 
配布資料を読んでお

く  
2 時間 発表準備 2 時間 

14 ポスター発表 発表準備 2 時間 振り返りシートの記入 2 時間 

15 スマホ世代の子どもたち 
配布資料を読んでお

く 
2 時間 課題レポート 2 時間 

 
※授業内容を⼀部変更する

場合があります。 
    

成 績 評 価 
定期試験（40%）、課題・レポート（15%）、授業への取り組み（30%）、発表・プレゼンテーション 

（15%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの⽅法 

試験やレポートは、ルーブリック評価での結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 

授業時にプリント配布参考⽂献：深⾕和子編 

児童心理「子どもの問題７０年」⾦子書房 

メッセージなど 社会人に求められる教養、技能、品格を授業の中で身につける人生で最後の時間です。自覚して頑張りましょう。 

ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1)時代背景に合わせた子どもの

問題の変化について説明でき

る。 

子どもの問

題の変化を

的確に説明

できる。 

子どもの問

題の変化に

ついて大体

のことを説明

できる。 

時代背景

に合わせた

子どもの問

題の変化を

間違いはあ

るが説明で

きる。 

時代背景に合わ

せた子どもの問題

の変を説明できて

いない。 

定期試験 

（知識・思考力・表現力） 

40% 

(2)子どもに関わる問題について具

体的に述べることができる 

子どもに関わ

る問題につ

いて的確に

認識し、ほ

ぼ完璧に自

分の考えを

述べている。 

子どもに関わ

る問題につ

いて大体の

ことを認識

し、自分の

考えを述べ

ている。 

子どもに関

わる問題に

ついて認識

の間違いは

あるが、最

低限の自

分の考えを

述べてい

る。 

子どもに関わる問

題について認識で

きておらず、自分

の考えを述べてい

ない。 

課題・レポート 

（知識・思考力・判断力・

表現力） 

15% 

発表・プレゼンテーション 

（知識・思考力・判断力・

表現力） 

15% 

(3)マスコミ（新聞、テレビ等）の 

ニュース報道に興味が湧き自

分の意⾒を持って協議する 

的確な問題

意識を持っ

て協議して

いる。 

問題意識を

持ち、協議

している。 

間違いはい

くつかある

が、協議に

参加してい

る。 

身近な問題に触

れようとせず、協

議していない。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・思考力・表

現力） 

30% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年次 期別 

⾏動科学 

Behavioral Science 
全学科 21BASO1004 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒業認定 担当教員 

実務家

教員 

講義 2 選択 田中 光 

 

ディプロマ・ 

ポリシーとの関係 

(1)何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとることができる社

会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2)専門的職業人の資質と能力を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学⼠

の学位を授与する。 

 

概要 

心理学がどのような学問であるかを紹介し、認知心理学、学習心理学、発達心理学、社会心理学、臨床心理学といった各

領域の基礎的な内容を概説する。授業は、スライド資料や動画などを通して解説する。また、各授業中に講義内容について

考えたことについて記入する授業課題を課す。 

到達⽬標 

(1)⾏動科学・心理学がどのような学問であるかを理解し、基礎的な知識を有している。 

(2)心理学の知識に基づいて、自分や他者の⾏動を説明することができる。 

(3)心理学の知識を⽷口として自⼰や社会等から課題を⾒いだし、取り組むことができる。 

 

授業内容と 

進め⽅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディスプレ

イ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 
オリエンテーション⾏動科学・

心理学とは 
—  本時の内容をまとめる。 2 時間 

2 感覚・知覚 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

3 記憶 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

4 学習 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

5 感情 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

6 動機づけ 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

7 知能 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

8 パーソナリティ 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

9 発達 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

10 発達障害 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

11 ストレス 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

12 社会 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

13 心理療法 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

14 心理カウンセリング 
キーワードの印象を

書く。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 
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15 まとめ 
テキストや配布資料

を読む。 
2 時間 

配布資料を読み、まとめ

る。 
2 時間 

成績評価 定期試験（55%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（45%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの⽅法 

毎回の授業課題への回答は必要に応じてフィードバックを⾏う。 

定期試験と授業課題はルーブリック評価に基づき結果を⽰す。 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 

テキスト：プリントを配布する参考書：⾦沢創（2015）ゼロからはじめる心理学・入門：人の心を知る科学 

有斐閣 

メッセージなど 

各授業の授業課題は成績に反映されるため、積極的に記入してください。また、定期試験では授業課題に関

連した記述問題を出題するため授業課題の提出後も、該当のテーマについて日頃から考えておくことをおすすめ

します。 

ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1)⾏動科学・心理学がど

のような学問であるかを

理解し、基礎的な知識

を有している。 

心理学の各領

域の基礎用語

を⼗分に説明

す るこ とができ

る。 

心理学の各領

域の基礎用語

を概ね説明する

ことができる。 

心理学の各領

域の基礎用語

について最低限

の内容を説明す

ることができる。 

心理学の各領域

の基礎用語を説

明することができ

ない。 

定期試験 

（知識・理解） 

35% 

(2)心理学の知識に基づい

て、自分や他者の⾏動

を説明することができる。 

毎時の内容と、

自分や他者の

⾏動との関連の

⾒出し、説明し

た 上 で 自 分 の

考えを述べるこ

とができる。 

毎時の内容と、

自分や他者の

⾏動との関連を

⾒出し、説明す

ることができる。 

毎時の内容と、

自分や他者の

⾏動との関連の

⾒ 出 し が 不 ⼗

分である。 

毎時の内容を通

して、自分や他者

の⾏動を説明で

きない。 

毎 回 の 授 業 の

感想・振り返り、

毎回の授業課

題 

（関心・意欲・

態度） 

45% 

(3)心理学の知識を⽷口と

して自⼰や社会等から

課題を⾒いだし、取り組

むことができる。 

自⼰や社会に

おけるこころの

働きについて、

心理学的視点

に⽴って考える

ことができ、 表

現したうえで実

際に取る組むこ

とができる。 

自⼰や社会に

おけるここ ろの

働きについて、

心理学的視点

に⽴って考える

ことができ、表

現することができ

る。 

自⼰や社会にお

けるこころの働き

について、心理

学的視点に⽴っ

て考えることがで

きるが、表現が

不⼗分である。 

自⼰や社会にお

けるこころの働き

について、心理学

的視点に⽴って

考えることができ

ない。 

定期試験 

（思考力・判断

力・表現力） 

20% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

学問と人間の探求 

Study on Academics and Human Beings 
全学科 21BAGE1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家 

教員 

講義 2 必修 柴田 道信・佐藤 嘉倫  

ディプロマ・ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとる ことがで

きる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期

大学⼠の学位を授与する。 
○ 

概要 

新入生が大学生活に円滑に適応し、学友とともに有意義な学生生活を送れることを⽬的とする。本学の理念と⽅針、学生

生活の心得、大学での学びへの理解を深めるとともに、これからの人生を⾒据えた学生生活のあり⽅を学生自ら考える時間

とする。 

到達⽬標 

(1) 大学での学びの意義を理解し、自らの将来と関連付けながら、主体的に学ぶことができる。 

(2) 大学生としての基本的なアカデミック・スキルが身に付いている。 

(3) 異なる考え⽅や知識を持つ人々と積極的にコミュニケーションを図り、自らの知識や考え⽅を広げることができる。 

 

授業内容と

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディス

プレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 オリエンテーション 
シラバスを読み、科⽬

の内容を把握する 
1 時間 

授業内容を振り返り、

考えをまとめる 
2 時間 

2 

本学を知る  

〜建学の精神と３つのポリ

シー〜 

学生便覧の該当箇

所を読む 
2 時間 

授業内容を振り返り、

考えをまとめる 
2 時間 

3 
学生生活について 

①学生生活の心得 

学生便覧の該当箇

所を読む 
2 時間 

授業内容を振り返り、

復習する 
2 時間 

4 
学生生活について 

②安全・安心な生活 

防災の種類と⽅法に

ついて調査する 
2 時間 

授業内容を振り返り、

復習する 
2 時間 

5 
学生生活について 

③アルバイトほか 

労働基準法について

調査する 
2 時間 

授業内容を振り返り、

復習する 
2 時間 

6 大学での学び 
大学での学びの意義

を考え、まとめる 
2 時間 

授業内容を振り返り、

考えをまとめる 
2 時間 

7 グループ討議の⽅法 
ワールドカフェ⽅式につ

いて調査する 
2 時間 

授業内容を振り返り、

復習する 
2 時間 

8 グループ討議の実践 
指定テーマについて自

分の考えをまとめる 
2 時間 

授業内容を振り返り、

考えをまとめる 
2 時間 

9 情報収集と情報整理・活用 
情報収集の⽅法につ

いて考え、まとめる 
2 時間 

授業内容を振り返り、

考えをまとめる 
2 時間 

10 論理的な思考⽅法 
論理的な思考につい

て考え、まとめる 
2 時間 

授業内容を振り返り、

考えをまとめる 
2 時間 

11 レポートの書き⽅ 
指定テーマでレポート

を作成する 
2 時間 レポートをまとめる 2 時間 

12 
過去と現在と未来の私 

①過去の振り返り 

これまでの自分の振り

返りを⾏う 
2 時間 

授業内容を振り返り、 

自⼰分析を進める 
2 時間 
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13 
過去と現在と未来の私 

②現在の分析 

自⼰紹介書の各項

⽬に記入する 
2 時間 

授業内容を振り返り、 

自⼰分析を進める 
2 時間 

14 
過去と現在と未来の私 

③未来計画 

卒業後の自分につい

て考える 
2 時間 

授業内容を振り返り、

将来設計を進める 
2 時間 

15 まとめ 授業全体を振り返る 2 時間 
授業内容を振り返り、

考えをまとめる 
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（30%）、授業への取り組み（40%）、グループワーク・グループ討議（30%） 

課題（試験・レポート 

等）に対する 

フィードバックの⽅法 

授業において提⽰した課題については、授業内で個人あるいは全体に対してフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 
必要に応じてプリント配布 

メ ッ セ ー ジ な ど  

 

 

ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1) 大学での学びの意義を理

解し、自らの将来と関連付

けながら、主体的に学ぶこ

とができる。 

大学での学び

と自らの将来

を⼗分に関連

付け、主体的

に学ぶことがで

きる。 

大学での学び

と自らの将来

をある程度関

連付け、主体

的に学ぶこと

ができる。 

最低限ではあ

るが、主体的

な学びの姿勢

が⾒られる。 

主体的な学

びの姿勢が 

⾒られない。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態

度） 

40% 

(2) 大学生としての基本的な

アカデミック・スキルが身に

付いている。 

ほぼ完璧にア

カデミック・スキ

ルが身に付い

ている。 

大きな間違い

もなく、アカデ

ミック・スキルが

身に付いてい

る。 

最低限のアカ

デミック・スキル

は身に付いて

いる。 

アカデミック・ス

キルが身に付

いていない。 

課題・レポート 

（思考力・判断力・

表現力） 

30% 

(3) 異なる考え⽅や知識を持

つ 

人々と積極的にコミュニケ

ーションを図り、自らの知識

や考え⽅を広げることがで

きる。 

積極的にコミ

ュニケーション

を図り、自らの

知識や考えを

大きく発展さ

せることができ

る。 

コミュニケーシ

ョンを図り、自

らの知識や考

え⽅をある程

度広げること

ができる。 

最低限のコミ

ュニケーション

は図ることがで

きる。 

コミュニケーシ

ョンを図ること

ができない。 

グループワーク・グルー

プ討議 

（態度・思考力・表

現 

力・協働性） 

30% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

国際交流  

International Activities 
全学科 21BAGE2002 ２年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家 

教員 

演習 2 必修 柴田 道信・呉 靭 
 

ディプロマ・ 

ポリシーとの関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとる ことができる社

会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学⼠

の学位を授与する。 

 

概要 
⽂化的背景の異なる人々との交流を通じて、様々な⽂化・⾵習・考え⽅に触れ、異⽂化への理解を深める。また、実際の体験

に基づき異⽂化理解を深めることを⽬的として海外研修を実施する。 

到達⽬標 

(1) 外国事情や異⽂化に興味・関心を持ち、意欲的に学ぶことができる。 

(2) 異なる⽂化を持つ人々とコミュニケーションを図るための態度と能力を身に付けている。 

(3) 複眼的な視点で異⽂化を捉え、異⽂化に理解を⽰すことができる。 

 

授業内容

と  

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディスプ

レイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 オリエンテーション 
シラバスを読み、科⽬

の内容を把握する 
1 時間 

国際交流の⽬的と意

義を考えまとめる 
1 時間 

2 海外研修について 
海外研修先について

調べる 
1 時間 研修先についてまとめる 1 時間 

3 国際交流と異⽂化理解 
自分の人生における

国際交流をまとめる 
1 時間 

国際交流を通して得た

ことをまとめる 
1 時間 

4 グループワークについて 
ワールドカフェ⽅式につ

いて調べる 
1 時間 

グループ討議の結果を

まとめる 
1 時間 

5 
グループワーク 

（１）常識と非常識 

日常生活における常

識と非常識を考える 
1 時間 

グループ討議の結果を

まとめる 
1 時間 

6 
グループワーク 

（２）⾷⽂化 

自国の⾷⽂化の特徴

をまとめる 
1 時間 

グループ討議の結果を

まとめる 
1 時間 

7 
グループワーク 

（３）コミュニケーション 

日常使うジェスチャーを

考える 
1 時間 

グループ討議の結果を

まとめる 
1 時間 

8 
グループワーク 

（４）価値観 

自身の恋愛観結婚観

をまとめる 
1 時間 

グループ討議の結果を

まとめる 
1 時間 

9 
グループワーク 

（５）テーマ討論 

指定されたテーマにつ

いて自身の考えをまと

める 

1 時間 
グループ討議の結果を

まとめる 
1 時間 

10 まとめ 
前期の授業内容を振

り返りまとめる 
2 時間   

11 オリエンテーション 

外務省の HP で海外

渡航の危険情報を⾒

ておく 

1 時間 配布フリントを復習する 1 時間 

12 
外国調査 

（１）基礎情報 

研修先の基礎情報を

調べておく 
1 時間 基礎情報をまとめる 1 時間 

13 
外国調査 

（２）⽂化、習慣、国内事情 

研修先の⽂化・習慣

を調べておく 
1 時間 ⽂化・習慣をまとめる 1 時間 
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14 海外研修と異⽂化理解 
海外研修を振り返りま

とめる 
1 時間 

海外研修で得たことを

まとめる 
1 時間 

15 国際交流のまとめ 
全授業内容を振り返

りまとめる 
1 時間 

この授業を通して得たこ

とや考えたことをまとめる 
1 時間 

 
※上記１５コマの授業の他に、海外研修（１５コマ）を実施する。海外研修に参加できない学生には、異⽂化

理解講座（担当：呉）の受講とレポート課題を課す。 

成 績 評 価 課題・レポート（30%）、授業への取り組み（70%） 

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの⽅法 

授業において提⽰した課題については、授業内で全体に対してフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 
適宜プリントを配布 

メッセージなど 
学生時代に海外を訪れ、異⽂化を体験するということは、何事にも代え難い経験であり、その後の人生の大きな糧と

なります。皆さんが海外研修に参加されることを期待しています。 

 

 

ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1) 外国事情や異⽂化に興

味・関心を持ち、意欲的に

学ぶことができる。 

外国⽂化へ

⾼い興味・関

心を⽰し、意

欲的に学ぶ

姿勢が⾒られ

る。 

外国⽂化へ

興味・関心を

持ち、学ぶ姿

勢も⼗分⾒ら

れる。 

外国⽂化へ

の興味・関 

心は低いが、

最低限の学

ぶ姿勢は⾒ら

れる。 

外国⽂化へ

の興味・関心

が低く、学ぶ

姿勢が 

⾒られない。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度） 

40% 

(2) 異なる⽂化を持つ人々とコ

ミュニケーションを図るための

態度と能力を身に付けてい

る。 

完璧に身に

付いている。 

⼗分に身に

付いている。 

最低限である

が身に付いて

いる。 

身に付いてい

ない。 

授業への取り組み 

（態度・表現力・協働

性） 

30% 

(3) 複眼的な視点で異⽂化を

捉え、異⽂化に理解を⽰す

ことができる。 

自身の世界

観およびこれ

と異なる世界

観の⾒⽅から

異⽂化を観

察し、異⽂化

経験を解釈

できる。 

自身の世界

観およびこれ

と異なる世界

観の⾒⽅から

異⽂化を観

察することが

できる。 

自分の世界

観を中心に

異⽂化を⾒

ているが、異

⽂化を理解

しようとする姿

勢は⾒受けら

れる。 

自分の世界

観のみを通し

て異⽂化を

⾒ており、異

⽂化への理

解・も低い。 

課題・レポート 

（思考力・判断力・表

現力） 

30% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

言葉とコミュニケーション  

Language and Communication 
全学科 21BAGE1004 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家

教員 

講義 2 選択 ⼩河原 ⾹代子 

 

ディプロマ・ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとる ことができ

る社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大

学⼠の学位を授与する。 

 

概要 
英語でコミュニケーションを図る際に大切なことは何だろうか︖英語と日本語の言語⽂化の違いから日本人が陥りやすい問題

点に焦点を当て、会話を円滑に続けられる能力を身につけるためのストラテジー（⽅略）について学ぶ。  

到達⽬標 

(1) 英語と日本語の言語表現のストラテジーの違いについて説明できる。 

(2) 英語コミュニケーション⽅略について主体的に考え、場面や状況に応じて実践することができる。 

(3) 言語⽂化の違いについての気付き、考え⽅を述べることができる。 

 

授業内容と 

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディスプ

レイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 

イントロダクション、Small Talk、    

Unit 1 How to Avoid 

Silence  

沈黙を避ける⽅法 

Unit 1: テキストを読

んで内容を理解す

る。わからない単語

は調べておく。Basics 

（基礎編）Step3

をする。 

2 時間 

Unit 1:テキストにある

表現を覚える。⾳声

が聞けるところは⾳声

を聞いて練習する。 

Applications（応用

編）をする。 

2 時間 

2 

Unit 2 How to Show 

Interest 

in Others' Topics   

相⼿の話題に興味を⽰す⽅

法 

Unit 2: 同上 2 時間 Unit 2: 同上 2 時間 

3 Unit 1, 2 の復習 

Unit 1, 2：練習問

題のやっていない箇

所 

2 時間 

Unit 1，2: テキストに

ある表現を覚える。⾳

声が聞けるところは⾳

声を聞いて練習する。 

2 時間 

4 

Unit 3 How to Give and 

Accept Compliments 

賛辞の与え⽅、受け⽌め⽅ 

Unit 3: 同上 2 時間 Unit 3: 同上 2 時間 

5 

Unit 4 How to Make 

Suggestions 

勧誘の仕⽅ 

Unit 4: 同上 2 時間 Unit 4: 同上 2 時間 
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6 
Unit 5 How to Ask Favors  

依頼の仕⽅  
Unit 5: 同上 2 時間 Unit 5: 同上 2 時間 

7 

Unit 6 How to Decline 

Suggestions or Favors 

勧誘・依頼の断り⽅ 

Unit 6: 同上 2 時間 Unit 6: 同上 2 時間 

8 
Unit 7 How to Give Advice  

助言の仕⽅ 
Unit 7: 同上 2 時間 Unit 7: 同上 2 時間 

9 

Unit 8 How to Voice 

Complaints 

苦情の述べ⽅ 

Unit 8: 同上 2 時間 Unit 8: 同上 2 時間 

10 

Unit 9 How to Express 

Disagreements 

反対意⾒の述べ⽅ 

Unit 9: 同上 2 時間 Unit 9: 同上 2 時間 

11 

Unit 10 How to Express 

Yourself in Other Situations 

その他の場面での意思表⽰の

仕⽅ 

Unit 10: 同上 2 時間 Unit 10: 同上 2 時間 

12 
Unit 11 How to Give 

Information 情報の与え⽅ 
Unit 11: 同上 2 時間 Unit 11: 同上 2 時間 

13 
Unit 12 How to Ask 

Questions 質問の仕⽅ 
Unit 12: 同上 2 時間 Unit 12: 同上 2 時間 

14 

Unit 13 How to 

Communicate Complaints 

to Customers  

客への苦情の伝え⽅ 

Unit 13: 同上 2 時間 Unit 13: 同上 2 時間 

15 

Unit 14 How to Address 

Customers' Complaints  

客への苦情の対応の仕⽅ 

Unit 14: 同上 2 時間 Unit 14: 同上 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（70%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（30%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの⽅法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。   

＊⽂章削除 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 

How to Avoid Silence － Strategies for Empathic Communication   

沈黙なしの英語コミュニケーション－日常とビジネスでのストラテジー 

メッセージなど 
実際にペアワークやグループワークでコミュニケーションを取りながら⾏うアクティブラーニング型の授業です。互いに学

び合う、積極的な授業参加を望みます。予習、復習が必要です。 
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ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1) 英語と日本語の言語表現

のストラテジーの違いについ

て説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

なく、基本的

概念を説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基

本的概念を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

定期試験 

（知識・理解・思考力・ 

判断力・表現力） 

30% 

(2) 英語コミュニケーション⽅略

について主体的に考え、場

面や状況に応じて実践する

ことができる。 

課題を正しく

認識し、ほぼ

完璧に場面

や状況に応じ

た表現を実践

することができ

る。 

課題に対する

認識に誤りや

大きな論理

的問題もな

く、場面や状

況に応じた表

現を実践する

ことができる。 

課題に対する

認識に間違

いがいくつかあ

るが、場面や

状況に応じた

表現を最低

限実践するこ

とができる。 

課題に対する

認識に間違

いがあり、場

面や状況に

応じた表現が

できていない。 

定期試験 

（知識・理解・思考力・ 

判断力・表現力） 

40% 

(3) 言語⽂化の違いについての

気付き、考え⽅を述べること

ができる。 

言語⽂化の

違いについて

理解し、自分

の気付き、考

え⽅を明確に

述べている。 

言語⽂化の

違いについ

て、認識に誤

りや大きな論

理的問題も

なく、最低限

の自分の気

付き、考え⽅

を述べてい

る。 

言語⽂化の

違いについ

て、認識に間

違いがいくつか

あるが、最低

限の自分の

気付き、考え

⽅を述べてい

る。 

言語⽂化の

違いについ

て、認識に間

違いがあり、

自分の考えを

述べていな

い。 

毎回の授業の感想・振

り返り、毎回の授業課

題 

（関心・意欲・思考力・ 

判断力・表現力） 

30% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

英語会話  

English Conversation 
全学科 21BAFL1001 １年次 通年 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家

教員 

演習 2 必修 Inkster Ryan 

 

ディプロマ・ 

ポリシーとの関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとる ことができる

社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学

⼠の学位を授与する。 

 

概要 

(概要)様々な状況における実用的な英語会話能力を養成する。正確な発⾳や⽂法よりも、コミュニケーション能力の養成を

重視する。読む・書く作業も若干含む。   

(⽬標) 自⼰紹介、人物や服装の描写ができる、事物の⽐較ができる、好みについて表現できる、能力について述べられる、

自由時間の使い⽅・好き嫌いについて表現できる、道順を教えたり理解したりできる、過去の出来事について話せる、指⽰を

与えたり、規則について話したり、助言を与えたりできる。 

到達⽬標 

(1) 英会話に役に⽴つ語彙や⽂法を学ぶ 

(2) 英語を聞く力を養う。 

(3) さまざまなトピックで英会話を練習する 

 

授業内容と  

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディス

プレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 
(Assessment & Placement)    

英会話レベル判定 

中⾼英語内容の復

習  
2 時間 

中⾼英語内容の復

習 
2 時間 

2 
Japanese Sports and clubs  

（スポーツ） 
Pg. 5 読む  2 時間 Pg.6 読む  2 時間 

3 
Japanese Sports and clubs   

(スポーツ) 
Pg. 7 読む  2 時間 Pg8-9 読む  2 時間 

4 Japanese Music (⾳楽) Pg 11 読む  2 時間 Pg12 読む  2 時間 

5 Japanese Music (⾳楽) Pg. 13 読む  2 時間 Pg. 14-15 読む 2 時間 

6 Japanese Food (⾷べ物) Pg. 17 読む  2 時間 Pg. 18 読む  2 時間 

 
7 Japanese Food (⾷べ物) Pg. 19 読む  2 時間 Pg 20-21 読む  2 時間 

8 Japanese Holidays (祝日) Pg 29 読む  2 時間 Pg. 30 読む  2 時間 

9 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む  2 時間 Pg. 32-33 読む 2 時間 

10 Japanese Games Pg. 35 読む  2 時間 Pg. 36 読む  2 時間 

11 Japanese Games Pg. 37 読む  2 時間 Pg. 38-39 読む 2 時間 



- 17 - 

 

12 Famous Cities (観光) Pg. 41 読む  2 時間 Pg. 42 読む  2 時間 

13 Famous Places (観光) Pg. 43 読む  2 時間 Pg. 44-45 読む 2 時間 

14 REVIEW (復習) 
コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

15 REVIEW (復習) 
コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

TEST(復習) 

16 
(Assessment & Placement)    

英会話レベル判定 

中⾼英語内容の復

習  
2 時間 

中⾼英語内容の復

習 
2 時間 

17 
Japanese Sports and clubs  

（スポーツ） 
Pg. 5 読む  2 時間 Pg.6 読む  2 時間 

18 
Japanese Sports and clubs   

(スポーツ) 
Pg. 7 読む  2 時間 Pg8-9 読む  2 時間 

19 Japanese Music (⾳楽) Pg 11 読む  2 時間 Pg12 読む  2 時間 

20 Japanese Music (⾳楽) Pg. 13 読む  2 時間 Pg. 14-15 読む 2 時間 

21 Japanese Food (⾷べ物) Pg. 17 読む  2 時間 Pg. 18 読む  2 時間 

22 Japanese Food (⾷べ物) Pg. 19 読む  2 時間 Pg 20-21 読む  2 時間 

23 Japanese Holidays (祝日) Pg 29 読む  2 時間 Pg. 30 読む  2 時間 

24 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む  2 時間 Pg. 32-33 読む 2 時間 

25 Japanese Games Pg. 35 読む  2 時間 Pg. 36 読む  2 時間 

 
26 Japanese Games Pg. 37 読む  2 時間 Pg. 38-39 読む 2 時間 

27 Famous Cities (観光) Pg. 41 読む  2 時間 Pg. 42 読む  2 時間 

28 Famous Places (観光) Pg. 43 読む  2 時間 Pg. 44-45 読む 2 時間 

29 REVIEW (復習) 
コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

30 REVIEW (復習) 
コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

コミュニケーションサマ

リー 学習  
2 時間 

TEST(復習) 

成 績 評 価 その他（100%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの⽅法 

マンツーマンインタビュー 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 

Explain It: Talking about Japanese Culture in English.   

Robert Long. Perceptia Press, Nagoya. ISBN: 9784939130793 

メッセージなど ネイティブ講師による基礎的な日常会話（コミュニケーション）授業 
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ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1) 英会話に役に⽴つ語彙や

⽂法を学ぶ 

ほぼ完璧に学

ぶことができ

る。 

あまり問題なく

できる。 

少しは問題が

あるが、最低

限はできる。 

語彙や⽂法を

学ぶことができ

ない。 

その他 34% 

(2) 英語を聞く力を養う。 ほぼ完璧に学

ぶことができる 

あまり問題なく

できる。 

少しは問題が

あるが、最低

限はできる。 

聞く力を養うこ

とができない。 

その他 33% 

(3) さまざまなトピックで英会話

を練習する 

ほぼ完璧に学

ぶことができる 

あまり問題なく

できる。 

少しは問題が

あるが、最低

限はできる。 

英会話ができ

ない。 

その他 33% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

健康科学  

Health Science 
全学科 21BAHP1001 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家

教員 

講義 1 必修 上地 広昭 

 

ディプロマ・ 

ポリシーとの関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとる ことができる

社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学

⼠の学位を授与する。 
○ 

概要 
運動、睡眠、および⾷⾏動などの健康⾏動が生活習慣病に及ぼす影響を説明し、健康⾏動変容に関する理論・モデルを紹

介する。また、健康増進のためのプログラム作りなども⾏い理解を深める。 

到達⽬標 

(1) わが国における健康⾏動（運動、睡眠、⾷⾏動）の実施状況についての説明 

(2) 健康⾏動（運動、睡眠、⾷⾏動）の重要性とそのメカニズムについての説明 

(3) 健康⾏動変容の理論と実際についての説明 

 

授業内容と  

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディスプ

レイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 

イントロダクション 

（健康に関する用語の整

理） 

健康に関する身近な

情報の収集  

1 時間 授業内容のまとめノート

整理  

1 時間 

2 
健康⾏動と疾病予防① 運動実施状況につい

てのセルフモニタリング 

1 時間 授業内容のまとめノート

整理  

1 時間 

3 
健康⾏動とメンタルヘルスの関

係 

睡眠習慣についての

セルフモニタリング  

1 時間 授業内容のまとめノート

整理  

1 時間 

4 
若年⼥性におけるダイエット 

⾏動と健康 

日常の⾷事について

のセルフモニタリング  

1 時間 授業内容のまとめノート

整理  

1 時間 

5 

健康⾏動変容の理論と実際

① （変容ステージ・意志決

定バランス） 

⾏動変容理論につい

ての事前調べ  

1 時間 授業内容のまとめノート

整理  

1 時間 

6 

健康⾏動変容の理論と実際

③ 

（内発的動機づけ） 

動機づけについての事

前調べ  

1 時間 授業内容のまとめノート

整理  

1 時間 

 
7 

⾏動変容の理論と実際⑤ 

（ソーシャルマーケティング） 

身近な健康キャンペー

ンについての情報収集 

1 時間 授業内容のまとめノート

整理 

1 時間 

8 
まとめ 試験準備  1 時間 試験の問題の振り返り 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%） 

課題（試験・レポート

等）に対するフィード 

バックの⽅法 

事前学習で⾏わせる課題については，授業中に実施状況を確認し，授業の中で活用する．また，試験につい

ては，合格基準に達していない場合，再度，同様の範囲から試験を⾏う． 
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テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 
テキストの購入は必要ない 

メッセージなど 生涯を通して健康管理を⾏うための知識を身につけてもらいたい． 

 

 

 

ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1) わが国における健康⾏動 

（運動、睡眠、⾷⾏動）の

実施状況についての説明 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

なく説明でき

る。 

最低限の基

本を説明でき

る。 

説明できてい

ない。 

定期試験 

（知識・理解） 

30% 

(2) 健康⾏動（運動、睡眠、

⾷ 

⾏動）の重要性とそのメカニ

ズムについての説明 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

なく説明でき

る。 

最低限の基

本を説明でき

る。 

説明できてい

ない。 

定期試験 

（知識・理解） 

30% 

(3) 健康⾏動変容の理論と実

際についての説明 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

なく説明でき

る。 

最低限の基

本を説明でき

る。 

説明できてい

ない。 

定期試験 

（知識・理解） 

40% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

データサイエンス入門  

Introduction to Data Science 
全学科 21BANA1001 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務

家教

員 

講義 2 選択 日置 智子 

 

ディプロマ・ポリシーと

の関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーションをとる ことができる

社会人としてふさわしい人間性を有す。 

 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができる者に短期大学

⼠の学位を授与する。 

 

概要 

数理・データサイエンス・AI は、私たちの日常生活や社会の諸問題を解決する有力なツールである。この講義では、数理・デー

タサイエンス・AI がどのような領域でどのように利活用されているのかを現場での事例を挙げて説明する。また、数理・データサイ

エンス・AI の利活用に当たり、留意すべき事項についても解説する。さらに、データを適切に処理・分析する力を養うため、実デ

ータを用いた演習を⾏う。 

到達⽬標 

(1) 数理・データサイエンス・AI が社会にもたらした変化およびデータ・AI の利活用の最新動向について説明できる。 

(2) 社会で利活用されているデータやその活用法およびデータ・AI の活用領域について説明することができる。 

(3) データ・AI の利活用により現場においてどのような価値が生み出されているか、また、その際に利用されている技術について

事例を挙げて説明できる。 

(4) 数理・データサイエンス・AI の利活用に当たり留意すべき事項（ELSI、データ倫理、情報セキュリティ等）を説明できる。 

(5) データを適切に処理・分析し、データが持つ意味を説明できる。 

 

授業内容と  

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キャンパスに大型ディスプ

レイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 

オリエンテーション   

―数理・データサイエンス・ AI

が社会にもたらした変化― 

シラバスを読み、科⽬

の内容を把握する(1h) 
1 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

2 

社会で利活用されているデー

タとその活用法および活用領

域 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

3 
データ・AI の利活用のための

技術 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

4 
現場におけるデータ・AI 利活 

用の事例紹介 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

5 
データ・AI 利活用の最新動

向 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 



- 22 - 

 

6 
情報セキュリティ、データ・ 

AI 利活用における法と倫理 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

7 

データを読む①   

―量的データと質的データ、

データの分布と代表値― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

8 
データを読む②   

―データのばらつき― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

9 

データを読む③   

―誤差、打ち切り、脱落を含

むデータの取り扱い― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

10 
データを読む④   

―データの相関― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

11 
データを読む⑤   

―クロス集計― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

12 
データを読む⑥   

―⺟集団と標本― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

13 

データを説明する   

―データのグラフ・チャート化

― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

14 

データを扱う①   

―データ解析ツールの使用⽅

法― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

15 

データを扱う②   

―データの集計・並べ替え・ラ

ンキング― 

授業テーマについて調

べておく 
2 時間 

授業で学んだ内容を

復習する 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（50%）、授業への取り組み（20%） 

課題（試験・レポート

等）に対するフィード 

バックの⽅法 

定期試験とレポートはルーブリック評価に基づき結果を⽰す。 

テキストおよび 

参 考 ⽂ 献 
テキスト：なし 

メッセージなど 
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ルーブリック評価を⽤いた成績評価 

到達⽬標 優 良 可 不可 評価⼿段 
評価 

⽐率 

(1) 数理・データサイエンス・ 

AI が社会にもたらした変化お

よびデータ・AI の利活用の最

新動向について説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の説

明はできる。 

説明できてい

ない。 

課題・レポート 

（知識・理解・思考 

力・判断力） 

20% 

(2) 社会で利活用されているデ

ータやその活用法およびデー

タ・AI の活用領域について説

明することができる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の説

明はできる。 

説明できてい

ない。 

課題・レポート 10% 

(3) データ・AI の利活用により現

場においてどのような価値が

生み出されているか、また、そ

の際に利用されている技術に

ついて事例を挙げて説明でき

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の説

明はできる。 

説明できてい

ない。 

課題・レポート 10% 

(4) 数理・データサイエンス・ 

AI の利活用に当たり留意す

べき事項（ELSI、データ倫

理、情報セキュリティ等）を

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の説

明はできる。 

説明できてい

ない。 

課題・レポート 10% 

(5) データを適切に処理・分析

し、データが持つ意味を説明

できる。 

ほぼ完璧に、

データ処理・

分析ができ、

データが持つ

意味を説明

できる。 

大きな間違い

がなく、データ

処理・分析が

でき、データが

持つ意味を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限のデー

タ処理・分析

ができ、データ

が持つ意味を

説明できる。 

データの処

理・分析がで

きない。 

授業への取り組み 20% 

定期試験 30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

スポーツ教育 

Sport Education 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
21BAHP1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

実務家 

教員 

実技 1 必修 子安 崇夫  

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーション

をとることができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力を持ち合わせて、地域とともに成長していくことができ

るものに短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 

現代社会は生涯を通じてスポーツに参加することが国民の教養の一つになっている。しかし、今日の

スポーツ状況は様々に多様化し、国民のスポーツニーズも多様化している。 

そのような状況をふまえて、小学校教育でも低学年でよく行うなわを使ったあそびからリズム縄跳

び、ショートテニスの 2 つ種目に取り組み、生涯を通してスポーツを楽しむための基礎的な知識・技

能の習得を目指す。 

到達目標 

（1）自らの技量に応じて積極的にスポーツを楽しむことができる。 

（2）生涯を通じてスポーツを楽しむことのできる基本的知識を修得する。 

（3）スポーツや野外活動を楽しむための基礎的な知識や技能を修得する。 

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ 
オリエンテーション 

なわを使ったあそびの紹介と実践 

 なわあそびについて調

べる。 

2時間 

２ リズム縄跳び 基本の跳び方（練習） 

リズム縄跳びの基本の

飛び方の確認 

2時間 

リズム縄跳びの基本の

飛び方の復習 

2時間 

３ リズム縄跳び 基本の跳び方（発表） 

リズム縄跳びの基本の

飛び方の確認 

2時間 

学習内容の復習 

2時間 

４ リズム縄跳び（個人）の練習と発表 
リズム縄跳び（個人）の

立案 2時間 

学習内容の復習 

2時間 

５ リズム縄跳び（グループ）の立案と練習 

リズム縄跳び（グルー

プ）の動きの確認 

2時間 

学習内容の復習 

2時間 

６ リズム縄跳び（グループ）の練習 

リズム縄跳び（グルー

プ）の動きの確認と練

習    2時間 

学習内容の復習 

2時間 

７ リズム縄跳び（グループ）の発表 

リズム縄跳び（グルー

プ）の動きの確認と練

習    2時間 

学習内容をレポートに

まとめる 

2時間 

８ ショートテニスについて 

ショートテニスについ

て調べる 

2 時間 

ショートテニスについ

ての復習 

2 時間 

９ ショートテニスのラケット操作 

グリップの持ち方につ

いて調べる 

2 時間 

学習内容の復習 

2 時間 

１０ 1 対 1 のラリー 

1 対 1 のラリー中の
動き方の確認。 

2 時間 

1 対１のラリーの戦
術面の復習 

2 時間 

１１ 2 対 2 のラリー 

2 対 2 のラリー中の
動き方の確認。 

2 時間 

2 対 2 のラリーの戦
術面の復習 

2 時間 

１２ ショートテニスのゲームと審判 

審判の仕方について
調べる。 

2 時間 

ゲームの戦術面の復
習 

2 時間 

１３ ショートテニスのシングルスのゲーム 

シングルスの戦術の
確認 

2 時間 

シングルスの戦術面
の復習 

2 時間 

１４ ショートテニスのダブルスのゲーム 

ダブルスの戦術の確
認。 

2 時間 

ダブルスの戦術面の
復習。 

2 時間 
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１５ スポーツ教育のまとめとレポート作成 

ゲームの戦術の確
認。 

2 時間 

ゲームの統括とレポ
ートの作成。 

2 時間 

成 績 評 価 

課題・レポート（20%） 

授業への取り組み（40%） 

グループワーク、発表（40%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

基本的には実技であるため、活動中に振り返りの時間を設け、フィードバックす

る。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
適時、授業時にプリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
スポーツを自ら楽しむ事ができるような取り組みを期待します。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

（1）自らの技量に応じて

積極的にスポーツ

を楽しむことがで

きる。 

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できる。 

自らの技量

に応じてあ

る程度スポ

ーツを楽し

むことがで

きる。 

自らの技量

に応じて最

低限スポー

ツを楽しむ

ことができ

る。 

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できない。 

授業への取り

組み 

（関心・意

欲・思考

力・創造

性） 

15% 

グループワー

ク・グループ

討議 

（関心・意

欲・思考力・

創造性） 

15% 

（2）生涯を通じてスポー

ツを楽しむことので

きる基本的知識を修

得する。 

ほぼ完璧に

修得してい

る。 

大きな間違

いがなく修

得 し て い

る。 

最低限のこ

とは修得し

ている。 

修得してい

ない。 
授業への取り

組み 

（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力） 

15% 

課題・レポー

ト 

（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力） 

15% 
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（3）スポーツや野外活動

を楽しむための基

礎的な知識や技能

を修得する。 

ほぼ完璧に

修得してい

る。 

大きな間違

いがなく修

得 し て い

る。 

最低限のこ

とは修得し

ている。 

修得してい

ない。 
授業への取り

組み 

（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力） 

20% 

グループワー

ク・グループ

討議 

（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国語（書写を含む。） 

Japanese Language(including Calligraphy)  

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 ２ 必修 東 和男 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。  

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 ○ 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。  

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 ○ 

概 要 
１ 小学校の教壇実践の対象となる教科「国語」の〔知識及び技能〕を整理・把握する。 

２ 学習指導要領・国語の「書写に関する事項」を基にしながら、書写指導の実際を学習する。 

３ 上代から近代に至るまでの「日本文学史」を、代表的な作品をたどりながら概観する。 

到達目標 
（1）小学校国語教科書で記載されている国語的術語の説明ができる。 

（2）小学校で取り上げられている楷書・行書が硬筆・毛筆などの様々な道具で書写できる。 

（3）上代から近代までの文学史を時代背景と主たる作品で概観を語ることができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 「国語」の学習の意味と内容 
児童・生徒時代の国語学

習を振り返る。30 分。 

ワークシートに授業後の

感想を書く。１時間。 

２ 国語科の目標 －３つの内容と構成－ 
学習指導要領の目標を読

む。１時間。 

学力観の推移を整理す

る。２時間。 

３ 国語科の〔知識及び技能〕の概観 
学習指導要領の内容を読

む。２時間。 

ワークシートに基づき整

理する。２時間。 

４ 国語の音韻に関する事項 
配布資料を基に音韻の特

色を考える。１時間。 

ワークシートに基づき整

理する。２時間。 

５ 文字に関する事項 ①漢字と仮名 
仮名の発明の歴史を調べ

る。２時間。 

万葉仮名の特色をまとめ

る。１時間。 

６ 文字に関する事項 ②漢字の成り立ち 
六書について調べる。２

時間。 

六書を基に漢字の例を調

べる。２時間。 

７ 文字に関する事項 ③漢字の部首・熟語 
二字熟語の特色を調べ

る。２時間。 

部首・熟語について例示

する。２時間。 

８ 表記に関する事項<仮名遣い> 
漢字仮名交じりの問題点

を考える。1.5 時間。 

表記上の問題点をまとめ

る。２時間。 

９ 文及び文章の構成に関する事項 
文節相互の関係について

調べる。２時間。 

単文・複文・重文につい

て整理する。２時間。 

１０ 言葉遣いに関する事項<敬語> 
敬語の種類について調べ

る。２時間。 

これからの敬語について

考える。１時間。 

１１ 語句に関する事項 ①語彙の種類 
配布資料を基に語句の分

類を調べる。１時間。 

慣用句の例を基に特徴を

まとめる。２時間。 

１２ 語句に関する事項 ②語彙の学習 
配布資料を基に言葉の由

来を調べる。１時間。 

美しい言葉和語について

まとめる。２時間。 

１３ 言葉の働きや特徴に関する事項 
言葉の働きの二面性につ

いて調べる。２時間。 

多義語・対義語等の用語

を整理する。２時間。 

１４ 方言に関する学習  
教科書の方言の取り上げ

方を調べる。１時間。 

方言の発声に関する考え

をまとめる。２時間。 

１５ 言語文化に関する事項 
配布資料にある詩や教材

を音読する。１時間。 

伝統的な言語文化を重視

する意義についてまとめ

る。２時間。 
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授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ 「書写」学習の意義と内容 
配布資料に沿って意義

を考える。１時間。 

ワークシートに基づき

整理する。２時間。 

２ 硬筆による書写（低学年） 

「整い」のルールに基

づく「試書」。１時

間。 

学習した要点を基に書

く。２時間。 

３ フェルトペンによる書写（中学年） 
「字形」を念頭に「試

書」する。１時間。 

「整い」のルール（字

形）の練習。１時間。 

４ 毛筆による書写 ①楷書・漢字（中学年） 
毛筆の書写の意義を調

べる。１時間。 

「止め」と「払い」を

復習する。１時間。 

５ 毛筆による書写 ②楷書・仮名（中学年） 
漢字と仮名の運筆の違

いを調べる。２時間。 

手本以外の字の練習を

する。１時間。 

６ 毛筆による書写 ③漢字と仮名（高学年） 
学習指導要領の運筆の

要点を掴む。１時間。 

「字配り」を意識し、

練習を重ねる。２時

間。 

７ 毛筆による書写 ④行書（高学年） 
楷書と行書の違いを考

える。１時間。 

「省略と連続」に留意

し、練習する。２時

間。 

８ 筆ペンによる書写 ①平仮名 
配布資料を基に筆ペン

に慣れる。２時間。 

筆ペンで各体の「いろ

は歌」を書く。２時

間。 

９ 筆ペンによる書写 ②日常の書式 
配布資料にある地名を

書いてみる。２時間。 

筆ペンで日常の諸書式

を練習する。２時間。 

１０ 筆ペンによる書写 ③連綿 

配布資料を基に「連

綿」について知る。２

時間。 

配布資料に基づき「連

綿」を楽しむ。２時

間。 

１１  「日本文学史」上代の文学 

配布資料を基に「上

代」を概観する。１時

間。 

「万葉集」等、上代の

作品を読む。２時間。 

１２  「日本文学史」中古の文学 

配布資料を基に「中

古」を概観する。１時

間。 

「枕草子」等、中古の

作品を読む。２時間。 

１３  「日本文学史」中世の文学 

配布資料を基に「中

世」を概観する。１時

間。 

「徒然草」等、中世の

作品を読む。２時間。 

１４  「日本文学史」近世の文学 

配布資料を基に「近

世」を概観する。１時

間。 

芭蕉、西鶴等、近世の

作品を読む。２時間。 

１５  「日本文学史」近代の文学 

配布資料を基に「近

代」を概観する。１時

間。 

漱石、子規等、近代の

作品を読む。２時間。 

成 績 評 価 

① 授業内容のポイントを出題し、記述されたものを「ルーブリック評価」に基づ

き評価する。 

② 毎時間の提出された作品やレポートを「ルーブリック評価」に基づき評価す

る。 

定期試験（知識・理解）50％、提出作品（関心・意欲、思考力、判断力・表現

力）30％、課題レポート（関心・意欲、思考力、判断力・表現力）20％ 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

① 授業後提出された感想カードやレポートにコメントを書き、次時に返却する。

その際幾つかのものは全体に紹介する。 

② 書写の作品を提出させ、添削・評価をし、次時に返却する。 

③ 文学史は、毎時間レポートさせ、最後に総合的なレポートを書かせて提出させ

る。それにコメントと評価を示し、後日返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

資料プリントを事前またはその都度、配布する。 

文部科学省「小学校学習指導要領解説・国語編」 

「国語便覧」東京書籍 

久米 公監修「書写スキルで国語力をアップする！新授業モデル」（松本 仁志・

鈴木 慶子・千々岩 弘一 編著 明治図書 2011） 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

〇豊かな言語生活のための国語学習の在り方をもとめていきましょう。 

１ ２年次生での学習の基になる授業・教員採用試験必出の授業 

２ 書写の実地指導・日本の古典への読書指導を可能にする授業「必修」 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 小学校国語教科書で

記載されている国語

的術語の説明ができ

る。 

具体例を使

ってわかる

ように説明 

できる。 

術語の意味

を間違いな

く説明でき 

る。 

国語科の中

での働きと

関わりなく

語としての

意味が言え 

る。 

各術語の説

明が適切に 

できない。 
定期試験（知

識・理解） 
50% 

(2) 小学校で取り上げら

れている楷書・行書

が硬筆・毛筆などの

様々な道具で書写で

きる。 

それぞれの

道具の特徴

を生かした

書写ができ 

る。 

トメ・ハネ・

ハライ等を

手本に沿っ

て書くこと

ができる。 

筆の特徴や

各字の運筆

に関係なく

手本通りに 

書ける。 

毎時間の作

品がきちん

と提出でき 

ない。 

提出作品（関

心・意欲、思 

考力、判断力 

表現力） 

30% 

(3) 上代から近代までの

文学史を時代背景と

主たる作品で概観を

語ることができる。 

各時代の時

代的な特徴

と作品との

関係を語る

ことができ 

る。 

各時代の特

徴、代表的

な文学作品

の説明がで 

きる。 

各時代を代

表する作品

の概略や特

徴の説明が 

できる。 

時代の特徴

への意識な 

く作品の説

明をする 

 

課題レポート

（関心・意

欲、思考力、

判断力、表現

力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

社会 

Social Studies 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1003 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 ２ 選択 井上 和信 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 
社会科全般についての基礎的な知識を身につけるとともに、社会的な見方や考え方ができるように

なり、よりよき市民・国民としての自覚をもつことができるようになる。 

併せて、社会科教師として使命感・責任感をもって教壇に立つ心構えを醸成する。 

到達目標 

(1) 小学校社会科の目標を構造的にとらえ、「社会生活」「国土」「歴史」等について具体的な資料を

活用しながら、その内容をわかりやすく説明できる。 

(2) 社会的事象の意味について、多面的・多角的に考察することができる。 

(3) 社会的事象に関心をもち、積極的に調査し、資料を整え、説得力ある発表ができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 前期の学習計画  ① オリエンテーション 
社会科らしい自己紹介を

考える。2 時間。 

授業内容の振り返り。2 時

間。 

２ 
社会科で求められる学力 ② 採用試験問題の分

析 

採用試験の過去問を解く。

2 時間。 

採用試験問題の振り返り。

2 時間。 

３ 高校入試問題の分析 
高校入試問題を解く。2 時

間。 

高校入試問題の振り返り。

2 時間。 

４ 社会科の目標と構造 
学習指導要領社会科の目

標を読む。2 時間。 

社会科の目標のまとめ。2 時

間。 

５ 地理的な見方・考え方の基礎 ⑤ 地図と地球儀 
地図と地球儀についての

資料を読む。2 時間。 

地図と地球儀のまとめ。2 時

間。 

６ 地形図と地図記号 
地形図と地図記号の資料

を読む。2 時間。 

地形図と地図記号のまと

め。2 時間。 

７ 地域社会の調査① 
地元の新旧の地形図を読

む。2 時間。 

地元の地形図の読み取り。

2 時間。 

８ 地域社会の調査② 
現地調査の実践例を読む。

2 時間。 

現地調査のまとめ。2 時間。 

９ 日本の都道府県 
都道府県の位置と名称、特

色について整理する。2 時

間。  

都道府県の位置と名称、特

色を復習する。2 時間。 

１０ 
歴史的な見方・考え方の基礎 ⑩ 時代区分と時

代の特色 

日本の歴史の時代区分と

時代の特色を整理する。2

時間。 

日本の歴史の時代区分と

時代の特色を復習する。2

時間。 

１１  歴史的思考力の育成  
歴史のおける｢なぜ｣をあ

げる。2 時間。 

授業内容の振り返り。2 時

間。 

１２  年表や歴史資料の活用 
｢なぜ｣に関係する歴史資

料や年表をみる。2 時間。 

授業内容の振り返り。2 時

間。 

１３  人物学習① 
日本の歴史に登場する代

表的な人物を確認する。2

時間。 

歴史上の代表的な人物に

ついてまとめる。2 時間。 

１４  人物学習② 
学習指導要領社会で扱う

人物を調べる。2 時間。 

学習指導要領で扱う人物

のまとめ。2 時間。 

１５ 前期の学習の振り返り ⑮ 学習評価と授業評価 
15 回の授業資料を読み直

す。2 時間。 

授業内容の振り返り。2 時

間。 

授業内容 回 授業内容 準備学習 準備学習 
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と 

進め方 

（後期） 

(予習内容・時間） （復習内容・時間） 

１ 後期の学習計画 ① オリエンテーション 
前期試験の内容の分析を

する。2 時間。 

学習指導要領社会の目標

を読む。2 時間。 

２ 第３・４学年の社会科  
第 3・4 学年の社会科の目

標と内容を読む。2 時間。 

第 3・4 学年の目標、内容

をまとめる。2 時間。 

３ 
目標と内容、内容の取り扱い③ 地域の先人のは

たらき① 

前期の地域社会の調査の

レポートを読む。2 時間。 

地域の先人の働きについ

て、調べる。2 時間。 

４ 地域の先人のはたらき② 
地域の発展に尽くした先

人について調べる。2 時間。 

地域の先人の働きについ

てまとめる。2 時間。 

５ 
第５学年の社会科 ⑤ 目標と内容、内容の取り

扱い 

第5学年の社会科の目標と

内容を読む。2 時間。 

第 5 学年の目標、内容をま

とめる。2 時間 

６ わたしたちの国土 
第 5 学年の内容｢わたした

ちの国土｣について資料を

読む。2 時間。 

わたしたちの国土につい

てまとめる。2 時間。 

７ 我が国の自然と人々の生活 
第 5 学年の内容｢日本の自

然｣について資料を読む。2

時間。 

我が国の自然と人々の生

活についてまとめる。2 時

間。 

８ 日本の第１次産業  
第 5 学年の内容｢日本の農

業｣について資料を読む。2

時間。 

日本の農業についてまと

める。2 時間。 

９ 日本の第２・３次産業 
第 5 学年の内容｢日本の工

業｣について資料を読む。2

時間。 

日本の工業についてまと

める。2 時間。 

１０ 
第６学年の社会科 ⑩ 目標と内容、内容の取り

扱い 

第6学年の社会科の目標と

内容を読む。2 時間。 

第 6 学年の目標、内容をま

とめる。2 時間 

１１  日本の歴史①  
第 6 学年の内容｢大化の改

新｣について資料を読む。2

時間。 

大化の改新についてまと

める。2 時間。 

１２  日本の歴史②  
第6学年の内容｢室町文化｣

について資料を読む。2 時

間。 

室町文化についてまとめ

る。2 時間。 

１３  日本の歴史③  
第 6 学年の内容｢黒船の来

航｣について資料を読む。2

時間。 

黒船の来航についてまと

める。2 時間。 

１４  日本の政治制度 
第 6 学年の内容｢日本の祝

日｣について資料を読む。2

時間。 

日本の政治制度について

まとめる。2 時間。 

１５ ⑮ 学習評価と授業評価 

15 回の授業資料を読み直

す。2 時間。 

授業内容の振り返り。2 時

間。 

成 績 評 価 
授業への取り組み（関心・意欲・態度、知識・理解）50%、 
定期試験（知識・理解、思考力・判断力・表現力）40%、 
課題・レポート（思考力・判断力・表現力）10% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

文部科学省「小学校学習指導要領解説 社会編」東洋館出版社 

小学校社会科用教科書「あたらしい社会（３～６年）」東京書籍  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

社会科好きの子どもを一人でも多く育てるために、社会科の授業づくりを創意工

夫する科目 

小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 小学校社会科の目標

を構造的にとらえ、

「社会生活」「国土」

「歴史」等について

具体的な資料活用し

ながら、その内容を

わかりやすく説明で

きる。 

 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

 

 

 

 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

 

 

 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

 

 

説明できて

いない。 

 

 

 

 

 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度、知識・理

解） 

50% 

(2) 社会的事象の意味に

ついて、多面的・多角

的に考察することが

できる。 

 

 

様々な角度

から考察で

きる。 

 

 

 

いくつかの

角度から考

察できる。 

 

 

 

１つ以上考

察できる。 

 

 

 

 

考察できな

い。 

 

 

 

 

定期試験 

（知識・理解、

思考力・判断

力・表現力） 

40% 

(3) 社会的事象に関心を

もち、積極的に調査

し、資料を整え、説得

力ある発表ができ

る。 

 

ほぼ完璧に

発 表 で き

る。 

 

 

 

 

大きな間違

いがなく、

基本を踏ま

えて発表で

きる。 

 

 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を発

表できる。 

 

 

発表できな

い。 

 

 

 

 

課題・レポー

ト 

（思考力・判

断力・表現力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

算数 

 Arithmetic 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1004 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 ２ 選択 福田 敏雄 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 ○ 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。  

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。  

概 要 

算数科の各領域６学年にわたるそれぞれの指導内容、系統、関係等について学び、算数を指導する

ための基礎的な知識を習得する。また、学習内容に合わせた課題に取り組むことを通して、数学的な

見方･考え方の重要性や指導者として把握が必要な数学的な背景について理解を深め、今後の実践的

な学習や算数科指導の在り方等の学習に生きて働く力を養う。 

到達目標 
（1）算数科で扱う内容について、教師として必要な基礎知識を獲得し説明することができる。 

（2）学習内容に付随した算数の問題解決や問題作成、教材作成に主体的に取組むことができる。 

（3）演習や宿題で提示した課題を的確に解くことができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ オリエンテーション・算数教育史 
算数教育の歴史について調べる。 

２時間 

算数教育の歴史についてまとめ

る。         ２時間 

２ 数学の発達史と算数 
数学の発達史について調べる。 

２時間 

数学の発達史についてまとめ

る。         ２時間 

３ 整数のしくみ 
整数のしくみについて調べる。 

２時間 

各国の命数法、記数法の特徴に 

ついて整理する。   ２時間 

４ 整数の加法と減法 
整数の加法と減法について調べる。 

２時間 

加法、減法の定義及び用いられ

る場、演算法をまとめる２時間 

５ 整数の乗法 
整数の乗法について調べる。 

２時間 

乗法の定義及び用いられる場、

演算法をまとめる。  ２時間 

６ 整数の除法 
整数の除法について調べる。 

２時間 

除法の定義及び用いられる場、 

演算法を整理する。  ２時間 

７ 小数の意味と計算 
小数の意味について調べる。 

２時間 

小数の意味、表記のしくみ、演

算法をまとめる。   ２時間 

８ 分数の意味 
分数の意味について調べる。 

２時間 

分数の意味、標記の仕組みにつ

いてまとめる。    ２時間 

９ 分数の計算 
分数の計算について調べる。 

２時間 

分数の加減乗除の意味、演算法

をまとめる。     ２時間 

１０ 概数、概算、整数の性質 
概数、概算、整数の性質について調

べる。         ２時間 

概数、概算、整数の性質につい

てまとめる。     ２時間 

１１ 式表示 
式表示について調べる。  

２時間 

式表示のはたす役割や有用性に

ついてまとめる。   ２時間 

１２ 
三角形、四角形、長方形、直角三角

形 

三角形、四角形、長方形、直角三角

形について調べる。   ２時間 

定義、性質を整理し、作図法に

ついて考察する。   ２時間 

１３ 二等辺三角形、正三角形、円 
二等辺三角形、正三角形、円につい

て調べる。       ２時間 

定義、性質を整理し、作図法に

ついて考察する。   ２時間 

１４ 
平行四辺形、ひし形、台形、角の大

きさ 

平行四辺形、ひし形、台形、角の大

きさについて調べる。  ２時間 

定義、性質を整理し、作図法に

ついて考察する。   ２時間 

１５ 
多角形、正多角形、直径と円周、三

角形や四角形の角、合同な図形 

多角形、正多角形、直径と円周、三

角形や四角形の角、合同な図形につ

いて調べる。      ２時間 

定義、性質を整理し、作図法に

ついて考察する。   ２時間 

授業内容 回 授業内容 準備学習 準備学習 
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と 

進め方 

（後期） 

(予習内容・時間） （復習内容・時間） 

１ 対称な図形、縮図や拡大図 
対称な図形、縮図や拡大図につ

いて調べる。     ２時間 

定義・性質を整理し、作図

法をについて考察する２時

間 

２ 形の特徴(１年・平面) 
１年生の形の特徴について調べ

る。         ２時間 

定義・性質を整理し、形の

特徴を考察する。    ２時

間 

３ 
形の特徴(１年・立体)、ものの位

置、箱の形 

１年生の形の特徴や箱の形、も

のの位置について調べる２時間 

定義、性質を整理し、図表

示について考察する。２時

間 

４ 球、立方体、直方体 
球、立方体、直方体について調

べる。        ２時間 

定義、性質を整理し、図表

示について考察する。２時

間 

５ 角柱、円柱 
角柱、円柱について調べる。 

２時間 

定義、性質を整理し、図表

示について考察する。２時

間 

６ 量の比較、任意単位の導入 
量の比較、任意単位について調

べる。        ２時間 

量概念について整理し、比

較方法を考察する。 ２時

間 

７ 普遍単位による測定 
普遍単位による測定について調

べる。         ２時間 

量概念について整理し、比

較方法を考察する。 ２時

間 

８ 角の大きさ、平面図形の求積 
角の大きさ、平面図形の求積。 

２時間 

角の大きさや図形の求積方

法を考察整理する。２時間 

９ 縮図、拡大図、円や概形の求積 
縮図、拡大図、円や概形の求積

について調べる。   ２時間 

縮図、拡大図の活用や求積

法をまとめる。   ２時

間 

１０ 立体の求積 
立体の求積法について調べる。

２時間 

立体の求積法を整理する。

２時間 

１１ 伴って変わる量 
伴って変わる量について調べ

る。         ２時間 

変数と対応について考察す

る。       ２時間 

１２ 異種の２つの割合 
異種の２つの割合について調べ

る。         ２時間 

異種の２つの割合について

考察する。    ２時間 

１３ 割合、比 
割合、比について調べる。  

２時間 

割合と比の意味をまとめ、

活用法を考察する。 ２ 時

間 

１４ データの活用 
データの活用について調べる。

２時間 

統計的な考え方について考

察する。      ２時間 

１５ 数学的活動 
数学的活動について調べる。 

  ２時間 

数学的活動について考察す

る。       ２時間 

成 績 評 価 
定期試験(知識・理解、思考力・判断力)40%、課題演習や発表活動 

(関心・意欲・思考力・判断力・表現力)30%、 

課題プリント（知識・理解、思考力・判断力)30% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で個人や全体に対してフィードバ

ックする。また授業振り返りシートにコメントを記入し、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

九州算数科教育研究会『新訂算数科教育の研究と実践』日本教育研究センター   

文部科学省「小学校指導要領解説 算数編」 小学校算数教科書 

プリント類は必要に応じて配付する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

児童が学ぶように具体物を操作したり、観察したりしながら算数科学習内容を学

習し、算数を学ぶことの楽しさを味わいましょう。 

小学校教諭二種免許：選択必修科目  
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 算数科で扱う内容に

ついて、教師として

必要な基礎知識を獲

得し説明することが

できる。 

 

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる 

大きな間違

いがなく内

容に関する

基礎知識の

説明ができ

る。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎知

識の説明が

できる。 

基礎知識が

身について

おらず、説

明ができな

い。 

定期試験 

(知識・理解、

思考力・判断

力) 

40% 

(2) 学習内容に付随した

算数の問題解決や問

題作成、教材作成に

主体的に取組むこと

ができる。 

 

主体的に取

り組み、ほ

ぼ完璧に成

し遂げるこ

と が で き

る。 

主体的に取

り組み、大

きな間違い

をせずに成

し遂げるこ

と が で き

る。 

 

主体性に課

題はあるが

ほぼ成し遂

げることが

できる。 

主体的に取

り組めず、

ほとんど成

し遂げるこ

とができな

い。 

課題演習や発

表活動 

(関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力) 

30% 

(3) 演習や宿題で提示し

た課題を的確に解く

ことができる。 

ほぼ完璧な

解決ができ

る。 

単純ミスは

あるが、大

きな間違い

をせずに解

決できる。 

いくつかの

間違いはあ

るが、ほぼ

的確に解決

できる。 

間違いが多

く、ほとん

ど的確な解

決ができて

いない。 

課題プリント 

（知識・理解、

思考力・判断

力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

理科 

Science 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1005 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 ２ 選択 廣 修治 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 
自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことを通して、自

然の事物や現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成する小学校理科

教育について学び、学校現場で役立つ教育実践力を身につける。 

到達目標 

(1) 小学校理科教育の各学年の目標や学習内容を理解し、説明することができる。 

(2) こどもの発達・自然認識の仕方を理解し、具体的に説明することができる。 

(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度の育成技術を身につけ、説明すること

ができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 
理科教育の理念 

学習指導要領改訂の趣旨と背景 

学習指導要領理科編を読
んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

２ 小学校理科の目標と「確かな学力」 
学習指導要領理科編を読
んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

３ 小学校理科の内容と教材研究 
学習指導要領理科編を読
んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

４ 第 3 学年の理科「風とゴムの働き」「音の性質」 

３年理科教科書の「風とゴ
ムの力のはたらき」「音の
性質」を読んでおく。２時
間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

５ 第 3 学年の理科「磁石の性質」 
３年理科教科書の「磁石の
性質」を読んでおく。２時
間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

６ 第 3 学年の理科「電気の通り道」 
３年理科教科書の「電気の
通り道」を読んでおく。２
時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

７ 第 3 学年の理科「物と重さ」 
３年理科教科書の「物と重
さ」を読んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

８ 第 3 学年の理科「身の回りの生物」 
３年理科教科書の「身の回
りの生物」を読んでおく。
２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

９ 第 3 学年の理科「太陽と地面の様子」 
３年理科教科書の「太陽と
地面の様子」を読んでお
く。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

１０ 第 4 学年の理科「電流の働き」 
４年理科教科書の「電流の
働き」を読んでおく。２時
間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

１１ 第 4 学年の理科「金属、水、空気と温度」 
４年理科教科書の「金属、
水、空気と温度」を読んで
おく。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

１２ 第 4 学年の理科「空気と水の性質」 
４年理科教科書の「空気と
水の性質」を読んでおく。
２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

１３ 第 4 学年の理科「季節と生物」 

４年理科教科書の「季節と
生物」を読んでおく。２時
間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

１４ 第 4 学年の理科「星と月」 

４年理科教科書の「星と
月」を読んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 

１５ 第 4 学年の理科「天気の様子・雨水のゆくえ」 
４年理科教科書の「天気の
様子・雨水のゆくえ」を読
んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。
２時間 
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授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 第 5 学年の理科「振り子の運動」 
５年理科教科書の「振り子

の運動」を読んでおく。２

時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

２ 第 5 学年の理科「電流がつくる磁力」 
５年理科教科書の「電流が

つくる磁力」を読んでお

く。２時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

３ 第 5 学年の理科「物の溶け方」 
５年理科教科書の「物の溶

け方」を読んでおく。２時

間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

４ 第 5 学年の理科「植物の発芽、成長、結実」 
５年理科教科書の「植物の

発芽、成長、結実」を読ん

でおく。２時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

５ 第 5 学年の理科「動物の誕生」 
５年理科教科書の「動物の

誕生」を読んでおく。２時

間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

６ 
第 5 学年の理科「流れる水の働きと土地の変

化」 

５年理科教科書の「流れる

水の働きと土地の変化」を

読んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

７ 第 5 学年の理科「天気の変化」 
５年理科教科書の「天気の

変化」を読んでおく。２時

間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

８ 第 6 学年の理科「てこの規則性」 
６年理科教科書の「てこの

規則性」を読んでおく。２

時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

９ 第 6 学年の理科「電気の利用」 
６年理科教科書の「電気の

利用」を読んでおく。２時

間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

１０ 第 6 学年の理科「燃焼の仕組み」 
６年理科教科書の「燃焼の

仕組み」を読んでおく。２

時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

１１ 第 6 学年の理科「水溶液の性質」 
６年理科教科書の「水溶液

の性質」を読んでおく。２

時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

１２ 第 6 学年の理科「人体のつくりと働き」 
６年理科教科書の「人体の

つくりと働き」を読んでお

く。２時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

１３ 第 6 学年の理科「植物の養分と水の通り道」 
６年理科教科書の「植物の

養分と水の通り道」を読ん

でおく。２時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

１４ 第 6 学年の理科「土地のつくりと変化」 
６年理科教科書の「土地の

つくりと変化」を読んでお

く。２時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

１５ 
理科教育の基本構造 

（問題解決学習過程等） 

学習指導要領理科編を読

んでおく。２時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

２時間 

成 績 評 価 
講義用学習シート（関心・意欲・態度・理解・思考力）30% 

質疑応答や振り返り（技能・表現）30% 

定期試験（知識・理解・思考力・判断力・表現力）40% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業中の講義内容についての質疑応答や振り返り。 

授業後の「講義用学習シート（レポート）」の提出（宿題）。 

レポートをチェックして後日返却する。 

定期試験は事前に予告して行う。 

レポートや定期試験はルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校理科教科書 3 年、4 年、5 年、6 年（大日本図書） 

文部科学省「小学校指導要領 理科編」 

文部科学省「小学校学習指導要解説 理科編」 

「資質・能力が育つ理科学習指導の展開と評価」（ぎょうせい） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

理科教育の有用性や理科の具体的な目標、内容、方法および教材についての学び

を通して、理科についての理解と実践力の基礎を培います。 

小学校教諭二種免許：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 小学校理科教育の各

学年の目標や学習内

容を理解し、説明す

ることができる。 

 

目標や内容

を理解して

おり、ほぼ

完璧な説明

ができる。 

目標や内容

は理解して

いるが、完

璧な説明は

できない。 

目標や内容

の理解に問

題点がある

が、説明が

何とかでき

る。 

目標や内容

を理解して

おらず、説

明もできな

い。 

課題レポート 

（知識・理

解） 

定期試験 

（知識・理

解） 

30% 

(2) こどもの発達・自然

認識の仕方を理解

し、具体的に説明す

ることができる。 

 

こどもの発

達・自然認

識の仕方を

理解してお

り、ほぼ完

璧な説明が

できる。 

こどもの発

達・自然認

識の仕方を

理解してい

るが、完璧

な説明はで

きない。 

 

理解は十分

とはいえな

いが、説明

が何とかで

きる。 

理解してお

らず、説明

もできてな

い。 

課題レポート 

（知識・理

解） 

定期試験 

（知識・理

解） 

30% 

(3) 自然を愛する心情や

主体的に問題解決し

ようとする態度の育

成技術を身につけ、

説明することができ

る。 

心情や態度

の育成技術

を 身 に つ

け、ほぼ完

璧に説明で

きる。 

身にはつけ

ているが、

完璧な説明

が で き な

い。 

十分とは、

言 え な い

が、何とか

説明はでき

る。 

身について

ないため、

説明もでき

ない。 

学習プリント 

（関心・意欲・

態度・思考力・

判断力・技能） 

40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

音楽 

Music 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1007 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 ２ 必修 藤河 久美 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 
・学習指導要領 音楽科の目標や内容をもとに、音楽の理論と歌唱の基礎、リズム奏の基礎・基本を

習得し、音楽的感性と音楽的技能を養う。 

・グループﾟ演習をとおしてアンサンブルをする体験を習得する。 

到達目標 
(1) 基本的な音楽理論（楽典）の習得ができる。 

(2) 器楽演奏や歌唱の基本及び鑑賞の仕方について学び、その基礎力の体得ができる。 

(3) 音楽における基礎能力の感性を助長し、技能を向上させることができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 前期の学習計画 オリエンテーション  
「私と音楽」というタイトル

で自己紹介を考えておく。１

時間 

授業内容の振り返りをす

る。１時間 

２ 学習指導要領 音楽科の目標と内容について 
学習指導要領音楽科の目標

や内容を読んでおく１時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

３ 拍にあわせて リズムあそび 
音符や休符の種類を調べて

おく  

１時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

４ 拍にあわせて リズムアンサンブル① 
音符や休符の種類等の意味

を理解する 

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

５ 拍にあわせて リズムアンサンブル② 
音符や休符の種類などの関

わりなどがわかる 

く１時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

６ 拍にあわせて リズムアンサンブル③ 
リズムづくりの仕方を理解

する 

く１時間＞ 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

７ 音楽の仕組み① 
学習指導要領 共通事項を

読んでおく 

 １時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

８ 音楽の仕組み② 
学習指導要領 共通事項を

まとめておく 

１時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

９ 音楽の仕組み③ 
学習指導要領 共通事項を 

理解する 

１時間 

授業内容の振り返りをす

る １時間 

１０ 音楽づくり グループ演習 
事前の配付資料を読んでお

く 

 １時間 

授業内容の振り返りをす

る １時間 

１１ 指揮法について 
事前の配付資料を読んでお

く  

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

１２ 鑑賞のとらえ方① 
事前の配付資料を読んでお

く  

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る  

１時間 

１３ 鑑賞のとらえ方② 
事前の配付資料を読んでお

く 1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

1 時間 

１４ 鑑賞のとらえ方③ 
事前の配付資料を読んでお

く  

１時間 

授業内容の振り返りをす

る 

１時間 

１５ 前期のまとめ 
事前の配付資料を読んでお

く 

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

１時間 

内容 回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 
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と 

進め方 

（後期） 

１ 和音のはたらき① 
事前の配付資料を読んでお

く 

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る １時間 

２ 和音のはたらき② 
事前の配付資料を読み、練習

しておく  

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

３ 和音のはたらき③ 
事前の配付資料を読んでお

く  

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

４ 和音や低音のはたらき① 
事前の配付資料を読み、練習

しておく 

 1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

５ 和音や低音のはたらき② 
事前の配付資料を読んでお

く  

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 1 時間 

６ 伴奏づくり① 
事前の配付資料を読み、練習

しておく 

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る １時間 

７ 伴奏づくり② 
事前の配付資料を読んでお

く  

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

１時間 

８ グループアンサンブル① 
事前の配付資料を読み鍵盤

奏をしておく 

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 2 時間 

９ グループアンサンブル② 
事前の配付資料を読んでお

く 

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

2 時間 

１０ グループアンサンブル③ 
事前の配付資料を読んでお

く 

 1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

2 時間 

１１ グループアンサンブル まとめ 
事前の配付資料を読んでお

く  

1 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

2 時間 

１２ ピアノによる弾き歌い① 
指定した曲を譜読みし、弾き

歌いの練習をする 

2 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

 2 時間 

１３ ピアノによる弾き歌い② 
指定した曲を譜読みし、弾き

歌いの練習をする  

２時間 

授業内容の振り返りをす

る 

2 時間 

１４ ピアノによる弾き歌い③  
指定した曲を譜読みし、弾き

歌いを練習する  

２時間 

授業内容の振り返りをす

る 

2 時間 

１５ ピアノによる弾き歌い まとめ 
弾き歌いを練習する 

2 時間 

授業内容の振り返りをす

る 

2 時間 

成 績 評 価 
デイプロマ・ポリシーに沿って、授業評価と実技試験結果によって評価する。  
定期試験（楽典）40%、実技検査 40%、定期試験・実技検査 20% 

課題（試験・レポート
等）に対する 

フィードバックの方法 

繰り返しの実技検定やレッスンをとおし、課題を段階的にクリアさせる。やる気を
引き出し技能の習得を目指させる。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

 
初等科音楽教育法・小学校教員養成課程用（音楽之友社） 
小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 音楽編 文部科学省 
 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

義務教育で学んだ音楽知識を体系化し、さらに楽典を総括的に学びましょう。 
演習の楽しさを体験し、将来の活動に生かせる素地を造りましょう。 
能力にあった器楽伴奏法を習得し、楽しく児童をリードする力を養いましょう。 
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 基本的な音楽理論

（楽典）の習得がで

きる。 

音楽の三要素 

（旋律・リズム・

和音）を記号化し

た楽典を全体的

にほぼ完璧に理

解し活用できる。 

理論として理

解でき、活用の

段階で実用で

きる程度に習

得できる。 

ほぼ理解でき、

実用実践の段階

で混乱せずに活

用できる理論が

習得できる。 

合理性に富む

楽典理論が理

解習得できて

いない。 

 

定期試験 

（楽典） 
40% 

(2) 器楽演奏や歌唱の

基本を学び、その基

礎力の体得ができ

る。 

鍵盤楽器を中心

として、弾き歌い

の技量など、ほぼ

完璧に出来る 

 

器楽と歌唱の

別々でなら、ほ

ぼ完璧に表現

できる。 

 

基本的、基礎 

的な演奏力がほ

ぼ身に着いてい

る。 

基礎的、基 

本的技量が全

く身に着かな

い。 

実技検査 

 
40% 

(3) 音楽における基礎

能力の感性を助長

し、技能を向上させ

ることができる。 

自らの力で自ら

の感性を磨く練

習ができ、技能の

向上に努めるこ

とができる。 

 

 

楽譜等の指示

に従ってほぼ

完璧に表現で

き、感性を助長

させることが

できる。 

 

楽譜等の指示に

従ってほぼ正確

に 表 現 で き る

が、感性を助長

させるまでには

至らない。 

 

楽譜等の指示

に従って正確

に表現できな

い。技能の向

上がみられな 

い 

 

定期試験 

実技検査 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

声楽 

Vocal Music 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1008 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 １ 必修 藤河 久美 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 

(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで
きること。  

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 ○ 

概 要 
初等科音楽教育における歌唱共通教材の音楽的歌唱方法の基本を修得し、合唱（輪唱、二部合唱、

三部合唱）の体験し、指導法を習得する。 

到達目標 

（1）児童発声についての知識を習得する。 

（2）小学校歌唱教材２４曲の楽曲の内容を把握し、歌うことができる。また、輪唱や二部合唱をづ

ることができる。 

（3）習得した楽曲を表現を工夫して歌うことができる。 

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 児童発声及び発声法について  
学習指導要領のＡ表現（歌

唱）について読んでおく・

2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

２ 
歌唱指導（１学年共通教材曲） 及び 簡単な輪

唱や合唱  

１学年の共通教材曲を譜

読みしておく・2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

３ 
 

歌唱指導（２学年共通教材曲） 及び 簡単な輪

唱や合唱  

 

２学年の共通教材曲を譜

読みしておく・2 時間 

 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

４ 
 

歌唱指導（３学年共通教材曲） 及び 簡単な輪

唱や合唱  

 

３学年の共通教材曲を譜

読みしておく・2 時間 

 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

５ 
歌唱指導（４学年共通教材曲） 及び 簡単な輪

唱や合唱  

４学年の共通教材曲を譜

読みしておく・2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

６ 歌唱指導（５学年共通教材曲） 及び 合唱  
５学年の共通教材曲を譜

読みしておく・ 

2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

７ 歌唱指導（６学年共通教材曲） 及び 合唱  
６学年の共通教材曲を譜

読みしておく 

・2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

８ 様々な輪唱や二部合唱 ①   
指定した曲を譜読みし弾

き歌いの練習をする・2 時

間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

９ 様々な輪唱や二部合唱 ②   
指定した曲を譜読みし弾

き歌いの練習をする・2 時

間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

１０ 様々な二部合唱（三部合唱） ①              
指定した曲を譜読みし弾

き歌いの練習をする・2 時

間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

１１ 様々な二部合唱（三部合唱） ②                               
指定した曲を譜読みし弾

き歌いの練習をする・2 時

間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

１２ 様々な二部合唱（三部合唱） ③   
指定した曲を譜読みし弾

き歌いの練習をする・2 時

間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

１３ 様々な二部合唱（三部合唱） ④                
授業の中で決めた合唱曲

を譜読みしておく・ 

2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

１４ 様々な二部合唱（三部合唱） ⑤      
授業の中で決めた合唱曲

を譜読みしておく・ 

2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 

１５ 二部合唱（三部合唱）のまとめ 
授業の中で決めた合唱曲

を歌うことができる・ 

2 時間 

授業を振り返り楽譜を見

て復習する・2 時間 
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成 績 評 価 
ディプロマ・ポリシーに沿って、授業評価と実技試験結果によって評価する。 

授業への取り組み（関心・意欲・態度）：50％、定期試験（知識・実技）：50％ 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の授業の曲を復習する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

初等科音楽教育法・小学校教員養成課程用 音楽之友社 

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 音楽編 文部科学省 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状：必修科目 

  

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 児童発声についての

知識を習得する。 

ほぼ完璧に

習得してい

る。 

大きな間違

いがなく、

基礎を習得

している。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎を

習得してい

る。 

習得してい

ない。 

 
授業への取り

組み 

定期試験 

30% 

(2) 小学校歌唱教材２４

曲の楽曲の内容を把

握し、歌うことがで

きる。 

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いがなく、

基礎ができ

る。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎が

で き て い

る。 

できていな

い。 
授業への取り

組み 

定期試験 

40% 

(3) 簡単な輪唱や二部合

唱、三部合唱ができ

る。 

ほぼ完璧に

歌うことが

できる。 

大きな間違

いがなく、

歌うことが

できる。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎が

で き て い

る。 

歌えない。 

定期試験 30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

器楽Ⅰ 

Instrumental Music I 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1009 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 １ 必修 藤河 久美 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。  
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。  

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 ○ 

概 要 
初等科音楽教育に必要なピアノ演奏技術と歌唱教材伴奏の修得を目指す。 

それぞれのピアノ演奏技術の向上を目指す。 

個人レッスンやグループ形態で演習する。 

到達目標 
（1）ピアノ演奏技術の基礎を習得できる。 

（2）正しい楽譜の読み方を学べる。 

（3）様々な歌唱教材曲について学び、演奏できる。 

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ ピアノの扱い方 演奏の方法 演奏楽曲の説明                 
階名読みができるように

しておく・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

２ ピアノ演奏①   バイエル     
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

３ ピアノ演奏②   バイエル                       
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

４ ピアノ演奏③   バイエル 
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

５ ピアノ演奏④   バイエル 
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

６ ピアノ演奏⑤   バイエル 
バイエル番を譜読みして

おく・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

７ ピアノ演奏⑥   バイエル            
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

８ ピアノ演奏⑦   バイエル 
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

９ ピアノ演奏⑧   バイエル        
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

１０ ピアノ演奏⑨  バイエル 
バイエルを譜読みしてお

く・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

１１ 簡単な歌唱教材曲の伴奏① 
歌唱教材曲の伴奏を譜読

みしておく・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

１２ 簡単な歌唱教材曲の伴奏② 
歌唱教材曲の伴奏を譜読

みしておく・2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

１３ 様々な歌唱教材曲の伴奏① 
課題曲の練習をしておく・

2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

１４ 様々な歌唱教材曲の伴奏② 
課題曲の練習をしておく・

2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 

１５ 様々な歌唱教材曲の伴奏 まとめ         
課題曲の練習をしておく・

2 時間 

授業を振り返り習った曲

を復習する・2 時間 
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成 績 評 価 
ディプロマポリシーに沿って評価と実技試験結果によって評価。 

授業への取り組み（関心・意欲・態度）：55％、定期試験（知識・実技）：45％ 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

日々の練習の成果を復習練習でフィードバックし、実技試験の場で発表する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

初等科音楽教育法・小学校教員養成課程用 音楽之友社 

「バイエル教則本」全音出版社  

小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 音楽編 文部科学省 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状：必修科目 

  

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) ピアノ演奏技術の基

礎を習得できる。 

ほぼ完璧に

習得してい

る。 

大きな間違

いがなく、

基礎を習得

している。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎を

習得してい

る。 

習得できて

いない。 授業への取り

組み 

定期試験 

35% 

(2) 正しい楽譜の読み方

を学べる。 

ほぼ完璧に

学んでい

る。 

大きな間違

いがなく、

基礎を学ん

でいる。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎を

学んでい

る。 

学べていな

い。 
授業への取り

組み 
30% 

(3) 簡単な歌唱教材につ

いての伴奏を学び、

演奏できる。 

ほぼ完璧に

演奏でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基礎を演奏

できる。 

間違いはあ

るが、最低

限の基礎を

演奏でき

る。 

演奏できて

いない。 授業への取り

組み 

定期試験 

35% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

図画工作 

Arts and Handicrafts 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1011 1年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 2 必修 黒岩 眞理子 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 

図画工作における領域の中で、絵画・デザインを主におこなう。工作は教材研究に、鑑賞は美術史

に託しながら相互に行っていく。絵画ではデッサン・水彩画を、デザインはポスターを作製する。採

用試験対策のため、持ち込み不可の試験を行う。色彩関係について知識を得られるような内容にす

る。 

到達目標 

(1) 水彩画、ポスターの制作の手順や画材、用具、色彩について説明する事ができる。 

(2) 水彩画、ポスターの特質を知り、意欲的に取材し、画面構成力を高める事ができる。 

(3) 透明水彩、ポスターカラーの扱いに熟達し、表現したい内容を描く事ができる。 

(4) お互いの作品を鑑賞して考えを説明し合い、高め合うことができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ オリエンテーション 
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

２ 鉛筆デッサン① 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間。 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

３ 鉛筆デッサン② 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

４ 鉛筆デッサン③ 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

デッサンを仕上げて自己

評価をし、次時提出する。

1 時間 

５ 水彩絵の具の使い方  
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

６ 色について① 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

７ 色について②  
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

８ 色について③ 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

９ 水彩画の制作 モチーフ決定 下描き① 
課題に合わせてモチーフ

を考えておく 1 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１０ 下描き② 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１１ 彩色① 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１２ 彩色② 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１３ 彩色③  
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１４ 彩色④ 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、疑問点な

どをまとめる。0.5 時間 

１５ 評価・講評 
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 
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授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ ポスターについて 
事前に配ったプリントを

読む。1 時間 

授業を振り返り、自分の主

題、構想、資料収集に取り

掛かる。2 時間 

２ レタリング－ゴシック体と明朝体① 
事前に配ったプリントを

読む。2 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。1 時間 

３ レタリング－ゴシック体と明朝体② 
 授業を振り返り、演習シー

トを完成させ、次時提出す

る。2 時間 

４ 資料収集・構想・アイデアスケッチ 
構想シートに数種類、構想

を描く。2 時間 

授業を振り返り、構想を見

直す。2 時間 

５ コピー・レタリングの考案 
構想シートに数種類、構想

を描く。2 時間 

授業を振り返り、構想を見

直す。2 時間 

６ 下描き①－構図決定－ 
構想シートに数種類、構想

を描く。2 時間 

授業を振り返り、構想を見

直す。2 時間 

７ 下描き②－レタリングのトレースや細部－ 
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

８ 着彩①ーモダンテクニックについて 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

９ 着彩② 
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１０ 着彩③ 
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１１ 着彩④ 
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１２ 着彩⑤ 
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

１３ 着彩⑥  

 お互いに鑑賞しあいなが

ら意見交換をして作品の

完成度を高め、次時提出す

る。2 時間 

１４ 評価・講評 
 授業を振り返り、自己評価

をする。 

0.5 時間 

１５ まとめ    
 授業を振り返り、自己評価

をする。0.5 時間 

成 績 評 価 

定期試験（知識・理解）：10% 

授業内での制作（発想・構想・創意工夫および関心・意欲・態度）：40% 

授業内での制作（表現の技能および関心・意欲・態度）40% 

授業内での相互評価（鑑賞）：10% 

ただし、試験の一部は技能と鑑賞の評価に反映させることとする。 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

学生は授業の振り返りシートに課題に対する疑問や感想、自己評価を記入し連絡

ボックスに入れる。 

課題の評価は作品完成時に口頭で、試験の評価は点数（100 点中～80 点：優、79

～70 点：良、69～60 点：可、60 点未満：不可）で知らせる。正解とともに返却

する。場合によっては個人的に呼び出して指導することもある。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第７節 図画工作 

中学校学習指導要領 第６節 美術 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

図画工作を指導する上での基本的な知識・理解、技術を実技を通して身につけて

いきます。 

小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 水彩画、ポスター    

の制作の手順や画

材、用具、色彩につい

て説明する事ができ

る。 

ほぼ完璧に

基本を説明

できる。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 

（知識・理

解） 

10% 

(2) 水彩画、ポスターの

特質を知り、意欲的

に取材し、画面構成

力を高める事ができ

る。 

ほぼ完璧に

正しく理解

して、自分

の考えで制

作・助言が

できる。 

大きな手違

いがなく理

解して、自

分の考えで

制作・助言

ができる。 

理解不足の

ため手違い

はあるが自

分なりに制

作・助言が

できる。 

理 解 を 怠

り、自分の

考えで制作

できていな

い。また制

作しない。 

授業内での制

作（発想・構

想・創意工 

夫 お よ び 関

心・意欲・態

度） 

40% 

(3) 透明水彩、ポスター

カラーの扱いに熟達

し、表現したい内容

を描く事ができる。 

 

ほぼ完璧に

技法の特性

を理解して

表現でき完

成すること

ができる。 

大きな手違

いがなく技

法の特性を

理解して表

現でき、完

成すること

ができる。 

技法の特性

の理解不足

のため手違

い は あ る

が、自分な

りの表現が

できる。 

技法の特性

の理解を怠

り、自分な

りの表現も

できていな

い。また制

作しない。 

授業内での制

作（表現の技

能 お よ び 関

心・意欲・態

度） 

40% 

(4) お互いの作品を鑑賞

して考えを説明し合

い、高め合うことが

できる。 

ほぼ適切に

作品のよさ

や作者の心

情、自分の

考えを説明

できる。 

大きな間違

いがなく、

作品のよさ

や自分の考

えを説明で

きる。 

不適切な表

現はいくつ

かあるが、

自分の考え

を説明でき

る。 

説明できて

いない。 
授業内での相

互評価 

（鑑賞） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

工芸 

Craft 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1012 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 ２ 必修 黒岩 眞理子 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 

紙と布を主材料として制作過程を理解しながらその技法を身につける。 

前期は、紙を使用した張り子の作品を制作することを通して、紙の性質を理解し、身近にあって手

軽に利用できる材料に親しみ、想像力と基本的な技術を養う。 

後期は、様々な技法で布を染色し、染色の技法を身につけるとともに技法から生まれる模様の美し

さを感じ取る。最後に自分なりの作品を制作することで、発想力やデザイン感覚を養う。 

到達目標 
(1) 紙と布の素材の違いを認識し、技法及び道具の基本的な知識を身につけることができる。 

(2) 課題の内容を理解し、使いやすいデザインを考案することができる。 

(3) 素材の違いを考慮しながら、各自の制作意図に反映された作品を創造することができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 授業の概要について 
 授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

２ 
張り子作品について 

張り子面の作り方 

事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

３ 
張り子面の制作 

① デザインする 

面の用途とデザインを考

える。 1 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

４ 
面の土台作り 1 

① 芯材で骨組みを作る 

作成順序を考える。 

0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

５ 
面の土台作り 1 

② 骨組み作り 

前時を振り返り、骨組みの

仕上げを考える。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

６ 
面の土台作り 2 

① 紙貼り 

事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

７ 着色 1 
面のデザインを見直し、修

正などをする。0.5 時間 

完成作品の感想を書く。 

0.5 時間 

８ 
着色 2 

仕上げ 

 授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

９ 
首振り張り子の制作 

① デザインする 

学習プリントを読み、首を

振るデザインを考える。 

1 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

１０ 
土台作り 1 

① 骨組み作り 

張り子面政策を振り返り、

骨組み作りの順序を考え

る。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

１１ 
土台作り 1 

② 骨組み作り 

 授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

１２ 
土台作り 2 

① 紙貼り 

紙貼りの手順と貼り方を

考える。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

１３ 着色 1 
色を決め、着色順序を考え

る。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。 0.5 時間 

１４ 
着色 2 

部品の組み立て 

 完成作品の感想を書く。 

0.5 時間 

１５ 鑑賞・評価 
 張り子作品の制作を振り

返り、自己評価をする。 

0.5 時間 
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授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ 
染織について 

染色技法のいろいろ 

 授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

２ 1 ろうけつ染め 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業内容・制作内容の振り

返り。0.5 時間 

３  染色する 
 授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

４ 2 絞り染め・格子しぼり染め 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

５  染色する 
 授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

６ 3 あらし絞り染め・折り縫い絞り染め 
事前に配ったプリントを

読む。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

７  染色する 
 授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

８ 
4 作品制作 テーブルクロス 

(1)デザインをする 

テーマを決め、テーブルク

ロスのデザインをする。 

1 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

９ (2)①デザインに合う技法で制作する 
デザインに合う技法を考

える。1 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

１０ (2)②染色する 
染色の手順を復習してお

く。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

１１ (3)①デザインに合う技法で制作する 
デザインに合う技法を考

える。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

１２ (3)②染色する 
染色の手順を復習してお

く。0.5 時間 

授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

１３ (4)①縫製する 
 授業を振り返って自己評

価をする。0.5 時間 

１４ (4)②仕上げ 
 完成作品の感想を書く。

0.5 時間 

１５ 鑑賞・評価 
 染色の作業を振り返り、自

己評価をする。0.5 時間 

成 績 評 価 
作品（関心・意欲・態度・技能・発想・表現力）90% 

レポート（授業の振り返り・自己評価）10% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

作品の評価・改善方法については、授業の中で随時指導する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第７節 図画工作 

中学校学習指導要領 第６節 美術 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

基本をもとに作品を制作することを通して、創意工夫する能力や工芸への関心、

美意識を高めるようにします。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 紙と布の素材の違い

を認識し、技法及び

道具の基本的な知識

を身につけることが

できる。 

紙と布の素

材の特性を

理解し、技

法及び道具

の基本的な

知識が十分

に身につい

ている。 

紙と布の素

材の特性を

理解し、技

法及び道具

の基本的な

知識が概ね

身について

いる。 

紙と布の素

材の特性を

概 ね 理 解

し、技法及

び道具の使

用方法は理

解 し て い

る。 

紙と布の素

材の特性を

理 解 で き

ず、技法及

び道具の使

用方法も理

解していな

い。 

 

定期試験 

（知識・理

解・判断力） 

10% 

(2) 課題の内容を理解

し、使いやすいデザ

インを考案すること

ができる。 

課題の内容

を理解し、

使いやすい

デザインを

考案するこ

とができて

いる。 

課題の内容

を概ね理解

し、自分な

りのデザイ

ンを考案す

ることがで

きている。 

課題の内容

を概ね理解

し、一般的

なデザイン

であれば考

案すること

ができる。 

課題の内容

を理解でき

ず、一般的

なデザイン

も考案する

ことができ

てない。 

 
作品 

（関心・意欲・

態度・技能・発

想・表現力） 

45% 

(3) 素材の違いを考慮し

ながら、各自の製作

意図に反映された作

品を創造することが

できる 

素材の違い

を理解し、

自らの製作

意図の通り

の作品を創

造すること

ができてい

る。 

素材の違い

を理解し、

自らの製作

意図の通り

の作品を概

ね制作する

ことができ

ている。 

素材の違い

を概ね理解

し、自らの

製作意図に

近い作品を

制作するこ

とができて

いる。 

 

素材の違い

を理解でき

ず、作品を

制作するこ

とができて

いない。 

45% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

リズム運動 

Rhythmical Movement 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1015 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 １ 必修 濱村 徹弥 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 

 新学習指導要領の内容を踏まえ、各学年の運動発達段階に応じた表現運動の指導について理解す

る。なかでも中学年の表現・リズムダンスを中心に、創作したり、踊りの振り付けを身に付けたりす

る。動きづくりを学びながら日本の踊りの独自性について理解する。また、ペアやグループ学習など

の学習方法を学びながら、指導をする上での基礎を学び、表現の楽しさを追求する。 

到達目標 
(1) 中学年の表現運動「表現」と「リズムダンス」について理解を深め、基本的な指導法を習得する。                                

(2)個人からグループ、そして全体での発表の授業づくりを体験し、指導案を作成する。 

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 小学校の表現領域の構成 
 振り返り１時間 

２ 
中学年の表現について学ぶ －日常生活の中から

題材を選ぶ－ 

日常生活から題材の案

を考えてくる。１時間 
振り返り１時間 

３ ペアで題材について話し合い、構想をねる。 
題材をいくつか考えて

くる。１時間 
振り返り１時間 

４ ペアで動きをつくる。 
ペアで考えた題材の動き

を考えてくる １時間 
振り返り１時間 

５ 
ペアで身体の動かし方や強弱のついた動き

を工夫する。 

ペアで考えた題材の動き

を考えてくる １時間 
振り返り１時間 

６ 全体の構成を考え、振り付けを覚える。 
ペアで考えた題材の動き

を考えてくる １時間 
振り返り１時間 

７ ペア毎の発表会を全体でおこなう。 
振り付けを練習してく

る 1 時間 
振り返り１時間 

８ 指導案を作成する。 
指導案の下書きをす

る。1 時間 
振り返り１時間 

９ 
中学年のリズムダンス「ロックソーラン

節」について知る 

体育編中学年「リズムダン

ス」を読んでくる 1 時間 
振り返り１時間 

１０ 「ロックソーラン節」の振り付けの練習 
振り付け資料を読んで

くる 1 時間 
振り返り１時間 

１１ 発表会に向けたグループ練習 1 
踊りの練習 1 時間 振り返り１時間 

１２ 発表会に向けたグループ練習 2 
踊りの練習 1 時間 振り返り１時間 

１３ 発表会に向けたグループ練習 3 
踊りの練習 1 時間 振り返り１時間 

１４ グループ毎の発表会を全体でおこなう。 
踊りの練習 1 時間 振り返り１時間 

１５ 表現・リズムダンスのまとめ 
まとめに備えた復習 

1 時間 
振り返り１時間 
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成 績 評 価 
授業での意見・質問・発表（知識・理解、思考力、判断力、表現力）30%、 

指導案づくり（意欲・関心・態度、思考力・判断力・表現力）30%、 

発表会・まとめの内容（意欲・関心・態度、思考力・判断力・表現力）40% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業中に踊りについての良い点、改善点を伝えていく。踊りの発表は、学生同士

が互いに評価しフィードバックする。また教員からも同様に行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第９節 体育 

小学校学習指導要領解説 体育編 

授業時に随時資料を配付 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状：必修科目 

  

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 表現やリズムダンス

の振り付けを考えた

り、審議の中で付加・

修正をしたりしる指

導法を習得する。 

 

表現の基本

的な授業づ

くりを十分

に理解して

いる。 

 

大きな問題

なく表現の

授業づくり

を理解して

いる。 

多少の間違

い は あ る

が、表現の

授業づくり

を理解して

いる。 

表現の授業

づくりを理

解できてい

ない。 

授業での意

見・質問・発

表 

（知識・理

解、思考力、

判断力、表現

力） 

30% 

(2) 個人練習からペア練

習・グループ練習、

そして発表までの授

業づくりの流れを理

解して、指導案を作

成する。 

 

表現の基本

的な授業づ

くりを十分

に理解し、

指導案を作

成できる。 

 

大きな問題

なく表現の

授業づくり

を理解し、

指導案を作

成できる。 

多少の間違

い は あ る

が、表現の

授業づくり

を理解し、

指導案を作

成できる。 

表現の授業

づくりを理

解できず、

指導案も作

成 で き な

い。 

授業での取り

組み（意欲・

関心・態度）

指導案づくり

（思考力・判

断力・表現

力） 

30% 

(3) 発表会での表現力が

十分にあり、表現・

リズムダンスの指導

について自分なりの

考えをもっている。 

十分な表現

力があり、

表現・リズ

ムダンスの

指導ができ

る。 

表現力には

大きな問題

がなく、表

現・リズム

ダンスの指

導 が で き

る。 

多少の間違

い は あ る

が、表現力

があり、指

導 が で き

る。 

表現の技能

を習得でき

ず、指導が

できない。 
発表会・まと

めの内容 

（意欲・関心・

態度、思考力・

判断力・表現

力） 

40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

家庭 

Home Economics 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1016 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 ２ 選択 田中 靖子 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 ○ 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち,誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 ○ 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 ○ 

概 要 
小学校学習指導要領の「家庭」の目標および内容を理解する。教育実践に必要な知識と技術を習得

する。全領域の教材を扱い、指導案の作成を練習し、模擬授業を体験する。模擬授業への検討・反省

を通して教育実践への力を培いたい。 

到達目標 
(1）小学校家庭科の内容・指導上の留意点を分かりやすく説明できる。 

(2）実技指導に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。 

(3) 模擬授業を行い、改善点を協議することができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ ガイダンス 
指導要領解説（以下解説）

ｐ５～ｐ１０を読んでお

く。２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

２ 学習指導要領（目標・内容） 
解説ｐ１２～ｐ１９を読

んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

３ 指導計画の作成と内容の取扱い 
解説ｐ７１～ｐ８３を読

んでおく。 

２時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

４ 「家族・家庭生活」の内容 
解説ｐ２０～ｐ３１を読

んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

５ 「家族・家庭生活」の指導 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

６ 「家族・家庭生活」の実技演習 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

７ 
「食生活」の内容 

・食事の役割と調理の基礎 

解説ｐ３４～ｐ４８を読

んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

８ 
「食生活」の教材を使った調理実習①     

・調理器具の取扱いとゆで方 

児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

９ 「食生活」の教材を使った実践研究 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１０ 
「食生活」の教材を使った実験実習 

 ・ごはんとみそ汁       

児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１１ 
「食生活」の教材を使った調理実習②     

・ごはんとみそ汁 

児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１２ 「消費生活と環境」の内容 
解説ｐ６４～ｐ７０を読

んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１３ 「物や金銭の使い方と買い物」の指導 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１４ 「環境に配慮した生活」の指導 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１５  まとめ 
授業全体を振り返る。 

２時間。 

授業内容を振り返り考え

をまとめる。２時間。 
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授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 「衣生活」の内容 
解説ｐ４９～ｐ５７を読

んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間 

２ 「衣生活」の実技演習① 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間 

３ 「衣生活」の実技演習②手縫いの基礎 

児童用教科書の該当ペー

ジを読んで安全上の留意

点をまとめておく。 

２時間 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

４ 「布を用いた製作」材料と手順 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

５ 「布を用いた製作」ミシンの基礎  

児童用教科書の該当ペー

ジを読み、ミシン操作の手

順を予習しておく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

６ 「布を用いた製作」製作①  

児童用教科書の該当ペー

ジを読み、製作上の留意点

をまとめておく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

７ 「布を用いた製作」製作②  

児童用教科書の該当ペー

ジを読み、作品完成までの

手順をまとめておく。  

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

８ 「住生活」の内容 
解説ｐ５８～ｐ６３を読

んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

９ 「快適な住まい方」の実技演習 
児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１０ 
「食生活」の栄養指導 

・１食分の献立作り 

児童用教科書の該当ペー

ジを読んでおく。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１１ 指導案の作成と模擬授業の準備 

配付資料を読んでおく。 

・共通課題の指導案を考え

る。 

２時間。 

授業で学んだ内容を復習

する。 

２時間。 

１２ 指導案の作成と模擬授業の準備 

配付資料を読んでおく。 

・共通課題の指導案を考え

る。  

２時間。 

模擬授業の準備をする。 

２時間。 

１３ 模擬授業の実践と改善点の討議 
模擬授業の流れを確認す

る。  

２時間。 

模擬授業で学んだことと

改善点をまとめる。 

２時間。 

１４ 模擬授業の実践と改善点の討議 
模擬授業の流れを確認す

る。  

２時間。 

模擬授業で学んだことと

改善点をまとめる。 

２時間 

１５ まとめ 
授業全体を振り返る。  

２時間。 

家庭科授業の意義と重要

性をまとめる。 

２時間。 

成 績 評 価 
定期試験（知識・理解）50% 

実習への取り組み・作品の完成度（関心・意欲、技能）30% 

模擬授業への取り組み・討議への参加態度（関心・意欲・態度）20% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

評価できる点や改善点を、口頭又は文書で指導する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校家庭科教科書 

「小学校学習指導要領解説 家庭編」文部科学省 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

小学校家庭科は、生涯にわたって健康で豊かな生活を送るための自立の基礎を培

う教科です。 

小学校教諭二種免許：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 小学校家庭科の内

容・指導上の留意点

を分かりやすく説明

できる。 

 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

不足してい

る部分はあ

るが、説明

できる。 

説明できて

いない。 

定期試験 30% 

(2) 実技指導に関する基

礎的な知識・技能を

身に付ける。 

実習に積極

的 に 参 加

し、基礎的

な知識・技

能を十分に

身に付けて

いる。 

実習に参加

し、基礎的

な知識・技

能を身に付

けている。 

基礎的な知

識・技能は

身に付けて

いるが、作

品製作には

個別指導が

必 要 で あ

る。 

 

基礎的な知

識・技能を

十分身に付

け て い な

い。 

定期試験 20% 

実習態度・作

品の完成度 
30% 

(3) 模擬授業を行い、改

善点を協議すること

ができる。 

模擬授業の

指導案を書

くことがで

き、授業後

の協議で改

善点を提案

できる。 

模擬授業の

指導案を書

くことがで

き、授業後

の協議に参

加できる。 

模擬授業の

指導案を書

くことはで

きるが、改

善点への意

欲が不足し

ている。 

 

模擬授業の

指導案を書

くことがで

きない。 

模擬授業への

取り組み・協

議 へ の 参 加

（関心・意欲・

態度） 

20% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 
年

次 
期別 

外国語 

Foreign Language（English） 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
21EPTS1017 

１年

次 
通年 

講義・演

習・実技・

実習・実験 

単位数 卒 業 認 定 担当教員 
実務家教

員 

演習 2 選択 堀尾 邦⼦  

ディプロマ・ 

ポリシーとの 

関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専⾨性と⼈間性を有していること。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導⼒を有している

こと。 
○ 

(3) ⼦ども理解に深い関⼼をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができ

ること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、⾃ら学ぶ⼒やチームで取り組む協働性を⾝につけて

いること。 

 

概要 
⼩学校における外国語活動・外国語科の授業実践に必要な実践的な英語運⽤⼒と英語に関する背景的な知識を

⾝に付ける。 

到達 

⽬標 

(1)-1) 授業実践に必要な聞く⼒を⾝に付けている。 

(1)-2) 授業実践に必要な話す⼒［やり取り・発表］を⾝に付けている。 

(1)-3) 授業実践に必要な読む⼒を⾝に付けている。 

(1)-4) 授業実践に必要な書く⼒を⾝に付けている。 

(2)-1) 英語に関する基本的な事柄（⾳声、語彙、⽂構造、⽂法、正書法等）について理解している。 

(2)-2) 第⼆⾔語習得に関する基本的な事柄について理解している。 

(2)-3) 児童⽂学（絵本、⼦供向けの歌や詩等）について理解している。 

(2)-4) 異⽂化理解に関する事柄について理解している。 

 
授業内
容と 

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博多キ

ャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、zoom による

遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 

外国語活動・外国語科の内容

について歴史的背景も含めて

学ぶ。英語の基本的事項（⾳

声・語彙・⽂構造・⽂法・正書

法等）について知る。 

Unit1,2 の英語の挨拶を学

ぶ。 

”Hello Song”, ”Goodbye 

song”を覚える。 

“Let’s Try 1” 

Unit1・2 を 

予習 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

2 

「数えて遊ぼう」、「好きなものを

伝えよう」、の英語語彙・表現を

学 ぶ 。 “Ten Steps” 、 ”The 

RainbowSong”を覚える。 

“Let’s Try 1” 

Unit 3・4 を予習 
1 時間 単語や表現を復習 1 時間 
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3 

「何が好き」、「アルファベット」、

の英語語彙・表現を学び、活

字体の⼤⽂字の指導の基本を

知る。 

“Let’s Try 1” 

Unit5・6 を予習 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

4 

⽇本語と英語の⾳声の違いに

気付き、「形の⾔い⽅」、「欲し

いもののやり取り」の表現を知

る。 

“Let’s Try 1” 

Unit7 を予習 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

5 

外来語と英語の違いに気付

き、物を尋ねる表現 

”What’s this?”に慣れ親しむ。 

“Let’s Try 1” 

Unit8 を予習 

2 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

6 

⽇本語と英語の⾳声やリズム

の違いに気付き、⼈とやり取り

をする”Who are you?”の表現

に慣れ親しむ。絵本を聞いて

凡その内容が分かる。 

“Let’s Try 1” 

Unit9 を予習 

3 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

7 

外国語であいさつや、世界の

多様な考え⽅、動作・遊び・天

気の⾔い⽅に慣れ親しむ。 

“Let’s Try 2” 

Unit1・2 を予習 

4 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

8 

曜⽇の⾔い⽅ややり取り、時刻

や⽣活時間について伝え合

う。 

“Let’s Try 2” 

Unit3・4 を予習 

5 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

9 

⽂房具や学校で使う物のやり

取りに慣れ親しむ。アルファベ

ットの活字体の⼤⽂字・⼩⽂字

と その読み⽅に慣れ親 し

む。”ABC Song”を歌う 

“Let’s Try 2” 

Unit5・6 を予習 

6 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

10 

⾷材の⾔い⽅や、欲しいものを

尋ね要求する表現に慣れ親し

む。各⾃の考案メニューを紹介

し合う。 

“Let’s Try 2” 

Unit7 を予習 

時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

11 

世界と⽇本の学校⽣活や教科

名・教室名の⾔い⽅に慣れ親

しむ。 

“Let’s Try 2” 

Unit8 を予習 

時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

12 

⽇本語と英語の⾳声やリズムな

どの違いに気付き、⽇課を表

す表現に慣れ親しむ。絵本な

どの短い話を聞いて凡その内

容が分かる。 

“Let’s Try 2” 

Unit9 を予習 

9 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

13 

本講義を聞いて⾝に付けた英

語の基本的事項(⾳声・語彙・

⽂構造・⽂法・正書法等)につ

いて振り返る。第⼆⾔語習得に

ついて学び、外国語の習得と

コミュニケーション能⼒につい

て考える。 

 1 時間 
単語課題レポート

作成・提出 
1 時間 

14 

英語の絵本・童話・歌などにつ

いて知る。⾳楽や⽇常⽣活の

中で知っているお話、歌を理

解したり覚えたりする。 

(Mother Goose 他) 

⾳楽の時間に学

ぶ歌、⽇常聞く

お話、絵本等調

べる 

1 時間 
課題レポート作成・

提出 1 時間 
1 時間 

15 

異⽂化理解に関する事柄につ

いて調査し学⽣同⼠の意⾒交

換を経て理解する。 

異⽂化理解につ

いて資料を調べ

る 1 時間 

1 時間 
課題レポート作成・

提出 1 時間 
1 時間 

16 

教科書・指導書の内容確認と

使い⽅について知る。英語の

基本的事項（⾳声・語彙・⽂構

造・⽂法・正書法等）について

知る。Lesson1⾃⼰紹介の指

One World 

Smiles6 Lesson1 

Let’s be friends. 

を読む 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 



- 59 - 

 

導計画を概観し、単元全体の

指導について⼤まかに捉える。 

17 

指導内容を CD・DVD を視聴

して練習する。 

”Let’s Watch”, 

”Let’s Say It Together.”,  

”Let’s Think”の⾳声を聞き、

⾃⼰紹介の英語表現を練習す

る。  (p16〜19) 

Lesson 1 Let’s 

be friends. 

を読む 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

18 

指導書(ｐ20〜26)の内容の⾳

声を聞いて⾃⼰紹介のやり取り

を練習する。 

”Activity”, “Let’s Read and 

Write”、”ジングルコーナー” 

Lesson 1 Let’s 

be friends. 

を読む 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

 

19 

指導書（ｐ24〜25 ） ”Sounds 

and Letters”, “Review”の確

認と振り返り。⾳声テスト・ミニテ

スト・書き取りテスト実施 

Lesson 1 Let’s 

be friends. 

を読む 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

20 

Lesson3「好きな⽇本の⽂化」

の指導計画を概観する。指導

内容を CD・DVD の⾳声を聞

き、⽇本⽂化や⾷べ物の表現

を知る。(指導書 p38〜43) 

Lesson 3  

Welcome to 

Japan.を読む 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

21 

季節の⾏事や⾷べ物について

CD・DVD を視聴し練習する。 

”Activity”, “Let’s Read and 

Write”の活動について知る。 

Lesson 3  

Welcome to 

Japan.を読む 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

22 

指導書（ｐ48〜51 ） ”Sounds 

and Letters”, “Review”の確

認とふりかえり。⾳声テスト・ミニ

テスト・書き取りテスト実施 

Lesson 3  

Welcome to 

Japan.を読む 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

23 

Lesson5⾏きたい国の指導計

画を概観し、単元の指導を考

える。CD・DVD を視聴し、表

現できる国名を増やす。 

(指導書 p64〜69) 

Lesson 5 What 

country 

do you want to 

visit? を読む  

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

24 

指導書(ｐ70〜73)の⾳声を聞

き、⾏きたい国について尋ね合

う表現を練習する。 

”Activity”, “Let’s Read and 

Write” 

Lesson 5 What 

country 

do you want to 

visit? を読む 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

25 

指導書（ｐ74〜75 ） ”Sounds 

and Letters”, “Review”で⾏

きたい国の紹介を聞き合いふり

かえる。⾳声テスト・ミニテスト・

書き取りテスト実施 

Lesson 5 What 

country 

do you want to 

visit? を読む 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

26 

Lesson8 将来の夢の指導計画

を概観する。将来の夢につい

て CD・DVDを視聴し、英語表

現を練習する。(指導書 p104 

〜107) 

Lesson 8 What 
do you want to 
be? を読む 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

27 

⾃分がつきたい職業を聞いた

り⾔ったりする。⾃分がつきた

い職業紹介のシートを作成、発

表。”Activity”, “Let’s 

Read and Write” 

指導書(ｐ108〜109) 

Lesson 8 What 
do you want to 
be? を読む 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 
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28 

指導書（ｐ110〜113）”Sounds 

and Letters”, “Review”の確

認とふりかえり。⾳声テスト・ミニ

テスト・書き取りテスト実施 

Lesson 8 What 
do you want to 
be? を読む 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

29 

授業実践に必要な、聞く、話

す、読む、書く⼒の習熟度を確

認。今後の⾃⼰学習の課題を

⾒いだす。 

“Let’s Try 1・2”

を読み返し、復

習する。 1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

30 

これまでの学習内容をふりかえ

り英語に関する基本的な事項

(⾳声、語彙、⽂構造、⽂法、

正書法)の習熟度を確認。今後

の⾃⼰学習の課題を⾒いだ

す。 

“One World  

Smiles 

6”の教科書、指
導資料を読み返
し復習する。 

1 時間 

1 時間 単語や表現を復習 1 時間 

成 績 評 価 ⼩テスト（80%）、課題・レポート（20%） 

課題（試験・レポ
ート等）に対する
フィードバックの

方法 

⼀⼈⼀⼈確認する。 

テキストおよび 

参考文献 

前期… "Let's Try 1" "Let's Try 2"  各指導編（⽂部科学省） 

後期… "One World Smiles 6" 児童⽤教科書（教育出版社） 

メッセージなど 

外国語の授業を通して、英語を学ぶだけではなく、世界にはいろいろな⽂化や価値観が

あるという、異⽂化に対しての興味や敬意を醸成する。 

⼩学校教諭⼆種免許状 … 必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 授業実践に必

要な聞く力を身に付

けている。 

ほぼ完璧に身

に付けている。 

大きな間違い

がなく、聞く力

を身に付けて

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身に付けてい

ない。 
小テスト 

（知識・理解・技

能） 

20% 

(1)-2) 授業実践に必

要な話す力［やり取

り・発表］を身に付け

ている。 

ほぼ完璧に身

に付けている。 

大きな間違い

がなく、話す力

を身に付けて

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身に付けてい

ない。 
小テスト 

（知識・理解・技

能） 

20% 

(1)-3) 授業実践に必

要な読む力を身に付

けている。 

ほぼ完璧に身

に付けている。 

大きな間違い

がなく、読む力

を身に付けて

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身に付けてい

ない。 
小テスト 

（知識・理解・技

能） 

20% 

(1)-4) 授業実践に必

要な書く力を身に付

けている。 

ほぼ完璧に身

に付けている。 

大きな間違い

がなく、書く力

を身に付けて

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

身に付けてい

る。 

身に付けてい

ない。 
小テスト 

（知識・理解・技

能） 

10% 

(2)-1) 英語に関する基

本的な事柄（音声、

語彙、文構造、文

法、正書法等）につ

いて理解している。 

ほぼ完璧に理

解している。 

大きな間違い

がなく理解して

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理解していな

い。 
小テスト 

（知識・理解・技

能） 

10% 

(2)-2) 第二言語習得

に関する基本的な事

柄について理解して

いる。 

ほぼ完璧に理

解している。 

大きな間違い

がなく理解して

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理解していな

い。 

課題・レポート 5% 

(2)-3) 児童⽂学（絵

本、子供向けの歌や

詩等）について理解

している。 

ほぼ完璧に理

解している。 

大きな間違い

がなく理解して

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理解していな

い。 

課題・レポート 

（技能） 
10% 

(2)-4) 異文化理解に

関する事柄について

理解している。 

ほぼ完璧に理

解している。 

大きな間違い

がなく理解して

いる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理解していな

い。 

課題・レポート 5% 

 

  



- 62 - 

 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義 

Special Lecture 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPSL1001 

１年次 

２年次 

後期 

前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

講義 ２ 選択 山本 直俊 

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 ○ 
(2) 各教科等について知識や技能を磨き、実践的指導力を有していること。 ○ 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 ○ 

(4) さまざまな教育課題や教育行政の在り方に対して関心を持ち、自ら学ぶ力やチーム
で取り組む協働性を身に付けていること。 ○ 

概 要 
学習指導要領の全体的内容概要、授業づくり・学級経営・教員研修等を把握するとともに、今日的課

題（「学力向上方策」「開かれた学校づくり」「ゆとりある学校環境づくり」「教育行政の在り方」）に

着目し、広い視野に立った教育推進の素地を培っていく。 

到達目標 

（1）教育課程に関する法制、教育課程の編成及び実施、教科等の目標の構造等に対して関心を持ち、

その全体的概要・要点を把握することができる。 

（2）授業づくり、学級経営、教員研修の在り方等に関心を持ち、基礎的な事柄について理解するこ

とができる。 

（3）今日的教育課題について関心を持って理解し、自分なりの考えを述べることができる。 

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 
オリエンテーション（特別講義趣旨説明） 

基礎・基本 

 「学習指導要領総則編を読み解く」 

 総則 P11～16 

160～187 の要点整理 

２  「学習指導要領総則編を読み解く」 
総則 P17～53 要点整理 総則 P17～53 整理・コ

メント 

３ 「学習指導要領総則編を読み解く」 
総則 P58～72 76～121 

125～127 の要約  

総則 P58～72 76～121 

125～127 の整理・コ

メント 

４ 
基礎・基本編 2 

 「教科等の目標等把握の仕方」 

総則 P3  

算数科 P21～72 

特別活動 P11～20 43

～12の 7 要約 

算数科、特別活動の整

理・コメント 

５ 
 「教科等の目標等把握の仕方」（演習） 

  ・国、社、理、生活科、総合等から一 

つ選択 

図式化による要約 教科等目標を整理し、

冊子としてまとめる。 

６ 
基礎・基本編 3 

 「授業づくり」 

 授業づくりの要約・整

理 

７ 
 「授業づくり」 

 （算数科①を中心に演習・討議） 

指導略案①作成 指導略案①の整理 

８ 
 「授業づくり」 

 （算数科②を中心に演習・討議） 

指導略案②作成 「授業づくり」のポイ

ントのまとめ 

９ 
 「学級経営」「教員研修」「採用試験問題 

対応」 

どのような学級経営・

研修をしたいか。メモ

作成 

 

１０ 
今日的課題編 1 

 「学力向上総合方策」 

学力向上総合方策を自

分なりに考える 

学力向上総合方策の整

理 

１１ 
今日的課題編 2 

 「開かれた学校づくり」 

開かれた学校とはどん

な学校か。メモの作成 

 

１２  「開かれた学校づくり」 
 開かれた学校づくりの

全体的要約 

１３ 
今日的課題編 3 

 「学校活性化につなぐ教育行政の在り方」 

教育行政は何をする所

か。描くイメージは 

 

１４  「学校活性化につなぐ教育行政の在り方」 
 教育行政に対する自分

なりの考え整理 
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１５ 
今日的課題編 4 

 「ゆとりある学校環境づくり」 

ゆとりある環境づくり

のねらいは何か。コメ

ント 

どのような教員をめざ

したいか。レポート 

成 績 評 価 

ペーパーテストによる理解度の把握 40％、 

講義過程でのレポートの内容（理解）の把握 30％、 

講義中の取り組み（意欲、態度）の把握 30％ 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

レポート等は、コメントを書いて返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

〇小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説（総則編、算数、理科、国語、社会、生

活、道徳、総合、特別活動編） 

〇講義要項・関連資料をプリントし配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

教育推進への関わり、自己研修に対するやりがいについて、教育現場での様々な

体験を交えて講義します。学生の皆様が将来、広い視野で教育に尽力され、成長

されていくことを心から願っています。 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 教育課程に関する法

制、教育課程の編成

及び実施、教科等の

目標に構造等に対し

て関心を持ち、その

全体的概要・要点を

把握することができ

る。 

意 欲 が あ

り、ほぼ完

全に把握し

ている。 

不十分さは

いくつかあ

るが、意欲

があり、ほ

ぼ全体を把

握 し て い

る。 

細かい点の

把握は弱い

が、意欲が

あり、大体

把握してい

る。 

意欲はある

が、把握し

ていない。 筆記試験 

レポート 

授業に対す

る取り組み 

40% 

(2) 授業づくり、学級経

営に関心を持ち、基

礎的な事柄について

理解できる。 

意 欲 が あ

り、ほぼ完

全に理解し

ている。 

意 欲 が あ

り、大きな

間違いはな

く、理解し

ている。 

不十分さは

いくつかあ

るが、意欲

があり、大

体理解して

いる。 

意欲はある

が、理解し

ていない。 レポート 

授業に対す

る取り組み 

30％ 

(3) 今日的教育課題に対

して、理解・関心を示

し、自分なりの考え

を述べることができ

る。 

課題に対す

る的確な理

解のもと、

自分の考え

を意欲を明

確に述べる

ことができ

る。 

課題に対す

る関心は強

いが、自分

の考えのア

ピール度が

やや弱い。 

課題に対す

る関心は強

いが、自分

の考えがや

や不明確で

ある。 

課題に対す

る関心はあ

るが、自分

の考えを持

つことがで

き て い な

い。 

レポート 

授業に対す

る取り組み 

30％ 
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授業科目名 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

現代教師論 
Teaching Modern Teachers 

児童教育学科 
初等教育学専攻 

20EPBE1001 １年次 後期 

講義・演習・実
技・実習・実験 

単位数 卒業認定 
教員免許状取得 
必修/選択必修  

担当教員 担当形態 

講義 ２ 必修 必修 清武 輝 単独 

ディプロマ・ポリシーとの関連 

１ 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい人間性と専門性を有している。 〇 

２ 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している。  

３ 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができる。 〇 

４ さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけている。 〇 

科 目  施行規則に定める科目区分又は事項等 

教育の基礎的理解に関する科目 教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。） 

○コアカリキュラム：教職の意義及び教員の役割・職務内容（チーム学校運営への対応を含む。） 
全体目標：現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教職の意義、教員の役割・資質能力・職務内容等につい

て身に付け、教職への意欲を高め、さらに適性を判断し、進路選択に資する教職の在り方を理解する。 
（１）教職の意義 
一般目標：我が国における今日の学校教育や教職の社会的意義を理解する。 
到達目標：１）公教育の目的とその担い手である教員の存在意義を理解している。 

２）進路選択に向け、他の職業との比較を通して、教職の職業的特徴を理解している。 
（２）教員の役割 
一般目標：教育の動向を踏まえ、今日の教員に求められる役割や資質能力を理解する。 
到達目標：１）教職観の変遷を踏まえ、今日の教員に求められる役割を理解している。 

２）今日の教員に求められる基礎的な資質能力を理解している。 
（３）教員の職務内容 
一般目標：教員の職務内容の全体像や教員に課せられる服務上・身分上の義務を理解する。 
到達目標：１）幼児、児童及び生徒への指導及び指導以外の校務を含めた教員の職務の全体像を理解している。 

２）教員研修の意義及び制度上の位置付け並びに専門職として適切に職務を遂行するため生涯にわたって学
び続けることの必要性を理解している。 

３）教員に課せられる服務上・身分上の義務及び身分保障を理解している。 
（４）チーム学校への対応 
一般目標：学校の担う役割が拡大・多様化する中で、学校が内外の専門家等と連携・分担して対応する必要性について

理解する。 
到達目標：１）校内の教職員や多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、チームとして組織的に諸課題に対応

することの重要性を理解している。 

【全体目標及び概要】 

 国民の大きな負託の中で営まれる学校教育の社会的意義を認識するとともに、その担い手としての教職の意義・役割・
職務内容、教育をとりまく現況や今日的課題などを明確に理解することを通して、教員に求められる基礎的な資質能力
を身に付け、教職をめざす者としての確固たる覚悟を培う。 

【一般目標及び到達目標】 目標対応 

(1) 教職の意義・教員の身分 
一般目標：国民の大きな負託の中で営まれる学校教育の社会的意義を理解する。 
到達目標：1)学校教育の目的とその担い手である教職の存在意義を説明できる。 

(1)-1) 
(2)-1) 

到達目標：2)教職の制度上の身分、専門職としての教員免許制度を自分の問題として説明できる。 (1)-2)､(3)-3) 
(2) 教員の役割・職務内容 
一般目標：教職の職業的特殊性を認識し、これからの学校組織の在り方としての「チーム学校」の

概念や組織の一員として各専門分野の人々と連携して諸課題に対応することの必要性
について理解する。 

到達目標：1)教職の勤務実態を調べ、他の職業と比較した職業的特殊性を説明できる。 

 
 
(1)-2) 
(3)-1) 

到達目標：2)学校の担う役割が複雑化・多様化する中で、いわゆる「チーム学校」という組織の一
員としての在り方を具体的にイメージできる。 

(2)-1)､(4)-1) 

(3) 教員の資質・能力 
一般目標：学校教育の成否は、教員の資質能力に負うところが大きく、これからの時代に求められ

る学校教育を実現するためには、生涯にわたって学び続けることの必要性を理解する。 
到達目標：1)専門職としての身分保障、職務遂行の義務を踏まえて、生涯にわたって「学び続ける

教師」であるための研修の全体像、権利と義務を具体的に説明できる。 

 
 
(3)-2) 

到達目標：2) 求められる教師像について考察し、めざす教師像を述べることができる。 (2)-2) 

到達目標：3)教育をとりまく今日的な諸課題を把握し、対応の仕方について具体的に述べることが
できる。 

(2)-1)､(4)-1) 
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回数 
現在教師論  授業内容   

【清武 輝】 

準備学習 
（予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

到達目標の 
番号 

１ 
オリエンテーション ―現代教師論で何を

学ぶか― 

テキストの3ページから 13ペー

ジを読む。1時間 

振り返りシートにまとめ

る。1 時間 

１－1） 

２ 
目指す教師像① ―子どもたちにどう向き

合うかー 

テキストの26ページから34ペー

ジまでを読む。1時間 

子どもたちにどう向き合う

か振り返りシートにまとめ

る。1 時間 

１－2） 

３ 
目指す教師像② 演習 －私のであった先

生－ 

「好きだった先生・嫌いだった先

生」について考えをまとめてく

る。1時間 

振り返りシートにまとめ

る。1 時間 
３－2） 

４ 

目指す教師像③ －求められる教師像・

教師力－ 

採用試験を受ける県・市の

「求める教師像」を調べ、テ

キストの72～87ページを読

む。2時間 

振り返りシートにまとめ

る。1 時間 
３－2） 

５ 
目指す教師像④ －教師間の確立のために

－ 

テキスト164ページから180ペー

ジまで読む。1時間 

どのような教師を目指す

か、考えを整理する。2 時間 
３－2） 

６ 
教師の職務① －教職の特殊性、勤務実

態、教員の多忙－ 

「教師の 1 日の仕事」につ

いて想像し、メモしてくる。

1時間 

教職の特殊性について考え

をまとめる。2 時間 
３－2） 

７ 
教師の職務② －教師の具体的な職務

－ 

テキスト 57 ページから 70

ページまで読む。1時間 

教師の職務内容について考

えをまとめる。1時間 
２－1） 

８ 
教師の職務③ －働き方改革と「チーム学

校」の一員・組織における役割－ 

テキスト141ページから159ペー

ジまで読む。1時間 

「チーム学校」について考

えをまとめる。１時間 
２－2） 

９ 
教員の身分① －身分、免許－ テキスト91ページから 105

ページまで読む。1時間 

法令問題等のプリントで復

習する。1時間 
３－3） 

１０ 
教員の身分② －服務、身分保障－ テキスト109ページから122

ページまで読む。1時間 

法令問題等のプリントで復

習する。1時間 
３－3） 

１１ 
教員の身分③ －求められる資質・能力

と研修－ 

テキスト125ページから138

ページまで読む。1時間 

学び続ける教師と研修につ

いて考えをまとめる。1 時

間 

３－3） 

１２ 
教育を取り巻く現状と課題① 

－不易の課題と流行の課題－ 

テキスト187ページから219ペー

ジまで読む。2時間 

教育を取り巻く多くの課題

について分類、整理する。

2 時間 

３－3） 

１３ 
教育を取り巻く現状と課題② 

演習 －課題に対応する力－ 

課題に対する自分なりの対

応についてまとめてくる。 

1時間 

課題への対応について書物

やインターネット等で調べ

る。2 時間 

３－1） 

１４ 
教育を取り巻く状況と課題③ 

演習 －課題に対応する力－ 

自分が関心のある課題につ

いて、発表にむけた準備を

する。2時間 

課題への対応について、今

後学習を深める内容をまと

める。2 時間 

３－1） 

１５ 

まとめ   ―教師をめざして－ 現代教師論を終えるにあた

って、自分が目指す教師像

とそのための取組を書いて

くる。1時間 

自己評価をもとに、今後の

在り方について、考えをま

とめる。2時間 

１－1）３－1）３－2） 

定 期 試 験 実施する 

成 績 評 価 
方     法 

定期試験（知識・理解）：30%、授業への取り組み（意欲・関心・態度）40%、 
演習・プレゼンテーション・レポート（思考力・判断力・表現力）30% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『現代の教師論  ミネルバ書房 佐久間亜紀・佐伯胖（編書） 』 
資料プリントはその都度配布 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

「教師とは何か」という原点に立ち、教職を目指す上での皆さん自身の課題の解明を中心に、
「主体的で、対話的な、深い学び」を通して、自分の中に目指す教師像を創りあげていってほし
いと願っています。 
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1)-1) 学校教育の目的

とその担い手で

ある教職の存在

意義を説明でき

る。 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知

識・理解） 
10% 

(1)-2) 教職の制度上の

身分、専門職とし

ての教員免許制

度を自分の問題

として説明でき

る。 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる 

説明できて

いない。 

定期試験（知

識・理解） 
15% 

(2)-1) 教職の勤務実態

を調べ、他の職業

と比較した職業

的特殊性を説明

できる。 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理

解） 

10% 

(2)-2) 学校の担う役割

が複雑化・多様化

する中で、いわゆ

る「チーム学校」

という組織の一

員としての在り

方を具体的にイ

メージできる。 

ほぼ完璧に

イメージで

きる。 

認識に大き

な間違いが

なく、具体

的にイメー

ジできる。 

認識の間違

いはいくつ

かあるが、

イメージで

きる。 

イメージが

できていな

い。 
課題レポート 

（関心・意

欲・態度・思

考力・表現

力） 

10% 

(3)-1) 専門職としての

身分保障、職務遂

行の義務を踏ま

えて、生涯にわた

って「学び続ける

教師」であるため

の研修の全体像、

権利と義務を具

体的に説明でき

る。 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。 

説明できて

いない。 

定期試験 

（知識・理

解） 

15% 

(3)-2) 求められる教師

像について考察

し、めざす教師像

を述べることが

できる。 

ほぼ完璧に

自分の考え

を述べてい

る。 

大きな論理

的な問題も

なく、自分

の考えを述

べている。 

認識にいく

つか誤りが

あり、誤字・

脱字もある

が、最低限

の自分の考

えを述べて

いる。 

自分の考え

を述べてい

ない。 
課題レポート 

（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力） 

20% 

(3)-3) 教育をとりまく

今日的な諸課題

を把握し、対応の

仕方について具

体的に述べるこ

とができる。 

ほぼ完璧に

述べること

ができる。 

大きな間違

いがなく、

具体的に述

べることが

できる。 

間違いはい

くつかある

が、具体的

に述べるこ

と が で き

る。 

具体的に述

べることが

できていな

い。 

課題レポート 

（関心・意

欲・思考力・

表現力） 

20% 
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授業科目名 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育原論 
Principles of Education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 

20EPBE1003 １年次 前期 

講義・演習・実
技・実習・実験 

単位数 卒業認定 
教員免許状取得 
必修/選択必修 

担当教員 担当形態 

講義 ２ 必修 必修 井上 和信 単独 

ディプロマ・ポリシーとの関連 

１ 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい人間性と専門性を有している。 〇 

２ 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している。  

３ 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができる。 〇 

４ さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけている。 〇 

科 目  施行規則に定める科目区分又は事項等 

教育の基礎的理解に関する科目 
教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  
教育に関する社会的、制度的、経営的事項 

○コアカリキュラム：教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想  
全体目標：教育の基本的概念は何か、また、教育の理念にはどのようなものがあり、教育の歴史や思想において、それ

らがどのように現れてきたかについて学ぶとともに、これまでの教育及び学校の営みがどのように捉えら
れ、変遷してきたのかを理解する。 

（１）教育の基本的概念 
一般目標：教育の基本的概念を身に付けるとともに、教育を成り立たせる諸要因とそれら相互の関係を理解する。 
到達目標：１）教育学の諸概念並びに教育の本質及び目標を理解している。 

２）子供・教員・家庭・学校など教育を成り立たせる要素とそれらの相互関係を理解している。 
（２）教育に関する歴史 
一般目標：教育の歴史に関する基礎的知識を身に付け、それらと多様な教育の理念との関わりや過去から現代に至るま

での教育及び学校の変遷を理解する。 
到達目標：１）家族と社会による教育の歴史を理解している。 

２）近代教育制度の成立と展開を理解している。 
３）現代社会における教育課題を歴史的な視点から理解している。 

（３）教育に関する思想 
一般目標：教育に関する様々な思想、それらと多様な教育の理念や実際の教育及び学校との関わりを理解している。 
到達目標：１）家庭や子供に関わる教育の思想を理解している。 

２）学校や学習に関わる教育の思想を理解している。 
３）代表的な教育家の思想を理解している。 

【一般目標及び到達目標】 コア目標対応 

(1) 教育について、哲学的・歴史的にとらえ基本的な内容を理解している。 
 1) 教育原論とは何かが説明できる。 

(1)-1)､2) 

 2) カントの言葉をもとに、教育とは何かについて説明できる。 (3)-3) 

 3) 現代の学校制度ができた理由を、歴史的背景を踏まえて説明できる。 (3)-2) 

4) 教育方法の先人たちについて、その特色の概要を説明できる。 (3)-3) 

(2) 日本の教育について、歴史・法律・制度・指導法・評価から多角的にとらえ理解している。 
 1) 古代から現代にいたる日本の教育の歴史を、時代ごとの特色を踏まえて説明できる。 

(2)-1)、(3)-1) 

 2) 日本の教育の基本的なスタンスについて、学校制度や教育基本法の条文から説明できる。 (2)-2) 

 3) 学校経営や学級経営の重要性を、具体的な事例をもとに説明できる。 (3)-2) 

 4) 生徒指導や学習指導について、その概要や考え方の基本を説明できる。 (3)-1)､2) 

 5) 教育評価について、それぞれの考え方の違いや評価方法について説明できる。 (1)-1)､2) 

 6) 社会教育や家庭教育について、その概要や考え方の基本を説明できる。 (2)-1)､(3)-1)､2) 

(3) 学校を取り巻く今日的な教育課題について、自分の考えや意見を述べることができる。 
 1) 日本とドイツの学校制度を比較し、自分の考えを述べることができる。 

(1)-2) 

 2) 学級担任として、よりよい学級づくりへの意見を述べることができる。 (1)-2)､(3)-2) 

 3) 絶対評価と相対評価を比較し、自分の考えを述べることができる。 (2)-3) 

 4) 保護者として、よりよい家庭教育のあり方について自分の意見を述べることができる。  (1)-2)､(3)-1)､2) 
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回数 
教育原論  授業内容 

【井上 和信】 
準備学習 

（予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 
到達目標の番号 

１ 
オリエンテーションで、これから学んでい

く方向性を理解する。「教育原論とは何か」
が明確になる。 

｢教育は、何のためにある

のか｣の資料を読む。2時
間。 

教育原論の概要につい

て、内容をまとめる。２
時間。 

(1)-1) 

２ 
カントや孔子の言葉をもとに「教育と

は何か」を考える。 

｢教育とは何か｣の資料を

読む。2 時間。 

カントや孔子の教育に関

する考えについて、内容
をまとめる。２時間。 

(1)-2) 

３ 
古代から現代までの教育の歴史を「学校は
どのようにしてできたのか」の視点で探る
ことで理解する。 

教育の歴史(欧米)の資料
を読む。2時間。 

欧米の教育の歴史の概要
について、内容をまとめ
る。２時間。 

(1)-3) 

４ 
ソクラテスからデューイまで「教育の先人
たち」の概要を学ぶことで、教育方法の歴
史を理解する。 

教育方法の歴史(欧米)の
資料を読む。2 時間。 

教育方法の歴史(欧米)の
概要について、内容をま
とめる。２時間。 

(1)-4) 

５ 
古代から現代の教育基本法に至る「日本の
教育」の歴史の概要を学ぶことで、日本の

教育の目的を理解する。 

日本の教育の歴史の資料
を読む。2時間。 

日本の教育の歴史の概
要をまとめる。２時間。 (2)-1) 

６ 
日本の学校教育の法的根拠を、演習問題を
解くことで理解する。 

学校教育と法規の資料を
読む。2 時間。 

学校教育に関する諸法規
についてまとめる。２時

間。 
(2)-2) 

７ 
学校制度のあり方について、日本とドイツ

の違いから考察する。文部科学省と教育委
員会、学校の関係を理解する。 

学校制度と教育行政の

資料を読む。2 時間。 

学校制度のあり方につい

て、内容をまとめる。２
時間。 

(2)-2)、(3)-1) 

８ 
学校の責任者としての校長の視点を通し

て、学校経営の仕組みや学校運営のあり方
について理解する。 

学校経営の資料を読む。2

時間。 

学校経営のしくみや学校

運営について、内容をま
とめる。２時間。 

(2)-3) 

９ 
学級担任になったつもりで「安心安全でい
じめのない学級づくり」について、グルー
プ学習で考えをまとめる。 

学級経営の資料を読む。2
時間。 

いじめのない学級づくり
について考え、内容をま
とめる。２時間。 

(2)-3)、(3)-2) 

１０ 
グループ学習での成果を発表し合うこと
で、担任としてもつべき「学級経営の基本
的な構えと手だて」について理解する。 

子どもの学級力の育成の
資料を読む。2 時間。 

学級経営の基本について
まとめる。２時間。 (2)-3)、(3)-2) 

１１ 
生徒指導の原理と方法について生徒指導提
要をもとに学び、「生徒指導とは何か」につ

いて理解する。 

生徒指導提要を読む。2時
間。 

生徒指導とは何かについ
てまとめる。２時間。 (2)-4) 

１２ 
学習指導の原理と方法について具体的な授
業例から学び、「授業とは何か」について理

解する。 

授業研究の資料を読む。2
時間。 

授業づくりの基本につい
て、内容をまとめる。２

時間。 
(2)-4) 

１３ 
教育評価にまつわる基礎知識を学び、絶対

評価と相対評価の考え方の違いやＰＤＣＡ
の意味について理解する。 

教育評価の資料を読む。2

時間。 

教育評価の基本につい

てまとめる。２時間。 (2)-5)、(3)-3) 

１４ 

教育の原点としての家庭教育のあり方につ

いて、具体的な事例をもとに考える。 

家庭教育のあり方の資料

を読む。2時間。 

家庭教育のあり方につい

て、自分のことにあては
めて考え、内容をまとめ
る。２時間。 

(2)-6)、(3)-4) 

１５ 
社会教育についての考え方の変遷について
学び、生涯学習時代を生き抜く知恵につい

て考える。 

社会教育の資料を読む。2
時間。 

社会教育についての基本
をまとめる。２時間。 (2)-6)  

定 期 試 験 実施する 

成 績 評 価 
方     法 

授業への取り組み（関心・意欲・態度）50% 
定期試験（知識・理解、思考力・判断力・表現力）50% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レポートや試験
は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『やさしい教育原理』有斐閣アルマ 
参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29年 3 月告示 文部科学省）』東洋館出版 

『問いからはじめる教育学』有斐閣ストゥディア 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育の根本的な理論について、その概要を学ぶ授業 
教育の未来について、考える楽しみを味わいながら、理解を深める授業 
小学校教諭二種免許状：必修 

 



- 69 - 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 教育原論とは何かが

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度） 

 

定期試験 

（知識・理解、

思考力・判断

力・表現力） 

5% 

(1)-2) カントの言葉をもと

に、教育とは何かに

ついて説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

10% 

(1)-3) 現代の学校制度がで

きた理由を、歴史的

背景を踏まえて説

明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

10% 

(1)-4) 教育方法の先人たち

について、その特色

の概要を説明でき

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

10% 

(2)-1) 古代から現代にいた

る日本の教育の歴

史を、時代ごとの特

色を踏まえて説明

できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

10% 

(2)-2) 日本の教育の基本的

なスタンスについ

て、学校制度や教育

基本法の条文から

説明でき。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

10% 

(2)-3) 学校経営や学級経営

の重要性を、具体的

な事例をもとに説

明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

15% 

(2)-4) 生徒指導や学習指導

について、その概要

や考え方の基本を

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

10% 

(2)-5) 教育評価について、

それぞれの考え方

の違いや評価方法

について説明でき

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 

10% 

(2)-6) 社会教育や家庭教育

について、その概要

や考え方の基本を

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いがいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できてい

ない。 
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

教育⼼理学 

Educational Psychology 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
21EPBE1004 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒業認定 担当教員 

実務家 

教員 

講義 2 必修 福屋 いずみ 
 

ディプロマ・ 

ポリシーとの 

関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と⼈間性を有していること。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関⼼をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができるこ

と。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけているこ

と。 
○ 

概要 

心理学の中でも教育分野に関連する内容を学ぶ。   

学習・記憶・発達など教育に関連する基本的な内容を学習する。   

学校内の様々事象・問題を心理学的視点から考える。 

到達目標 

(1)-1) 児童期の発達特徴と課題を説明できる 

(1)-2) 記憶のメカニズムについて説明できる 

(1)-3) 学習理論について説明できる 

(2)-1) 学習法の特徴を説明できる 

(2)-2) 学習法の長短を把握し、授業での応用方法を理解する 

(2)-3) 教育評価の方法を把握し、実践する力を身につける 

(2)-4) 教育に関連する基本的な統計の手法を習得する 

(3)-1) 不登校・いじめの現状と課題について説明できる 

(3)-2) チーム学校の趣旨を理解し、他専門家との連携の理解する 

(3)-3) 児童の心理的サポートの方法について説明できる 

 
授業内容 

と 

進め⽅ 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博

多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、

zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 
教育心理学とは何か概要

を知る 
—  

配布資料の内容をま

とめる。 
2 時間 

2 
教育心理学の歴史を理解

する 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

3 
学習理論について理解す

る 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

4 
動機づけの種類と重要性

を理解する 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

5 
教育と発達（レディスネ

ス）について理解する 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

6 学習方法について学ぶ 
配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

7 
記憶のメカニズムについ

て学ぶ 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

8 
教師・児童関係の重要性を

理解する 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

9 
学童期の発達特徴と課題

を学ぶ 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 
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10 児童の評価方法を学ぶ 
配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

11 
基本的な統計法を学び評

価を実践する 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

12 

教育現場でのカウンセリ

ング的かかわりについて

学ぶ 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

13 

学校で起こる様々な問題

（不登校・いじめ）につい

て学ぶ 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

14 

学校で起こる様々な問題

（非行・その他）について

学ぶ 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

15 
特別な支援が必要な児童

への対応を学ぶ 

配布資料を

読む。 
2 時間 

本時の内容をまとめ

る。 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（50%） 

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの 

方法 

毎時の課題はコメントを書いて返却する。   

試験はルーブリック評価に基づき結果を示す。 

テキストおよび 
参考文献 

『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省』東洋館出版   

『教育⼼理学』山口短期大学 

メッセージなど 

教育や子どもたちの抱える問題を心理学的視点から眺め、把握する力を身につけ理

解を深めていきましょう。 

小学校教諭二種免許状 … 必修 

 

 

 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 児童期の

発達特徴と課題

を説明できる 

児童期の発達

の特徴と課題

を十分に説明

することがで

きる。 

児童期の発達

の特徴と課題

を概ね説明す

ることができ

る。 

児童期の発達

の特徴と課題

について最低

限の説明がで

きる。 

児童期の発達

の特徴と課題

を説明するこ

とができな

い。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 
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(1)-2) 記憶のメ

カニズムについ

て説明できる 

記憶のメカニ

ズムを十分に

説明すること

ができる。 

記憶のメカニ

ズムを概ね説

明することが

できる。 

記憶のメカニ

ズムについて

最低限の説明

ができる。 

記憶のメカニ

ズムを説明す

ることができ

ない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 

(1)-3) 学習理論

について説明で

きる 

学習理論を十

分に説明する

ことができ

る。 

学習理論を概

ね説明するこ

とができる。 

学習理論につ

いて最低限の

説明ができ

る。 

学習理論を説

明することが

できない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 

(2)-1) 学習法の

特徴を説明でき

る 

学習法の特徴

を十分に説明

することがで

きる。 

学習法の特徴

を概ね説明す

ることができ

る。 

学習法の特徴

について最低

限の説明がで

きる。 

学習法の特徴

を説明するこ

とができな

い。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 

(2)-2) 学習法の

長短を把握し、

授業での応用方

法を理解する 

学習法の長短

を十分に理解

し、授業での

応用の方法を

心理学的に説

明することが

できる。 

学習法の長短

を概ね理解

し、授業での

応用の方法を

心理学的に説

明することが

できる。 

学習法の長短

を概ね理解

し、授業での

応用の方法を

説明すること

ができる。 

学習法の長短

を把握でき

ず、授業での

応用の方法を

説明すること

ができない。 

定期試験 

（知識・理解・思

考力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 

(2)-3) 教育評価

の方法を把握

し、実践する力

を身につける 

教育評価の方

法を十分に把

握し、評価す

ることができ

る。 

教育評価の方

法を概ね把握

し、評価する

ことができ

る。 

教育評価の方

法に最低限必

要な知識を有

し、評価する

ことができ

る。 

教育評価の方

法を理解でき

ず、評価する

ことができな

い。 

定期試験 

（知識・理解・判

断力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 
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(2)-4) 教育に関

連する基本的な

統計の手法を習

得する 

教育に関連す

る基本的な統

計の手法を十

分に理解し、

使うことがで

きる。 

教育に関連す

る基本的な統

計の手法を概

ね理解し、使

うことができ

る。 

教育に関連す

る基本的な統

計の手法に最

低限必要な知

識を有し、使

うことができ

る。 

教育に関連す

る基本的な統

計の手法を理

解できず、使

うことができ

ない。 

定期試験 

（知識・理解・判

断力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 

(3)-1) 不登校・

いじめの現状と

課題について説

明できる 

不登校・いじ

めの現状と課

題について十

分に説明する

ことができ

る。 

不登校・いじ

めの現状と課

題について概

ね説明するこ

とができる。 

不登校・いじ

めの現状と課

題について最

低限の説明が

できる。 

不登校・いじ

めの現状と課

題について説

明することが

できない。 

定期試験 

（知識・理解・判

断力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 

(3)-2) チーム学

校の趣旨を理解

し、他専門家と

の連携の理解す

る 

チーム学校の

趣旨を十分に

理解し、他専

門家との連携

を想定した教

育について理

解することが

できる。 

チーム学校の

趣旨を概ね理

解し、他専門

家との連携を

想定した教育

についても概

ね理解するこ

とができる。 

チーム学校に

ついて最低限

の趣旨を理解

し、他専門家

との連携を想

定した教育に

ついて概ね理

解することが

できる。 

チーム学校の

趣旨を理解で

きず、他専門

家との連携を

想定した教育

について理解

することがで

きない。 

定期試験 

（知識・理解・判

断力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 

(3)-3) 児童の心

理的サポートの

方法について説

明できる 

児童の心理的

サポートの方

法について十

分に理解し、

説明すること

ができる。 

児童の心理的

サポートの方

法について概

ね理解し、説

明することが

できる。 

児童の心理的

サポートの方

法について最

低限の知識を

有し、説明す

ることができ

る。 

児童の心理的

サポートの方

法について理

解できず、説

明することが

できない。 

定期試験 

（知識・理解・判

断力） 

5% 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを十分に

表現すること

ができる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもち、

それを概ね表

現することが

できる。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもって

いるが、表現

が不十分であ

る。 

また内容につ

いて、自分の

意見をもて

ず、表現でき

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力） 

5% 
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授業科目名 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

初等教育課程論 
Lecture on Curriculum Theory 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPBE1006 １年次 後期 

講義・演習・実
技・ 

実習・実験 
単位数 卒業認定 

教員免許状取得 
必修/選択必修  

担当教員 担当形態 

講義 ２ 選択 必修 福田 敏雄 単独 

ディプロマ・ポリシーとの関連 

１ 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい人間性と専門性を有している。 〇 

２ 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している。  

３ 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができる。 〇 

４ さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけている。 〇 

科 目  施行規則に定める科目区分又は事項等 

教育の基礎的理解に関する科目 教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 

○コアカリキュラム：教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラム・マネジメントを含む。） 
全体目標：学習指導要領を基準として各学校において編成される教育課程について、その意義や編成の方法を理解する
とともに、各学校の実情に合わせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解する。 
（１）教育課程の意義 
一般目標：学校教育において教育課程が有する役割・機能・意義を理解する。 
到達目標：１）学習指導要領・幼稚園教育要領の性格及び位置付け並びに教育課程編成の目的を理解している。 

２）学習指導要領・幼稚園教育要領の改訂の変遷及び主な改訂内容並びにその社会的背景を理解している。 
３）教育課程が社会において果たしている役割や機能を理解している。 

（２）教育課程の編成の方法 
一般目標：教育課程編成の基本原理及び学校の教育実践に即した教育課程編成の方法を理解する。 
到達目標：１）教育課程編成の基本原理を理解している。 

２）教科・領域を横断して教育内容を選択・配列する方法を例示することができる。 
３）単元・学期・学年をまたいだ長期的な視野から、また幼児、児童及び生徒や学校・地域の実態を踏まえ
て教育課程や指導計画を検討することの重要性を理解している。 

（３）カリキュラム・マネジメント 
一般目標：教科・領域・学年をまたいでカリキュラムを把握し、学校教育課程全体をマネジメントすることの意義を理

解する。 
到達目標：１）学習指導要領に規定するカリキュラム・マネジメントの意義や重要性を理解している。 

２）カリキュラム評価の基礎的な考え方を理解している。 

【全体目標及び概要】 

 教育課程の原理及び教育課程の編成と管理について学び、学校における教育指導計画の価値がわかり、その作成方法
について理解する。 
 小学校教育を法的根拠卯や学習指導要領からとらえるとともに、教育課程編成をめぐる今日的な教育課題についての
認識を深める。 

【一般目標及び到達目標】 コア目標対応 

(1) 教育課程の原理、編成の方法をもとに、教育指導計画の意義を理解する。 
 1) 初等教育課程論とは何かが説明できる。 

(1)-1)､2)､3) 

 2) 教育課程の意義を３つの観点から説明できる。 (1)-1)､(2)-3) 

 3) 教育課程編成にかかわって、学校教育目標の大切さを説明できる。 (2)-1) 

4) 教育課程編成にかかわって、指導内容の組織化の意味を説明できる。 (2)-1)､2) 

(2) 法令や学習指導要領に基づいて、小学校教育の目標や内容を理解する。 
 1) 教育課程にかかわる法令について、その主な内容を説明できる。 

(1)-1) 

 2) 戦後の学習指導要領の変遷史について、各時代の特色を簡潔に説明できる。 (1)-2) 

3) 現在の生きる力を育む教育になった理由を、歴史的社会的背景を踏まえて説明できる。  (1)-2) 

 4) 今日的な課題である学力向上･特別支援教育・生徒指導について、その概要を説明できる。 (1)-1)､3) 

(3) 教育課程をめぐる今日的な課題について、自分の考えや意見を述べることができる。 
 1) 学力向上プランについて、自分の考えを述べることができる。 

(2)-2) 
(3)-1)､2) 

 2) 生徒指導の演習問題に、的確に迅速に自分の意見を述べることができる。 (3)-1)､2) 

 3) 実習校の教育指導計画について調べ、発表資料と原稿を作成できる。 (3)-1)､2) 

 4) 各実習校の発表をもとに、互いに適切な質疑応答ができる。 (3)-1)､2) 
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回数 
初等教育課程論  授業内容  

【福田 敏雄】 
準備学習 

（予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時

間） 
到達目標の番号 

１ 
教育課程の意義を理解し、日本の義
務教育における教育課程の課題を考
察する。 

教育課程について調べる。 
2 時間。 

小学校教育課程の意
義をまとめる。２時間 

(1)-1) 

２ 
教育課程にかかわる法制を調べ，学
習指導要領の基準性を明らかにす
る。 

教育課程に関する法令
を読む。2 時間。 

教育課程に関する法
令をまとめる。２時間 

(1)-2) 

３ 
教育課程の変遷史を考察し，教育課
程が児童の状況や社会の変化に影響
を受けることを理解する。 

日本の教育史について
調べる。2 時間。 

教育課程の変遷史を
まとめる。 ２時間。 

(1)-3) 

４ 
これまでの児童の現状や社会の変化
について考察し，現行学習指導要領
がめざす教育を究明する。 

現行学習指導要領がめ
ざす教育について調べ
る。2 時間。 

現行学習指導要領の
めざす教育をまとめ
る。２時間。 

(1)-4) 

５ 

教科横断的な視点に立った教育課程
の編成や社会に開かれた教育課程な
どの意味を理解し，学級レベルの教
育経営構想を作成する。 

教育課程を編成する方法
について調べる。2 時間。 

教育経営構想を仕上
げる。２時間。 

(2)-1) 

６ 

「主体的・対話的で深い学び」の実
現，言語活動の充実，ICT 活動などの
授業改善に努めることの重要性を理
解する。 

児童はどのように学べ
ばよいかを調べる。2 時
間。 

アクティブラーニン
グをまとめる。２時間 

(2)-2) 

７ 
学習したことの意義を実感できると
ともに，授業改善に生かしていける
評価法を明らかにする。 

学習評価について調べ
る。2 時間。 

学習評価方法につい
てまとめる。2 時間。 

(3)-3) 

８ 
「学級経営」について考察し，学級経
営を充実させることの重要性や機能
を理解する。 

学級経営について調べ
る。2 時間。 

「学級経営」ついてま
とめる。 ２時間。 

(3)-1)、(3)-3) 

９ 
「生徒指導」について考察し、生徒指
導の機能を生かした指導法を理解す
る。 

生徒指導提要を読む。2 
時間。 

生徒指導上の諸問題
をまとめる。２時間。 

(3)-1)、(3)-3) 

１０ 
「キャリア教育」について考察し，
子どものキャリア発達についての
支援策を理解する。 

「キャリア教育」につ
いて調べる。2 時間。 

キャリア教育の支援
策をまとめる。２時間 

(3)-1)、 (3)-3) 
 

１１ 
「指導法の工夫と個に応じた指導」
について考察し，子どものよさや可
能性を生かすことができる。 

「個性化教育」について
調べる。2 時間。 

個に応じた指導法を
まとめる。２時間。 

(3)-1)、(3)-3) 
 

１２ 
「特別な配慮の必要性」について考
察し，インクルーシブ教育の内容や
方法を理解する。 

「特別支援教育」につい
て調べる。2 時間。 

インクルーシブ教育
をまとめる。２時間。 

(3)-2) 、 (3)-3) 

１３ 
「帰国子女や不登校児への配慮」に
ついて考察し，対応策について理解
する。 

「帰国子女教育」や「不
登校児の課題」について
調べる。2 時間。 

「帰国子女」や「不登
校児」への対応方法」
をまとめる。２時間。 

(3)-2)、(3)-3) 

１４ 

今回の学習指導要領が求める教育を
自分の教育経営計画として発表し合
い、それぞれが描く教育への夢と希
望を具体化する方策を学び合う。 

教育経営計画を発表す
る準備をする。2 時間。 

発表から学んだこと
をまとめる。 ２時間。 

(3)-3)、(3)-4) 

１５ 

今回の学習指導要領が求める教育を
自分の教育経営計画として発表し合
い、それぞれが描く教育への夢と希
望を具体化する方策を学び合う。 

教育経営計画を発表す
る準備をする。2 時間。 

発表から学んだこと
をまとめる。 ２時間。 

(3)-3)、(3)-4) 

定 期 試 験 実施する 

成 績 評 価 
方     法 

授業への取り組み（関心・意欲・態度）50% 
定期試験（知識・理解、思考力・判断力・表現力）50% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で個人や全体に対してフィードバッ
クする。また授業振り返りシートにコメントを記入し、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

プリント類は必要に応じて配付する。 
参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29年 3 月告示 文部科学省）』東洋館出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校教育の教育課程の編成（指導計画の作成）、実施、評価、改善について学級担任の視点
から基本的なことを学ぶ授業 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 初等教育課程論と
は何かが説明でき
る。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

授業への取り
組み 
（関心・意欲・
態度） 
 
定期試験 
（知識・理解、 
思考力・判断
力・表現力） 

5% 

(1)-2) 教育課程の意義を
３つの観点から説
明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

5% 

(1)-3) 教育課程編成にか
かわって、学校教
育目標の大切さを
説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

5% 

(1)-4) 教育課程編成にか
かわって、指導内
容の組織化の意味
を説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

5% 

(2)-1) 教育課程にかかわ
る法令について、
その主な内容を説
明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

10% 

(2)-2) 戦後の学習指導要
領の変遷史につい
て、各時代の特色
を簡潔に説明でき
る。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

10% 

(2)-3) 現在の生きる力を
育む教育になった
理由を、歴史的社
会的背景を踏まえ
て説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

10% 

(2)-4) 今日的な課題であ
る学力向上･特別
支援教育・生徒指
導について、その
概要を説明でき
る。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本
を 説 明 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を 説 明 で き
る。 

説明できてい
ない。 

10% 

(3)-1) 学力向上プランに
ついて、自分の考
えを述べることが
できる。 

様々な角度か
ら述べること
ができる。 

いくつかの角
度から述べる
こ と が で き
る。 

１つ以上述べ
ることができ
る。 

述べることが
できない。 

グループ討議 
（思考力・判
断力・表現力） 

5% 

(3)-2) 生徒指導の演習問
題に、的確に迅速
に自分の意見を述
べることができ
る。 

ほぼ完璧に述
べることがで
きる。 

大きな間違い
がなく、基本
を述べること
ができる。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を述べること
ができる。 

述べることが
できない。 

5% 

(3)-3) 実習校の教育指導
計画について調
べ、発表資料と原
稿を作成できる。 

ほぼ完璧に作
成できる。 

大きな誤りが
なく、基本を
おさえて作成
できる。 

最低限の基本
を踏まえて作
成できる。 

作 成 で き な
い。 

グループ討議 
（思考力・判
断力・表現力） 

20% 

(3)-4) 各実習校の発表を
もとに、互いに適
切な質疑応答がで
きる。 

質問も応答も
ほぼ完璧にで
きる。 

質問はできな
いが、応答は
きちんとでき
る。 

基本的な対応
はできるが、
さらなる努力
を要する。 

質疑応答がで
きない。 

10% 
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授業科目名 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

図画工作科指導法 
Teaching Methods of Art and 

Handicrafts 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS2024 

１年次 

２年次  

後期 

前期 

講義・演習・実
技・ 

実習・実験 
単位数 卒業認定 

教員免許状取得 
必修/選択必修  

担当教員 担当形態 

演習 ２ 必修 必修 黒岩 眞理子 単独 

ディプロマ・ポリシーとの関連 

１ 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい人間性と専門性を有している。 〇 

２ 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している。 〇 

３ 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができる。 〇 

４ さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけている。  

科 目  施行規則に定める科目区分又は事項等 

教科及び教科の指導法に関する科目 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

〇コアカリキュラム：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

全体目標：当該教科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された当該教科の学習

内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具

体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

（１）当該教科の目標及び内容 

一般目標：学習指導要領に示された当該教科の目標や内容を理解する。 

到達目標：１）学習指導要領における当該教科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。 

２）個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。 

３）当該教科の学習評価の考え方を理解している。 

４）当該教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。 

（２）当該教科の指導方法と授業設計 

一般目標：基礎的な学習指導理論を理解し具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標：１）子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。 

２）当該教科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用法を理解し授業設計に活用することができ

る。 

３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができ

る。 

４）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。 

【全体目標及び概要】 

図画工作科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された図画工作科の学習内容につ
いて背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想
定した授業設計を身に付ける 

【一般目標及び到達目標】 コア目標対応 

（１）図画工作科教材研究の目標及び内容 
一般目標：学習指導要領に示された図画工作科の目標や内容を理解する。 
到達目標：１）学習指導要領における図画工作科の目標及び主な内容並びに全体構造を

理解している。 

(1)-1) 

２）個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。 (1)-2) 

３）図画工作科の学習評価の考え方を理解している。 (1)-3) 

４）図画工作科の背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用す
ることができる。 

(1)-4) 

（２）図画工作の指導方法と授業方針を理解している 
一般目標：基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行

う方法を身に付けている。 
到達目標：１）子どもの認識・思考・学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を

理解している。                       

 
(2)-1) 

２）図画工作科の特性に応じた教材の効果的な活用法を理解し授業設計に活
用することができる。 

(2)-2) 

３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指
導案を作成することができる。 

(2)-3) 

４）模擬授業に実施とその振り返りを通じて、授業改善の視点を身に付けて
いる。 

(2)-4) 
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回数 
図画工作科指導法 授業内容 
【１年次後期】【黒岩眞理子】 

準備学習 
（予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

到達目標の
番号 

１ 
図画工作科指導法とはどんな授業か、図画

工作は何のためにあるのか、その目標や内

容を理解する。 

事前に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－１) 

(２)－２) 

２ 
低学年～中学年の教科書を見ながら、低学

年～中学年の学習内容と特徴を学ぶ。 

前時に配った小学生の教科

書に目を通す通・２時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－１) 

(１)－２) 

３ 
中学年～高学年の教科書を見ながら、中学

年～高学年の学習内容と特徴を学ぶ。 

前時に配った小学生の教科

書に目を通す・２時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－１) 

(１)－２) 

４ 
造形遊びの意義とその内容について実践

し、その意義を理解する。 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(２)－１)  

５ 
図画工作における絵画・デザイン・工芸・彫

刻の各領域の内容を理解し、図画工作教材

との関連を理解する。 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－４) 

(２)－１)  

６ 
図画工作で使用する用具の特質と使い方を

学ぶ① 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－２) 

(２)－２) 

７ 
図画工作で使用する用具の特質と使い方を

学ぶ② 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－２) 

(２)－２) 

８ 
図画工作で使用する用具の特質と使い方を

学ぶ③ 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内

容を考察し感想を書

く・２時間 

(１)－４) 

（２）－２)  

９ 
「コラージュ」(モダンテクニック)の歴史

（美術史）について学び、雑誌、新聞紙をち

ぎり、「見立て遊び」を経験する。 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－４) 

(２)－２)  

１０ 
「コラージュ」のテクニックを学び、授業を

想定しながら「見立て遊び」を経験する。 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(２)－２) 

(２)－３)  

１１ 
「コラージュ」のテクニックを学び、授業を

想定しながら雑誌から「同じ色集め」を経験

する。(色彩学) 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－２) 

(２)－３)  

１２ 
コラージュ作品を並べ、先生、児童になって

お互いの作品の良いところを見つけて評価

することができる。 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(１)－３) 

(１)－４) 

１３ 
ICT機器を活用し、画像や映像をもとにした

イメージトレーニングを通じて、発想力を

身につける。 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(２)－２) 

(２)－３)  

１４ 
好きな物や人形を好きな場所に配置し、デ

ジカメで撮影し「物語」を作ることができ

る。 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(２)－２) 

(２)－３)  

１５ 
９～１４までの教材から好きなものを選ん

で指導案を書いてみる。(後期の模擬授業に

むけて) 

前時に配ったプリントを読

む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し感想を書く・２時

間 

(２)－１) 

(２)－２) 

(２)－３) 

定 期 試 験 前半は実施しない。後半１５コマ（２年前期）が終わった時点で定期試験を行う。 
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回数 
図画工作科指導法 授業内容 
【２年次前期】【黒岩眞理子】 

準備学習 
（予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

到達目標の
番号 

１６ 
模擬授業の実践①各自の作成した低学

年の指導案を元にして実践する。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２) 

(２)－３)  

(２)－４) 

１７ 
模擬授業の実践②各自の作成した中学

年、高学年の指導案を元にして実践す

る。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２) 

(２)－３) 

(２)－４) 

１８ 
絵巻物の作成（鳥獣人物戯画）日本の

美術への理解を深め、授業に取り入れ

る事ができる。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(１)－４) 

(２)－１) 

１９ 
キット教材の研究 特質や問題点を認

識し、授業計画の中に取り込むことが

できる。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－１) 

(２)－２) 

２０ 
キット教材の制作、作成方法を理解し、

作ることができる。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－１) 

(２)－２) 

２１ 
版画の研究① 作品の画像をもとに版

画の種類を各技法の特徴と用具を学

ぶ。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２)   

２２ 

版画の研究② 資料をもとにスチレン

版画、回転版画の制作手順を知る。（低

学年） 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 
授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２ )－

２)  

２３ 

版画の研究③ 資料をもとに紙版画、

木版画の制作手順を知る。（中学年・高

学年） 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 
授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２)  

２４ 
立体に表すとは？粘土、紙、木、廃材

を使った立体作品の鑑賞を通じて、立

体造形のたのしさと意義を学ぶ。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２) 

２５ 
粘土の種類と特質を知り、使いこなせ

るようになる。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２) 

２６ 
紙の種類と特質を知り、使いこなせる

ようになる。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２)  

２７ 
牛乳パック、コロッコで「私たちの町」

を作って共同作品のたのしさを味わ

い、その意義を学ぶ。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(２)－２)  

２８ 

モダンテクニック①マーブリングやデ

カルコマニー、スクラッチステンシル、

ドリッピング、スクラッチ等で「感想

画」を描く。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(１)－４) 

(２)－２) 

２９ 

モダンテクニック②マーブリングやデ

カルコマニー、スクラッチステンシル、

ドリッピング、スクラッチ等で「空想

画」を描く。 

前時に配ったプリントを

読む・１時間 

授業を振り返り、内容を

考察し、感想を書く・１

時間 

(１)－４) 

(２)－２) 

３０ 
１年間の授業で制作したものと模擬授

業を振り返り、実習に活用できるよう

にする。 

ファイルを整理して実際

の授業に使用できそうな

教材を選ぶ・２時間 

ファイル作品を整理す

る・２時間 

(２)－２) 

(２)－３) 

(２)－４) 

定 期 試 験 後半１５コマ（２年前期）が終わった時点で定期試験を行う。 

成 績 評 価 
方     法 

図画工作科の目標、内容の理解（定期試験）：15% 
教材作成（意欲・関心・態度・発想力・完成度等）60% 
模擬授業、指導案 25% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の考察・感想文の提出 
前半、後半３０コマ分の作品ファイルを作成し、毎回振り返りを行う。後に返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編（平成 29 年 7 月 文部科
学省）』日本文教出版  

メ ッ セ ー ジ 
な     ど 

図画工作は、子どもが最も好きな教科であり、「心」を育てる大切な役目をもっています。子
どもの豊かな感性を引き出し、伸ばすことのできる教師を育成します。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 図画工作科教材研
究の目標及び内容 

1) 学習指導要領のおける
図画工作科の目標及び
主な内容並びに全体構
造を理解している。 

ほぼ完璧に理
解、説明でき
る。 

大きな間違い
がなく、基本
を理解し、説
明できる。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を理解、説明
できる。 

全く理解でき
ていない。 
説 明 で き な
い。 

課題レポート 
（知識・理解） 
授業 

5% 

(1)-2) 個別の学習内容に
ついて指導上の留
意点を理解してい
る。 

ほぼ完璧に理
解、説明でき
る。 

大きな間違い
がなく、基本
を理解、説明
できる。 

間違いはいく
つかあるが、
最低限の基本
を理解説明で
きる。 

全く理解でき
ていない。 
説 明 で き な
い。 

課題レポート 
（知識・理解） 

5% 
 

(1)-3) 図画工作科の学習
評価の考え方を理
解している。 

ほぼ完璧に理
解、説明でき
る。 

大きな間違い
がなく、基本
を理解し、説
明できる。 

間違いはいく
つかある最低
限の基本を理
解、説明でき
る。 

全く理解でき
ていない。 
説 明 で き な
い。 

課題レポート 
（知識・理解） 

5% 

(1)-4) 図画工作科の背景と
なる学問領域との関
係を理解し、教材研
究に活用することが
できる。 

ほぼ完璧に理
解し、教材研
究を十分に活
用した作品制
作ができる。 

大きな間違い
が な く 理 解
し、教材研究
を活用し作品
制作できる。 

間違いはいく
つかあるが、
基 本 を 理 解
し、教材研究
を活用した作
品制作ができ
る。 

全く理解でき
ない。教材研
究を活用した
作品制作がで
きない。 

・授業内の教
材研究（意欲、
関心、態度） 
・各作品提出
（完成度、技
能、発想力） 

20% 

(2) 図画工作の指導方法と
授業方針を理解してい
る。 

1) 子どもの認識・思考・学
力等の実態を視野に入れ
た授業設計の重要性を理
解している。 

ほぼ完璧に理
解し、学年や
発達を視野に
入れた教材選
択ができる。 

大きな間違い
がなく、基本
を理解し学年
や発達を視野
に入れた教材
選 択 が で き
る。 

間違いはいく
つかあるが基
本を理解し学
年や発達を視
野に入れた教
材選択ができ
る。 

全く理解でき
ていない。 
学年や発達を
視野に入れた
教材選択がで
きない。 

 20% 

(2)-2) 図画工作科の特性
に応じた教材の効
果的な活用法を理
解し授業設計に活
用することができ
る。 

ほぼ完璧に教
材、用具を効
果的に活用し
た作品制作が
できている。 

大きな間違い
がなく教材、
用具を活用し
た作品制作が
できている。 

間違いは少し
あるが教材、
用具を活用し
た作品制作が
できている。 

全く教材、用
具を活用した
作品制作がで
きていない。 
 

・用具の使用 
方法（知識、使
用 方 法 の 理
解） 
・指導案に合
う試作品の作
成（応用力） 

20% 

(2)-3) 学習指導案の構成
を理解し、具体的な
授業を想定した授
業設計と学習指導
案を作成すること
ができる。 

ほぼ完璧に指
導案を書くこ
とができ、そ
れに合った試
作品を作成で
きる。 

大きな間違い
がなく指導案
を書くことが
でき、それに
合った試作品
を 作 成 で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
指導案を書く
ことができ、
それに合った
試作品を作成
できる。 

全く指導案を
書けない。 
指導案に合っ
た試作品の作
成 が で き な
い。 

 20% 

(2)-4) 模擬授業の実施と
の振り返りを通じ
て、授業改善の視点
を身に付けている。 

ほぼ完璧な模
擬授業ができ
る。 

大きな間違い
がなく、模擬
授 業 が で き
る。 

間違いはいく
つかあるが、
模擬授業がで
きる。 

全く模擬授業
ができない。 ・模擬授業 

課題レポート 
 

5% 
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授業科目名 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

道徳の理論と指導法 
Moral Theory and Ｔｅａｃｈｉｎｇ Ｍｅｔｈｏｄ 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTS1027 １年次 後期 

講義・演習・実
技・ 

実習・実験 
単位数 卒業認定 

教員免許状取得 
必修/選択必修 

担当教員 担当形態 

演習 １ 必修 必修 柴田 守 単独 

ディプロマ・ポリシーとの関連 

１ 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい人間性と専門性を有している。 〇 

２ 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している。 〇 

３ 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができる。  

４ さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけている。 〇 

科 目  施行規則に定める科目区分又は事項等 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、 
教育相談等に関する科目 

道 徳 の 理 論 及 び 指 導 法  

○コアカリキュラム：道徳の理論及び指導法 
全体目標：道徳教育は、教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神を踏まえ、自己の生き方や人間として

の生き方を考え、主体的な判断の下に行動し、自立した人間として他者と共によりよく生きるための基盤と
なる道徳性を育成する教育活動である。 
道徳の意義や原理等を踏まえ、学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びその要となる道徳科の目標
や内容、指導計画等を理解するとともに、教材研究や学習指導案の作成、模擬授業等を通して、実践的な指
導力を身に付ける。 

（１）道徳の理論 
一般目標：道徳の意義や原理等を踏まえ、学校における道徳教育の目標や内容を理解する。 
到達目標：１）道徳の本質（道徳とは何か）を説明できる。 

２）道徳教育の歴史や現代社会における道徳教育の課題（いじめ・情報モラル等）を理解している。 
３）子供の心の成長と道徳性の発達について理解している。 
４）学習指導要領に示された道徳教育及び道徳科の目標及び主な内容を理解している。 

（２）道徳の指導法 
一般目標：学校教育活動全体を通じて行う道徳教育及びその要となる道徳科における指導計画や指導方法を理解する。 
到達目標：１）学校における道徳教育の指導計画や教育活動全体を通じた指導の必要性を理解している。 

２）道徳科の特質を生かした多様な指導方法の特徴を理解している。 
３）道徳科における教材の特徴を踏まえて、授業設計に活用することができる。 
４）授業のねらいや指導過程を明確にして、道徳科の学習指導案を作成することができる。 
５）道徳科の特性を踏まえた学習評価の在り方を理解している。 
６）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。 

【全体目標及び概要】 

学校における道徳教育の重要性の認識のもと、道徳の根本理念に基づいて確かな識見と展望をもった教育の推進がで
きる技量を養うため、学校の全教育活動を通じて行う道徳教育とその要としての役割を持つ道徳科の目標や内容、指
導計画、基本的な指導過程や指導法等について学ぶ。これらを踏まえて教材研究、道徳科学習指導案の作成、模擬授業
を行い、道徳科の実践的指導力を身に付ける。 

【一般目標及び到達目標】 目標対応 

（１）道徳の根本理念や道徳教育推進の意義を学校教育と関連づけ、小学校における道徳教育
の目標や内容について理解する。 

１）道徳とはどのような学問であるかを説明することができる。 

 
(1)-1) 

２）道徳と哲学及び儒教思想との関わり、学制発布以降の道徳教育の変遷、今日の社会にお
ける道徳的な課題等について概要を説明することができる。 

(1)-2) 

３）道徳性の発達について理解を深め、児童の道徳性の発達特性について説明することがで
きる。 

(1)-3) 

４）道徳教育の目標と道徳科の目標や内容構成について理解を深め、目標相互の関連や達成
方法について説明することができる。 

(1)-4) 

（２）全教育活動を通じて行う道徳教育及び道徳科における授業の在り方や指導計画の作成に
ついて理解を深め、道徳科の授業設計能力並びに授業実践力を習得する。 

１）道徳教育全体計画に基づく全教育活動を通じた道徳教育の意義を説明することができる。 

 
(2)-1) 

２）指導の効果を高める道徳科における多様な指導方法とその意義を説明することができる。 (2)-2) 

３）教材の特性について理解を深め、道徳科の授業設計に生かすことができる。 (2)-3) 

４）基本形式に則って、自己の生き方についての考えを深める道徳科学習指導案を作成するこ
とができる。 

(2)-4) 

５）道徳科における評価の意義や目的及び方法を理解し確たる理念に基づいて評価ができる。 (2)-5) 

６）互いに協力して道徳的実践力を培う模擬授業を展開することができる。 (2)-6) 
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回数 
道徳の理論と指導法  授業内容   

【柴田 守】 

準備学習 
（予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

到達目標の番号 

１ 
人間としての生き方を学ぶ道徳教育 小学校学習指導要領総則

を読んでおく。 ２時間 

本時の内容についてまと

める。     ２時間 

（１）－１） 

２ 
道徳教育の変遷及び今日的課題 事前に配布された資料を

読んでおく。  ２時間 

道徳教育の変遷と今日

的課題をまとめる。 

２時間 

（１）－２） 

３ 
道徳性の発達等と道徳教育 事前に配布された資料を

読んでおく。   ２時間 

道徳性の発達等について

まとめる。  ２時間 

（１）－３） 

４ 
道徳教育と道徳科 学習指導要領道徳編の P10

～P26 を読んでおく。         

２時間 

それぞれの目標・内容・

関連をまとめる。 

２時間 

（１）－４） 

５ 
道徳教育の全体計画と道徳科の指導計画 学習指導要領道徳編の P72

～P77 を読んでおく。 

２時間 

指導計画の意義や内容

の整理をする。 

２時間 

（２）－１） 

６ 
道徳科の特質と指導の在り方 学習指導要領道徳編の P78

～P101を読んでおく。 

 ２時間 

特質を生かした指導に

ついてまとめる。 

  ２時間 

（２）－１） 

７ 
道徳科の学習指導法① 学習指導要領道徳編の

P102～P106 及び配布資料

を読んでおく。  ２時間 

指導法の内容・過程・方

法・配慮事項をまとめる。    

２時間 

（２）－２） 

（２）－３） 

８ 
道徳科の学習指導法②と評価 学習指導要領道徳編の

P107～P116を読んでおく。     

２時間 

教材分析と生かし方及び

評価の整理をする。 

２時間 

（２）－５） 

９ 

道徳科学習指導の構想と学習指導案 事前に提示した教材の分

析と再構成をしておく。 

２時間 

授業の組み立ての手順と

指導案の形式、書き方を

まとめる。   ２時間 

（１）－４） 

（２）－２） 

（２）－３） 

（２）－４） 

１０ 

道徳科学習指導案の作成（グループ学習） 

－中学年教材－ 

所定の様式に授業の略案

を作成しておく。 

   ３時間 

協議をもとに道徳科学

習指導案を作成する。      

４時間 

（１）－３） 

（１）－４） 

（２）－２） 

（２）－３） 

（２）－４） 

１１ 

道徳科学習指導案の説明と協議 

（全体協議） 

発表内容や質問事項を考

え、まとめておく。        

２時間 

協議をもとに道徳科学

習指導案を作成する。       

２時間 

（１）－３） 

（１）－４） 

（２）－２） 

（２）－３） 

（２）－４） 

１２ 

道徳科学習指導案の作成 

－低学年教材－ 

－高学年教材－ 

自分なりに学習指導案の

原案を作成する。 

  ３時間 

指導案と発問・板書計画

を作成する。 

４時間 

（１）－４） 

（２）－２） 

（２）－３） 

（２）－４） 

１３ 
模擬授業の実施と整理会 学習指導案作成と授業の

準備をする。２時間 

模擬授業や整理会での 

内容をまとめる。２時間 

（２）－６） 

１４ 
模擬授業の実施と整理会 学習指導案作成と授業の

準備をする。２時間 

模擬授業や整理会での 

内容をまとめる。２時間 

（２）－６） 

１５ 
模擬授業の実施と整理会 学習指導案作成と授業の

準備をする。２時間 

模擬授業や整理会での 

内容をまとめる。２時間 

（２）－６） 

定 期 試 験 実施する 

成 績 評 価 
方     法 

授業への取り組み（関心・意欲・態度、知識・理解）30％、定期試験（知識・理解）40％  
学習指導案・模擬授業（表現力・思考力・判断力）30％  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業内容のふり返りノートや課題レポートへのコメントをし、返却する。模擬授業に関して
は、指導案作成中のアドバイスや指導案へのコメント、模擬授業や整理会への講評などを通し
て行う。 
試験については、ルーブリック評価の結果を伝える。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示 文部科学省）』 
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 小学校特別の教科 道徳編（文部科学省）』 
授業内容に即して作成した資料 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

「特別の教科 道徳」として位置づけられ、道徳教育のより充実が求められています。 
よりよく生きていく心豊かな子どもを育てるためにも教師の指導力量が大切になってきま
す。実践的な内容を中心に学び合っていきましょう。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 道徳とはどのよう
な学問であるかを説明す
ることができる。 

ほぼ完璧に説
明することが
できる。 

大きな誤りな
く説明するこ
とができる。 

誤 り は あ る
が、大筋につ
いては説明す
ることができ
る。 

説明すること
ができない。 

定期試験 
(知識・理解) 

5% 
 (1)-2) 道徳と哲学及び儒

教思想との関わり、学制発
布以降の道徳教育の変遷、
今日の社会における道徳
的な課題等について概要
を説明することができる。 

ほぼ完璧に説
明することが
できる。 

大きな誤りな
く説明するこ
とができる。 

誤 り は あ る
が、大筋につ
いては説明す
ることができ
る。 

説明すること
ができない。 

(1)-3) 道徳性の発達につ
いて理解を深め、児童の道
徳性の発達特性について
説明することができる。 

ほぼ完璧に説
明することが
できる。 

大きな誤りな
く説明するこ
とができる。 

誤 り は あ る
が、大筋につ
いては説明す
ることができ
る。 

説明すること
ができない。 

5% 
 (1)-4) 道徳教育の目標と

道徳科の目標や内容構成
について理解を深め、目標
相互の関連や達成方法に
ついて説明することがで
きる。 

ほぼ完璧に説
明することが
できる。 

大きな誤りな
く説明するこ
とができる。 

誤 り は あ る
が、大筋につ
いては説明す
ることができ
る。 

説明すること
ができない。 

(2)-1) 道徳教育全体計画
に基づく全教育活動を通
じた道徳教育の意義を説
明することができる。 

ほぼ完璧に説
明することが
できる。 

大きな誤りな
く説明するこ
とができる。 

誤 り は あ る
が、大筋につ
いては説明す
ることができ
る。 

説明すること
ができない。 

5% 
 (2)-2) 指導の効果を高め

る道徳科における多様な
指導方法とその意義を説
明することができる。 

ほぼ完璧に説
明することが
できる。 

大きな誤りな
く説明するこ
とができる。 

誤 り は あ る
が、大筋につ
いては説明す
ることができ
る。 

説明すること
ができない。 

(2)-3) 教材の特性につい
て理解を深め、道徳科の授
業設計に生かすことがで
きる。 

ほぼ完璧に教
材の特性を生
かした授業設
計ができる。 

大きな誤りな
く教材の特性
を生かした授
業設計ができ
る。 

特性を生かし
きれていない
が授業設計の
基 本 は で き
る。 

教材の特性を
生かした授業
設計ができな
い。 

課題レポー
ト、グループ
討議、定期試
験 
（知識・理解
関心・意欲・
態度・判断
力・表現力・
思考力） 

50% 
（内、
定期試
験
20％） 

 

(2)-4) 基本形式に則っ
て、自己の生き方について
の考えを深める道徳科学
習指導案を作成すること
ができる。 

ほぼ完璧に作
成できる。 

大きな誤りな
く 作 成 で き
る。 

いくつかの課
題はあるが、
基本を踏まえ
て 作 成 で き
る。 

作 成 で き な
い。 

(2)-5) 道徳科における評
価の意義や目的及び方法
を理解し確たる理念に基
づいて評価ができる。 

ほぼ完璧に道
徳科における
評価の仕方が
説明できる。 

大きな誤りな
く道徳科にお
ける評価の仕
方が説明でき
る。 

道徳科におけ
る評価の仕方
の大筋が説明
できる。 

道徳科におけ
る評価の仕方
が説明できな
い。 

定期試験 
(知識・理解) 

5% 

(2)-6) 互いに協力して道
徳的実践力を培う模擬授
業を展開することができ
る。 

ほぼ完璧に模
擬授業が展開
できる。 

若干の検討課
題はあるが、
基本を踏まえ
た模擬授業が
展開できる。 

問題点はある
が、最低限の
基本を踏まえ
た模擬授業が
展開できる。 

模擬授業を展
開することが
できない。 

模擬授業(知
識・理解・判
断力・表現
力) 

30% 
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授業科目名 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育方法学（教育工学を含む。） 
Educational Method 

（including Educational Technology） 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPBE1007 １年次 後期 

講義・演習・実
技・ 

実習・実験 
単位数 卒業認定 

教員免許状取得 
必修/選択必修  

担当教員 担当形態 

講義 ２ 選択 必修 谷 友雄 単独 

ディプロマ・ポリシーとの関連 

１ 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい人間性と専門性を有している。 〇 

２ 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している。 〇 

３ 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができる。 〇 

４ さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけている。 〇 

科 目  施行規則に定める科目区分又は事項等 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法 
及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

教育の方法及び技術（情報機器及び機材の活用を含む。） 

○コアカリキュラム：教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。） 
全体目標：教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）では、これからの社会を担う子供たちに求められ

る資質・能力を育成するために必要な、教育の方法、教育の技術、情報機器及び教材の活用に関する基礎的
な知識・技能を身に付ける。 

（１）教育の方法論 
一般目標：これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するために必要な教育の方法を理解する。 
到達目標：１）教育方法の基礎的理論と実践を理解している。 

２）これからの社会を担う子供たちに求められる資質・能力を育成するための教育方法の在り方（主体的・
対話的で深い学びの実現など）を理解している。 

３）学級・児童及び生徒・教員・教室・教材など授業・保育を構成する基礎的な要件を理解している。 
４）学習評価の基礎的な考え方を理解している。 

※幼稚園教諭は「育みたい資質・能力と幼児理解に基づいた評価の基礎的な考え方を理解している。」 
（２）教育の技術 
一般目標：教育の目的に適した指導技術を理解し、身に付ける。 
到達目標：１）話法・板書など、授業・保育を行う上での基礎的な技術を身に付けている。 

２）基礎的な学習指導理論を踏まえて、目標・内容、教材・教具、授業・保育展開、学習形態、評価規準等
の視点を含めた学習指導案を作成することができる。 

（３）情報機器及び教材の活用 
一般目標：情報機器を活用した効果的な授業や情報活用能力の育成を視野に入れた適切な教材の作成・活用に関する基

礎的な能力を身に付ける。 
到達目標：１）子供たちの興味・関心を高めたり課題を明確につかませたり学習内容を的確にまとめさせたりするため

に、情報機器を活用して効果的に教材等を作成・提示することができる。 
※幼稚園教諭は「子供たちの興味・関心を高めたり学習内容をふりかえったりするために、幼児の体験
との関連を考慮しながら情報機器を活用して効果的に教材等を作成・提示することができる。」 

２）子供たちの情報活用能力（情報モラルを含む）を育成するための指導法を理解している。 

【全体目標及び概要】 

 「学習指導」を念頭に、授業を成立させるための要件を「目標→方法→評価」の観点から学習 
 し、教育方法にかかる理論と実践について学習する。 
 併せて、学校教育の今日的な課題を意識した実践者としての素養と指導力を醸成する。 

【一般目標及び到達目標】 コア目標対応 

(1) 現代の学校教育にまつわる基本的な内容を理解している。 
 1) 公教育としての学校が存在する理由を、自己の体験と結びつけて説明できる。 

(1)-1)､2) 

 2) 子どもたちの置かれている現実を、時代背景や社会的条件と結びつけて説明できる。 (1)-1) 

3) 学力の層に着目した教育方法について学び、その価値と方法を説明できる。 (1)-3) 

 4) 学習指導案の書き方について、基本的な構成と記述の要諦が説明できる。 (2)-2) 

 5) 教育評価について、単元の評価規準が必要になった理由を説明できる。  (1)-4) 

(2) 先人の開発した教育方法について、授業実践に応用できる理論を取り出すことができる。 
 1) 教育方法学とは何かを説明できる。 

(1)-1)､2) 

2) 現代でも通用するソクラテス・ペスタロッチ・孔子の教育方法の特色を説明できる。 (1)-1)､2) 

 3) 授業の中の教師の指導性について、６人の例をあげて説明できる。 (1)-1)､2)､3) 

(3) 授業の基礎技術についての知識を修得し、具体的な授業場面で活用することができる。 
 1) 授業を構成している三要素について、それぞれの関連性を含めて説明できる。 

(1)-3) 
(2)-1)､2) 

 2) 発問と板書のはたらきについて、具体例をもとに説明できる。 (2)-1) 

 3) 教育メディア（資料）の種類と働きについて、機器の使用方法も含めて説明できる。 (3)-1)､2) 

4) 机間指導・ノート指導・グループ学習の機能と働きについて説明できる。 (2)-1)､(3)-1) 

 5) 模擬授業を見て、授業の基礎技術を具体的に指摘できる。 (2)-2) 
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回数 
教育方法学（教育工学を含む。）授業内容 

【谷 友雄】 

準備学習 

（予習内容・時間） 

準備学習 

（復習内容・時間） 
到達目標
の番号 

１ 
オリエンテーションで、これから学んでいく方
向性を理解する。「教育方法学とは何か」が明確
になる。 

｢教育原論｣の資料を読み直
す。2 時間。 

教育方法学の概要につい
てまとめる。２時間。 

(2)-1) 

２ 
教育の場である学校の役割について教育基本
法、学校教育法等の資料をもとに考え、理解す

る。 

教育の目的・目標の資料を
読む。2 時間。 

公教育としての学校の存
在理由について考え、内

容をまとめる。２時間。 

(1)-1) 、
(1)-2) 

３ 
学校教育の対象である子どもたちの置かれて
いる現状を、諸論文や様々な資料から分析し理

解する。 

学校教育の現実について、
諸メディアのニュース等か

ら読み解く。2 時間。 

子どもたちが置かれてい
る現状についてまとめ

る。２時間。 

(1)-3) 

４ 
資質・能力育成の視点から学力を読み解き、そ

れらを関連させる教育の方法について理解す
る。 

学習指導要領総則を読み資

質・能力の育成を問題解決
学習と関連付ける。2 時間。 

学力の構造と資質能力育

成に基づく学習方法につ
いてまとめる。２時間。 

(1)-4) 

５ 
授業は学習者・教師・教材の３要素から成り立

っていることを理解し、子どもが学びの主体者
としての授業論を展開できる。 

授業の３要素の資料を読

む。2 時間。 

子どもが主体的に追究す

る授業論について、内容
をまとめる。２時間。 

(2)-1) 、

(3)-1) 

６ 
教育方法の優れた先人として、ソクラテス・ペ
スタロッチ・孔子等を取り上げ、それぞれの教
育の特色を理解する。 

教育方法史の資料を読む。
2 時間。 

ソクラテス、ペスタロッ
チ、孔子等の教育の特色
をまとめる。２時間。 

(2)-2) 

７ 
優れた教師の実践例を分析的に学ぶことで、授
業の中での教師の指導性の発揮の仕方を、教師
の立場から理解する。 

教育研究の盛んな学校の優
れた指導案を読み、教師の
指導性を知る。2時間。 

実践例をもとに授業中で
の教師の指導性について
まとめる。２時間。 

(2)-3) 

８ 
具体的な算数・理科等の授業例をもとに、授業
の基礎技術としての発問と板書のはたらきに

ついて理解する。 

発問・板書に関する資料か
ら教師の技術を読み解く。

2 時間。 

発問と板書の技術につい
て、内容をまとめる。２時

間。 

(3)-2) 

９ 
授業の基礎技術としての教育メディア（資料）
の機能とはたらきについて学び、電子機器等の

使用方法について理解する。 

教育メディアについての資
料を読む。2 時間。 

教育メディアの機能と働
きについてまとめる。２

時間。 

(3)-3) 

１０ 
授業の基礎技術として、机間指導・ノート指導・

グループ学習等について、資料や演習を通して
理解する。 

机間指導、ノート指導、グ

ループ学習等の資料を読
む。2 時間。 

机間指導、ノート指導、グ

ループ学習について、内
容をまとめる。２時間。 

(3)-4) 

１１ 
授業の計画書である学習指導案の書き方につ

いて、目標達成の道筋から理解する。 

学習指導案について資料を

読む。2 時間。 

学習指導案の書き方につ

いて、内容をまとめる。２
時間。 

(1)-4) 

１２ 
６つの授業技術を駆使した小学校算数の模擬
授業を児童の立場として受けることで、具体的
な場面での授業技術を実感できる。 

模擬授業の指導案をみる。
2 時間。 

模擬授業から気づいた授
業技術についてまとめ
る。２時間。 

(3)-5) 

１３ 
模擬授業を６つの授業技術の観点から分析し、
発問・資料・板書・ホワイトボード・パソコン
等について、その重要さを理解する。 

模擬授業の振り返りをす
る。2 時間。 

授業の発問、資料、板書、
教具等について、内容を
まとめる。２時間。 

(3)-5) 

１４ 
指導と評価の一体化の観点から教育評価につ
いて振り返り、学習指導案上にも単元の評価規

準が必要なことを理解する。 

教育評価について資料を読
む。2 時間。 

教育評価について、内容
をまとめる。２時間。 

(1)-5) 

１５ 

全１５回の学習内容を「授業の流れ」の記録を
もとに振り返り、教育方法についての理解を深

める。 

15 回の授業資料を読み直
す。2 時間。 

授業の振り返りシートに
基づき、内容をまとめる。

２時間。 

(1)(2)(3)
のすべて 

定 期 試 験 実施する 

成 績 評 価 
方     法 

授業への取り組み（関心・意欲・態度）50％ 
定期試験（知識・理解、思考力・判断力・表現力）50％ 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レポートや試験
は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『新しい時代の教育方法』有斐閣アルマ 
参考文献：『教育の方法』山下政俊・湯浅恭正 編著 ミネルヴァ書房 
     『教育史』柴田義松・上沼八郎 編著 学宝社   
     『教育の方法と技術』柴田義松・山崎準二 編著 学宝社  
     『資質・能力が育つ理科学習指導の展開と評価』鳴川哲也 監修 
               日置光久・猿田祐嗣・谷友雄  編著  ぎょうせい   
     『小学校学習指導要領（平成 29年 3 月告示 文部科学省）』東洋館出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教壇に立って役に立つ理論や方法を模擬授業的に学習する授業 
小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 公教育としての学校
が存在する理由を、自
己の体験と結びつけ
て説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

授業への取り
組み 
（関心・意欲・
態度） 
 
定期試験 
（知識・理解、
思考力・判断
力・表現力） 

5% 

(1)-2) 子どもたちの置かれ
ている現実を、時代背
景や社会的条件と結
びつけて説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる。 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

10% 

(1)-3) 学力の層に着目した
教育方法について学
び、その価値と方法を
説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

10% 

(1)-4) 学習指導案の書き方
について、基本的な構
成と記述の要諦が説
明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

10% 

(1)-5) 教育評価について、単
元の評価規準が必要
になった理由を説明
できる。  

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

10% 

(2)-1) 教育方法学とは何か
を説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 5% 

(2)-2) 現代でも通用するソ
クラテス・ペスタロッ
チ・孔子の教育方法の
特色を説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 10% 

(2)-3) 授業の中の教師の指
導性について、６人の
例をあげて説明でき
る。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

10% 

(3)-1) 授業を構成している
三要素について、それ
ぞれの関連性を含め
て説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

5% 

(3)-2) 発問と板書のはたら
きについて、具体例を
もとに説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

10% 

(3)-3) 教育メディア（資料）
の種類と働きについ
て、機器の使用方法も
含めて説明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

授業への取り
組み 
（関心・意欲・
態度） 
 
定期試験 
（知識・理解、
思考力・判断
力・表現力） 

5% 

(3)-4) 机間指導・ノート指
導・グループ学習の機
能と働きについて説
明できる。 

ほぼ完璧に説
明できる 

大きな間違い
がなく、基本を
説明できる。 

間違いはいく
つかあるが、最
低限の基本を
説明できる。 

説明できてい
ない。 

5% 

(3)-5) 模擬授業を見て、授業
の基礎技術を具体的
に指摘できる。 

様々な角度か
ら指摘できる 

いくつかの角
度から指摘で
きる。 

１つ以上指摘
できる。 

指摘できない。 

グループ討議 
（思考力・判
断力・表現力） 

5% 
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授業科⽬ 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

情報処理実習Ⅰ 

Information Processing Practice Ⅰ 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
21EPIE1001 

１年

次 
前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家

教員 

実習 1 選択 福原 道照  

ディプロマ・

ポリシーとの

関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と⼈間性を有

していること。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有

していること。 
 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーション

をとることができること。 
 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を

身につけていること。 
○ 

概要 

日常生活や諸活動における情報活用の基本的な知識について理解するとともに、ワープ

ロソフトウェアを利用した基本的・応用的文書の作成及び表計算ソフトウェアを利⽤し

た基本的な表や各種機能を利用した表の作成を学ぶ。 

到達目標 
(1) 基本的・応用文書の作成ができる。 

(2) 基本的な表や各種機能を利用した表の作成ができる。 

 
授業内容

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期

大学と博多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用

の機器を準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 
ガイダンス 

情報の活⽤ 

テキスト 4 ページか

ら 52 ページを読んで

おく。 

1 時間 

文字入力の基

本操作を復習

する。 

1 時間 

2 
文書の作成① 

－基本的文書－ 

テキスト 53 ページか

ら 59 ページを読んで

おく。 

1 時間 

授業時の文書

作成方法を復

習する。 

1 時間 

3 
文書の作成② 

－文字の修飾－ 

テキスト 60 ページか

ら 62 ページを読んで

おく。 

1 時間 

授業時の文書

作成方法を復

習する。 

1 時間 

4 
文書の作成③ 

－表の活⽤－ 

テキスト 63 ページか

ら 76 ページを読んで

おく。 

1 時間 

授業時の文書

作成方法を復

習する。 

1 時間 

5 
文書の作成④ 

－図形の活⽤－ 

テキスト 77 ページか

ら 84 ページを読んで

おく。 

1 時間 

授業時の文書

作成方法を復

習する。 

1 時間 

6 
文書の作成⑤ 

－画像の活⽤－ 

テキスト 85 ページか

ら 91 ページを読んで

おく。 

1 時間 

授業時の文書

作成方法を復

習する。 

1 時間 
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7 
文書の作成⑥ 

－総合問題①－ 

ビジネス文書の作成

① から⑤の復習をし

ておく。 

1 時間 

授業時の文書

作成方法を復

習する。 

1 時間 

8 
文書の作成⑦ 

－総合問題②－ 

ビジネス文書の作成

① から⑤の復習をし

ておく。 

1 時間 

授業時の文書

作成方法を復

習する。 

1 時間 

9 
表の作成① 

－データ入力－ 

テキスト 96 ページか

ら 111 ページを読ん

でおく。 

1 時間 

授業時の表の

作成方法を復

習する。 

1 時間 

10 

表の作成② 

－基本的なワークシー

ト編集－ 

テキスト 112 ページ

から 117 ページを読

んでおく。 

1 時間 

授業時の表の

作成方法を復

習する。 

1 時間 

11 

表の作成③  

－関数・セル参照の利

用－ 

テキスト 120 ページ

から 137 ページを読

んでおく。 

1 時間 

授業時の表の

作成方法を復

習する。 

1 時間 

12 
表の作成④ 

－グラフ－ 

テキスト 142 ページ

から 148 ページを読

んでおく。 

1 時間 

授業時の表の

作成方法を復

習する。 

1 時間 

13 
表の作成⑤ 

－条件判定・検索－ 

テキスト 152 ページ

から 166 ページを読

んでおく。 

1 時間 

授業時の表の

作成方法を復

習する。 

1 時間 

14 
表の作成⑥ 

－総合問題①－ 

表の作成①から⑤の

復習をしておく。 
1 時間 

授業時の表の

作成方法を復

習する。 

1 時間 

15 
表の作成⑦ 

－総合問題②－ 

表の作成①から⑤の

復習をしておく。 
1 時間 

授業時の表の

作成方法を復

習する。 

1 時間 

成 績 評 価 定期試験（40%）、授業への取り組み（60%） 

課題（試験・レ
ポート等）に対
するフィードバ
ックの方法 

課題レポートや定期試験は、添削・採点をし原則として次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参考文献 
テキスト…「30 時間でマスター Office2016」 実教出版企画開発部 編 実教出版 

メッセージなど 小学校教諭二種免許状…必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 基本的・応⽤的文書

の作成ができる。 

ほぼ完璧に

基本的・応

用的文書の

作成ができ

る。 

大きな間違

いがなく、

基本的・応

用的文書の

作成ができ

る。 

基本的文書

の作成はで

きるが、応

用的文書の

作成ができ

ていない。 

基本的・応

用的文書の

作成ができ

ていない。 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度・技能・思

考力） 

30% 

定期試験 

（知識・理解） 
20% 

(2) 基本的な表や各種機

能を利用した表の作成

ができる。 

ほぼ完璧に

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できる。 

大きな間違

いがなく、

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できる。 

基本的な表

の作成はで

きるが、各

種機能を利

用した表の

作成ができ

ていない。 

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できていな

い。 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度・技能・思

考力） 

30% 

定期試験 

（知識・理解） 
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

情報処理実習Ⅱ 

Information Processing Practice Ⅱ 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
21EPIE1002 １年次 後期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担当教員 

実務家

教員 

実習 1 選択 福原 道照 
 

ディプロマ・ 

ポリシーとの 

関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と⼈間性を有し

ていること。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有

していること。 
 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションを

とることができること。 
 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身

につけていること。 
○ 

概要 

プレゼンテーションの重要性や基礎的な知識と技術について理解するとともに、プレゼンテ

ーションソフトウェアを活用した資料作成方法や効果的なプレゼンテーション技法について

理解する。   

各自がテーマ設定を⾏い、プレゼンテーションソフトウェアを活用して資料の作成と発表を

行う。 

到達 

目標 

(1) プレゼンテーションソフトウェアを活用して分かりやすい資料の作成ができる。 

(2) 発表に係るレジュメの作成ができる。 

(3) 作成した資料を用いて正確で分かりやすい発表ができる。 

 

授業内

容と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学

と博多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を

準備し、zoom による遠隔授業を開始した。 

回 授業内容 予習内容 
予習 

時間 
復習内容 

復習 

時間 

1 

ガイダンス   

スライドの作成① 

－文字修飾と図形の活

用－ 

テキスト 194 ペー

ジから 209 ページ

を読んでおく。 

1 時間 
授業時のスライドの作

成方法を復習する。 
1 時間 

2 

スライドの作成② 

－グラフの活⽤－ 

スライドの作成③ 

－ＳｍａｒｔＡｒｔの

活用とアニメーション

効果－ 

テキスト 210 ペー

ジから 217 ページ

を読んでおく。 

1 時間 
授業時のスライドの作

成方法を復習する。 
1 時間 
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3 

スライドの作成④ 

－表の活用と画像の挿

入－ 

スライドの作成⑤ 

－ワードアートの挿入

－ 

テキスト 218 ペー

ジから 225 ページ

を読んでおく。 

1 時間 
授業時のスライドの作

成方法を復習する。 
1 時間 

4 

スライドの作成⑥  

－その他の機能－   

スライドの作成⑦  

－総合演習①－ 

テキスト 226 ペー

ジから 231 ページ

を読んでおく。 

1 時間 
授業時のスライドの作

成防府を復習する。 
1 時間 

5 
スライドの作成⑧  

－総合演習②－ 

スライドの作成①

から ⑥の復習をし

ておく。 

1 時間 
授業時のスライドの作

成方法を復習する。 
1 時間 

6 
スライドの作成⑨  

－総合演習③－ 

スライドの作成①

から ⑥の復習をし

ておく。 

1 時間 
授業時のスライドの作

成方法を復習する。 
1 時間 

7 
スライドショーと資料

作成 

テキスト 232 ペー

ジから 239 ページ

を読んでおく。 

1 時間 

スライドショーと資料

作成について復習す

る。 

1 時間 

8 発表テーマの検討 

発表テーマに関す

る情報を収集して

おく。 

1 時間 

発表テーマ決定のため

に収集した情報を整理

する。 

1 時間 

9 発表テーマの決定 

発表テーマに関す

る  ストーリーを

考えておく。 

1 時間 

プレゼンテーションス

トーリーシートを完成

させる。 

1 時間 

10 
発表用スライドの作成

① 

スライドの作成条

件を確認し、構成

を考えておく。 

1 時間 

発表の意図が伝わるス

ライドになっているか

確認する。 

1 時間 

11 
発表用スライドの作成

② 

スライドの作成条

件を確認し、構成

を考えておく。 

1 時間 

発表の意図が伝わるス

ライドになっているか

確認する。 

1 時間 

12 
レジュメと発表用原稿

の作成 

レジュメと発表用

原稿の作成につい

て準備しておく。 

1 時間 
発表のリハーサルを行

う。 
1 時間 

13 発表① 
発表のリハーサル

をしておく。 
1 時間 

発表の評価を整理す

る。 
1 時間 

14 発表② 
発表のリハーサル

をしておく。 
1 時間 

発表の評価を整理す

る。 
1 時間 

15 まとめ 
発表の成果と課題

をまとめておく。 
1 時間 

発表の成果と課題を整

理する。 
1 時間 
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成 績 評 価 課題・レポート（10%）、授業への取り組み（60%）、発表・プレゼンテーション（30%） 

課題（試験・レ

ポート等）に 

対するフィード

バックの方法 

課題レポートは、添削をし、原則として次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参考文献 
テキスト … 「30時間でマスター Office2016」 実教出版企画開発部 編 実教出版 

メッセージなど 小学校教諭二種免許状 … 必修科目 

 

 

 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) プレゼンテーションソ

フトウェアを活用して

分かりやすい資料の

作成ができる。 

とても分かりや

すい資料の作

成ができる。 

分かりやす

い資料の作

成ができる。 

最低限の資

料作成がで

きる。 

資料の作成

ができてい

ない。 

授業への取り組み 

（関心・意欲・態度・

技能・思考力） 

60% 

(2) 発表に係るレジュメ

の作成ができる。 

とても分かりや

すいレジュメの

作成ができる。 

分かりやす

いレジュメの

作成ができ

る。 

最低限のレ

ジュメ作成

ができる。 

レジュメの作

成ができて

いない。 

課題・レポート 

（思考力・判断力・表

現力） 

10% 

(3) 作成した資料を用い

て正確で分かりやす

い発表ができる。 

とても正確で分

かりやすい発

表ができる。 

正確で分か

りやすい発

表ができる。 

最低限の発

表ができる。 

発表ができ

ていない。 

発表・プレゼンテー

ション 

（意欲・態度・技能・

表現力・創造性） 

30% 
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授業科目名 対象学科・専攻 ナンバリング 年 次 期 別 

特別支援教育 

Special Support Education 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPBE1008 1年次 前 期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 卒業認定 

教員免許状取得 

必須／選択必須 
担当教員 担当形態 

講義 ２ 選択 必須 高山真理子 単独 

ディプロマ・ポリシーとの関連 

１ 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい人間性と専門性を有している。  〇 

２ 各教科等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している。  〇 

３ 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることができる。  〇 

４ さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協調性を身につけている。  〇 

科 目 施行規則に定める科目区分又は事項等 

教育の基礎的理解に関する科目 特別な支援の必要とする幼児児童生徒に対する理解 

〇コアカリキュラム：特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の理解 

全体目標：通常の学級に在籍している発達障害や軽度知的障害を含む様々な障害により特別な教育的支援

を必要とする幼児児童生徒が、授業において学習活動に参加している実感・達成感を持ちなが

ら学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、幼児児童生徒の学習上・生活上の困難

を理解し、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応し

ていくために必要な知識や支援方法を理解する。 

（１）特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の特性等 

一般目標：特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の障害の特性及び心身の発達を理解する。 

到達目標：１）インクルーシブ教育システムなど、特別支援教育に関する制度の理念や仕組を理解してい

る。 

     ２）発達障害や軽度知的障害を含む特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の心身の発達、

心理的特性及び学習の過程を理解している。 

     ３）視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱等をはじめとする様々な障害のある幼

児児童生徒の学習上又は生活上の困難について基礎的な知識を身に付けている。 

（２）特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の教育課程及び支援の方法 

一般目標：特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の教育課程及び支援の方法を理解する。 

到達目標：１）発達障害や軽度知的障害を含む特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の支援の方法

について例示することができる。 

     ２）「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上の位置づけと内容を理解している。 

     ３）特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、個別の教育支援計画及び個別の指導計

画を作成する必要性と方法を理解している。 

（３）通常の学級における特別支援教育を推進していく上で担任に期待される姿勢及び資質・能力 

一般目標：通常の学級における特別支援教育を推進していく上で担任に期待される姿勢及び資質・能力に

ついて理解する。 

到達目標：１）担任に期待される資質・能力や担任を支えるしくみ、交流及び共同学習等を理解している。 

      ２）ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくりの要点について理解している。 

３）障害のある幼児児童生徒の自立と社会参加の重要性について理解している。 
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【全体目標及び概要】 

 通常の学級に在籍している発達障害や軽度知的障害を含む様々な障害により特別の教育的支援を必要

とする幼児児童生徒の学習上又は生活上の困難を理解し、個別の教育的ニーズに対して他の教員や関係機

関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援方法について学ぶ。 

 特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒が、学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら学

び、生きる力を身に付けていくことができるよう、個々の教育的ニーズを基本的な視点として、教育課程

の編成や自立活動の内容や方法、個別の教育支援計画等の作成等、実践事例をもとに具体的に学ぶ。 

 特別支援学級や通級による指導の実際を知り、特別支援教育にかかわる教員の資質・能力等について考

察する。                                         

             【一般目標及び到達目標】 目標対応 

（１） 特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の障害の特性及び心身の発達を

理解する。 

１）インクルーシブ教育システムなど、特別支援教育に関する制度の理念や仕組を説

明できる。 

 

（１）―１） 

 ２）発達障害や軽度知的障害を含む特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の

心身の発達、心理的特性及び学習の過程を説明できる。 

（１）―２） 

 ３）視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱等をはじめとする様々な障害

のある幼児児童生徒の学習上又は生活上の困難について基礎的な知識を身に付

けている。 

 

（１）―３） 

（２） 特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の教育課程及び支援の方法を理

解する。 

 １）発達障害や軽度知的障害を含む特別の教育的支援を必要とする幼児児童生徒の

支援の方法について例示することができる。 

 

（２）―１） 

 ２）「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上の位置づけと内容を説明でき

る。 

（２）―２） 

 ３）特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、個別の教育支援計画及び個別

の指導計画を作成する必要性と方法を説明できる。 

（２）―３） 

（３） 通常の学級における特別支援教育を推進していく上で担任に期待される姿勢

及び資質・能力について理解する。 

 １）担任に期待される資質・能力や担任を支えるしくみ、交流と共同学習等について

説明できる。 

 

（３）―１） 

２）ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくりの要点を説明できる。 （３）―２） 

３) 障害のある幼児児童生徒の自立と社会参加の重要性について説明できる。 

 

 

（３）―３） 

回数 特別支援教育 授業内容 

【高山真理子】 
準備学習 

(予習内容・時間) 
準備学習 

(復習内容・時間) 
到達目標の 

番号 

１ 近年の特別支援教育の動向① 

特別支援教育の現状と近年の動向 

資料プリントを読

んでおく。２時間 

資料プリントをま

とめる。２時間 

（１）―１） 

２ 近年の特別支援教育の動向② 

インクルーシブ教育システムと合理的配慮、 

多様な学びの場、就学基準 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（１）―１） 

   ―３） 

３ 障害児の理解（１）～視覚障害、聴覚障害～ 

障害の特性、学習上又は生活上の困難、指導の実際 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（１）―２） 

   ―３） 

４ 障害児の理解（２）～肢体不自由、病弱～ 

障害の特性、学習上又は生活上の困難、指導の実際 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（１）―２） 

   ―３） 
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５ 障害児の理解（３）～知的障害～ 

障害の特性、学習上又は生活上の困難、指導の実際 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（１）―２） 

   ―３） 

６ 障害児の理解（４）～発達障害①～ 

発達障害の特性、発達障害の疑似体験 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（１）―２） 

  ―３） 

７ 障害児の理解（５）～発達障害②～ 

実態把握、二次障害について、適切な対応 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（１）―２） 

   ―３） 

８ 障害児の教育支援（１）学習指導要領と教育課程に

ついて（自立活動、教科等を合わせた指導） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（２）―１） 

   ―２） 

９ 障害児の教育支援（２）個別の教育支援計画と個別

の指導計画について（作成の必要性と方法） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（２）―１） 

   ―３） 

１０ 特別支援学校における指導の実際 

（学校の種類、教育課程、指導の実際） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（２）―１） 

１１ 特別支援学級における指導の実際 

（学級の種類、教育課程、指導の実際） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（２）―１） 

１２ 通級による指導の実際について 

（対象児、教育課程、指導の実際） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（２）―１） 

   ―２） 

１３ 通常の学級における特別支援教育①（担任に期待

される資質・能力、担任を支えるしくみ） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（３）―１） 

１４ 通常の学級における特別支援教育② 

（ユニバーサルデザインを視点にした授業づく

り） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（３）―２） 

１５ 障害児の自立と社会参加について（障害児の進路、

ライフステージにおける支援の継続） 

資料プリントを読

んでおく。２時間 
資料プリントをま

とめる。２時間 
（３）―３） 

定 期 試 験 実施する 

成 績 評 価 

方   法 

授業への取り組み・グループ討議への参加（関心・意欲・態度）30％、レポー

ト（思考力・判断力・表現力）30％、定期試験（知識・理解）40％ 

課題(試験・レポート等)

へのフィードバックの 

方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。 

レポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 総則編（幼稚部・小学部・中学

部）平成 30 年 3 月 文部科学省』 

『特別支援学校教育要領解説 自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）平成 30

年 3 月 文部科学省』 

メッセージなど 

特別支援教育の意義・内容・方法の学びを通して、教育環境のさらなる充実と

みんなが幸せで豊かな人生を過ごすことのできる社会をつくりましょう。小

学校教諭二種免許状：必須科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 
（１）―１）インクルーシブ教育シ

ステムなど、特別支援教育の

制度の理念や仕組みを説明

できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知

識・理解） 
10％ 

（１）―２）発達障害や軽度知的

障害をはじめとする特別の

教育的支援を必要とする幼

児児童生徒の心身の発達、

心理的特性及び学習の過程

を説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 課題レポート

（思考力・判

断力 ・ 表現

力） 

10％ 

（１）―３）視覚障害・聴覚障害・

知的障害・肢体不自由・病

弱等、様々な障害のある幼

児児童生徒の学習上又は生

活上の困難について基本的

な知識を身に付けている。 

基本的な知

識をほぼ完

璧に身に付

けている。 

大きな間違

いがなく、基

礎的な知識

を身に付け

ている。 

間違いはあ

るが、基礎的

な知識を身

に付けてい

る。 

身に付けて

いない。 

定期試験（知

識・理解） 
10％ 

（２）―１）発達障害や軽度知的

障害をはじめとする特別の

教育的支援を必要とする幼

児児童生徒の支援方法につ

いて例示することができる。 

支援方法に

ついてほぼ

完璧に例示

することがで

きる。 

大きな間違

いがなく、支

援方法につ

いて例示す

ることができ

る。 

間違いはあ

るが、最低限

の方法につ

いて例示す

ることができ

る。 

例示すること

ができない。 
授業への取

り組み・グル

ープ討議へ

の参加 （ 関

心・意欲・態

度） 

20％ 

（２）―２）「通級による指導」及

び「自立活動」の教育課程上

の位置づけと内容を説明で

きる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 課題レポート

（思考力・判

断力 ・ 表現

力） 

10％ 

（２）―３）特別支援教育に関す

る教育課程を踏まえ、個別

の教育支援計画及び個別の

指導計画の必要性と作成方

法を説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
授業への取

り組み・グル

ープ討議へ

の参加 （ 関

心・意欲・態

度） 

10％ 

（３）―１）担任に期待される資

質・能力や担任を支えるしく

み等について説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 課題レポート

（思考力・判

断力 ・ 表現

力） 

10％ 

（３）―２）ユニバーサルデザイ

ンを視点にした授業づくりの

要点について説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験（知

識・理解） 
10％ 

（３）―３）障害のある幼児児童

生徒の自立と社会参加の重

要性について説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 課題レポート

（思考力・判

断力 ・ 表現

力） 

10％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ボランティア実習 

Volunteer Practice 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
21EPTP1005 

１年次 

２年次 

後期 

前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

実務家 

教員 

実習 ２ 選択 藤河 久美  

ディプロ

マ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 ○ 
(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。   
(3) 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 ○ 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 ○ 

概 要 

「ボランティア実習」は、介護等体験の実習の事前・事後指導として行う学内での授業と、介護等体

験実習として、特別支援学校 2 日間、社会福祉施設に 5 日間の学外での実習からなる。「教師」とい

う職業の「資質能力」とは何かを講義や実習を通して学ぶ。また、少なくとも、子どもたちとかかわ

りながら、子どもたちに責任が持てる「人間性」について考える。 

到達目標 

（1）「介護等体験実習」の意義と目的を理解し、特別支援学校と様々な社会福祉施設について、事前

に調べることができる。 

（2）「介護等体験実習」に必要な書類の作成や事前打ち合わせを通して、社会人基礎力を養うことが

できる。 

（3）「介護等体験実習」を行い、多様な人との交流を通し、一人ひとりの尊厳を大切にして関わるこ

とができる。 

（4）「介護等体験実習」を終えて、教師としての資質を高めるための自らの課題を明確にすることが

できる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１ 
オリエンテーション 

（授業の目的、到達目標等の説明） 

 授業計画と内容の把握 

2 時間 

２ 特別支援学校での学びについて 
授業の概要を読み、自

分の課題を立てる。 

2 時間 

特別支援学校について

まとめる。 

2 時間 

３ 社会福祉施設での学びについて 
社会福祉施設について

調べる。 

2 時間 

授業内容をまとめる 

2 時間 

４ 手話のいろはと演習 
手話について調べる。 

2 時間 

手話の練習を行う。 

2 時間 

５ 
介護等体験実習に出るまでの実際、実習希

望調査・プロフィール作成 

実習に出るまでの心構

えを明確にしておく。 

2 時間 

実習希望調査を完成さ

せる。 

2 時間 

６ 
実習を経験した先輩からのアドバイス 

～実習に向けた目標設定と心構え～ 

先輩からのアドバイス

を読んでおく。 

2 時間 

実習に向けての目標を

まとめる。 

2 時間 

７ 実習希望調査 
自身のスケジュールを

まとめておく。 

2 時間 

実習希望調査を完成さ

せる。 

2 時間 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 
準備学習 

（復習内容・時間） 

１６ 

オリエンテーション 

① 1 年後期の振り返り 

② 2 年前期の「ボランティア実習」の計

画・評価等について 

1 年次の授業資料を
読みかえす。 
2 時間 

授業内容のまとめを
する。 
2 時間 

１７ 
特別支援学校への実習申込み 

特別支援学校プロフィール記入 

社会福祉施設の実習日程確認 

自身のスケジュール
を整理しておく。 
2 時間 

プロフィールを完成
させる。 
2 時間 

１８ 
車椅子の使い方（実習）1 

（基本・応用） 

車椅子について調べ
る。 
2 時間 

車椅子の操作の注意
点についてまとめ
る。 
2 時間 
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１９ 
特別支援学校・社会福祉施設での実習の在

り方と日誌の書き方（実習を充実させるた

めの「い・ろ・は」） 

実習先への連絡との
そのまとめをする。 
2 時間 

日誌の書き方のまと
めをする。 
2 時間 

授業内容 

と 

進め方 

２０ 
介護等体験の実習の心構え 

～「社会福祉施設のてびき」～ 

実習先の概要を調べ
ておく。 
2 時間 

実習に向けての心構
えをまとめる。 
2 時間 

２１ 
自立について考える 

（理化学研究所の障がい者雇用のビデオか

ら） 

障がい者施設につい
て復習をしておく。 
2 時間 

授業内容をまとめ
る。 
2 時間 

２２ 
社会福祉施設の実習の準備 

（事前オリエンテーション、検便、健康診

断、プロフィール（目標の設定）） 

自分のスケジュール
を確認しておく。 
2 時間 

社会福祉施設のプロ
フィールを完成させ
る。 
2 時間 

２３ 
今後の実習に向けての最終確認 

評価対象レポート 

実習のスケジュール
と持参物の確認をす
る。 
2 時間 

実習後に最終レポー
トをまとめる。 
2 時間 

 
※介護等体験実習において、特別支援学校 2 日間、社会福祉施設に 5 日間実習に行く。 

 なお、実習の直前には学内の事前オリエンテーションを行う。実習先によっては事前
オリエンテーションが別日にある。 

成 績 評 価 

課題・レポート（20%） 

授業への取り組み（30%） 

その他（50%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートについては、授業内での返却が難しいため別の日に返却する。また

実習を通して各自が課題について確認する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時に指示 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

教育や教師という言葉の持つ意味を少しでも深めることができるように日頃か

ら抽象的な言葉の持つ意味を自分なりに考えていって欲しい。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

（1）「介護等体験実習」

の意義と目的を理

解し、特別支援学校

と様々な社会福祉

施設について、事前

に調べることがで

きる。 

基礎的な知

識をほぼ完

璧に身に付

けている。 

大きな間違

いがなく、

基礎的な知

識を身に付

けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基礎的な

知識を身に

付 け て い

る。 

身に付けて

いない。 
授業への取り

組み 

（意欲・態

度・知識・

思考力・表

現力） 

15% 

（2）「介護等体験実習」

に必要な書類の作成

や事前打ち合わせを

通して、社会人基礎

力を養うことができ

る。 

基礎的な知

識をほぼ完

璧に身に付

けている。 

大きな間違

いがなく、

基礎的な知

識を身に付

けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基礎的な

知識を身に

付 け て い

る。 

身に付けて

いない。 
授業への取り

組み 

（意欲・態

度・知識・思

考力・表現

力） 

15% 
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（3）「介護等体験実習」

を行い、多様な人と

の交流を通し、一人

ひとりの尊厳を大

切にして関わるこ

とができる。 

基礎的な知

識をほぼ完

璧に身に付

けている。 

大きな間違

いがなく、

基礎的な知

識を身に付

けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基礎的な

知識を身に

付 け て い

る。 

身に付けて

いない。 
その他 

（関心・意

欲・態度・理

解） 

50％ 

（4）「介護等体験実習」

を終えて、教師とし

ての資質を高めるた

めの自らの課題を明

確にすることができ

る。 

基礎的な知

識をほぼ完

璧に身に付

けている。 

大きな間違

いがなく、

基礎的な知

識を身に付

けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基礎的な

知識を身に

付 け て い

る。 

身に付けて

いない。 
課題・レポー

ト 

（理解・思考

力・判断力・表

現力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育実習指導 
Study of Practical Teaching at Elementary 

School   

児童教育学科 

初等教育学専攻 
20EPTP1001 

１年次 

２年次 

１年次後期 

２年次前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

演習 １ 選択 廣 修治 

ディプロマ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 

学習指導の知識を生かし、模擬授業にチャレンジすることで、教壇に立つ準備を進めるとともに、

指導主事による「学習指導」「生徒指導」「人権教育」の講義や市内公立小学校における参観実習など

を通して、教育現場の実態にも直接ふれ、教師として必要な資質や能力の向上を図り、教師となる心

構えを培っていく。 

到達目標 

(1) 教育実習の意義を理解し、使命感・緊張感をもって教壇に立てるようになる。 

(2) 参観実習への参加、レポートや書類の提出、実習校との打ち合わせ等を通して、社会人として

の基礎的な素養やマナー・礼儀を身に付けることができる。また、参観実習への参加を通し

て、自分自身の課題を鑑みることができる。 

(3) 模擬授業を経験することで、教育実習に臨む自分自身の課題を発見することができる。 

授業内容 

と 

進め方 

（１年次後期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ 
オリエンテーション  

 

教育実習に向けての心構

えを考える。2 時間 

教育実習に向けての準備、

予定についてまとめる。2

時間 

２ 
教育実習の意義と目的および内容 

 

教育実習の意義と目的お

よび内容について資料を

読む。2 時間 

教育実習の意義と目的お

よび内容についてまとめ

る。2 時間 

３ 
 

教育実習の流れ 

 

教育実習の流れについて

資料を読む。2 時間 

教育実習の流れについて、

まとめる。2 時間 

４ 
授業づくりの基礎を学ぶ① 

－学習指導－  

 

学習指導についての資料

を読む。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき内容をまとめる。2

時間 

５ 
授業づくりの基礎を学ぶ② 

－学習指導案づくり－  

 

学習指導案づくりについ

ての資料を読む。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき内容をまとめる。2

時間 

６ 
授業づくりの基礎を学ぶ③ 

－発問・資料・板書－ 

前時までの講義を基に発

問、資料、板書の課題をま

とめる。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき内容をまとめる。2

時間 

７ 
小学校参観実習①  

 （参観実習の説明）実習校 

 

参観実習校の学校要覧を

読む。2 時間 

参観実習校の学校要覧に

ついてまとめる。2 時間 

８ 
小学校参観実習②  

（校長講話）実習校 

 

参観実習校の概要につい

て資料を読む。2 時間 

校長講話の内容および気

付きや感想をまとめる。2

時間 

９ 
小学校参観実習③  

（授業参観）実習校 

 

参観実習の準備 

（参観授業の資料）2 時間 

授業参観しての気付きや

感想をまとめる。2 時間 

１０ 
小学校参観実習④  

（授業参観）実習校 

 

参観実習の準備 

（参観授業の資料）2 時間 

授業参観しての気づきや

感想をまとめる。2 時間 

１１ 
子ども理解① 

（子どもの発達と成長） 

 

子どもの発達と成長につ

いて資料を読む。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

2 時間 

１２ 
子ども理解② 

（生徒指導）  

 

生徒指導について資料を

読む。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

2 時間 
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授業内容 

と 

進め方 

（１年次後期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１３ 
参観実習、学習指導、 

子ども理解の振り返り 
 

参観実習、学習指導、子ど

も理解の資料の読み直し。

2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

１４ 
実習校の教育方針や運営体制の調査

（まとめ） 
 

実習校の概容についてま

とめる。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

１５ 実習校の教育方針や運営体制の発表と振り返り  
発表資料をまとめ、発表練

習をする。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

授業内容 

と 

進め方 

（２年次前期） 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ 
オリエンテーション 

（15 回の授業の見通しおよび模擬授業の再確

認） 

15 回の授業の見通しを立

てる。2 時間 

模擬授業の進め方などま

とめる。2 時間 

２ 模擬授業の説明と準備   
模擬授業に向けての教科、

単元、本時を構想する。 

2 時間 

模擬授業に向けての教科、

単元、本時をきめて練習す

る。2 時間 

３ 
模擬授業①  

（授業実践と協議） 

模擬授業の準備。 

（本時案・略案） 

（発問、資料等）2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

４ 
模擬授業②  

（授業実践と協議） 

模擬授業の準備。 

（本時案・略案） 

（発問、資料等）2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間。 

５ 
模擬授業③  

（授業実践と協議） 

模擬授業の準備。 

（本時案・略案） 

（発問、資料等）2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

６ 
模擬授業④  

（授業実践と協議） 

模擬授業の準備。 

（本時案・略案） 

（発問、資料等）2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

７ 
模擬授業⑤  

（授業実践と協議） 

模擬授業の準備。 

（本時案・略案） 

（発問、資料等）2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

８ 
小学校参観実習①  

（参観実習の説明）実習校 

参観実習校の学校要覧を

読む。2 時間 

参観実習校の学校要覧に

ついてまとめる。2 時間 

９ 
小学校参観実習②  

（校長講話）実習校 

参観実習校の概容につい

て資料を読む。2 時間 

校長講話の内容および気

付きや感想をまとめる。 

2 時間 

１０ 
小学校参観実習③  

（授業参観）実習校 

参観実習の準備。 

（参観授業の資料） 

2 時間 

授業参観しての気付きや

感想をまとめる。2 時間 

１１ 
小学校参観実習④  

（授業参観）実習校 

参観実習の準備。 

（参観授業の資料） 

2 時間 

授業参観しての気付きや

感想をまとめる。2 時間 

１２ 人権教育 
人権教育について資料を

読む。 

2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。

2 時間 

１３ 参観実習と人権研修の振り返り        
参観実習、人権教育の資料

の読み直し。2 時間 

実習校への事前打ち合わ

せについて内容をまとめ

る。2 時間 

１４ 
実習日誌の書き方、 

実習生プロフィールの作成  
 

実習日誌の書き方につい

て、確認する。 

2 時間 

実習日誌の書き方につい

て、内容をまとめる。 

2 時間 

１５ 
実習の健康管理、 

教育実習の心構え 

実習の健康管理と教育実

習の心構えについて、まと

める。2 時間 

授業の振り返りシートに

基づき、内容をまとめる。 

2 時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（関心・意欲・態度・知識・理解）50% 
課題・レポート（思考力・判断力・表現力、関心、意欲、態度）30% 
模擬授業（思考力・判断力・表現力）20% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。 
模擬授業、課題、レポートは、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：「教育実習の研究」山口短期大学「教育実習Ｑ&Ａ」山口短期大学 
参考文献：文部科学省「小学校学習指導要領」東洋館出版社 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

 教育実習のための準備を行います。実習に関する重要書類や手続きに関するこ
とも含みます。ひとつひとつ丁寧に積み上げ、教育実習へ行くことの意味を理解
し、教育に関わることの使命感と緊張感を持てるようになりましょう。 
 小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

(1) 教育実習の意義を理

解し、使命感・緊張感

をもって教壇に立て

るようになる。 

教壇に立つ

準備がほぼ

で き て い

る。 

基本的な準

備はできて

いる。 

 

最低限の準

備はできて

いる。 

 

準備ができ

ていない。 

 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度、知識・理

解） 

50% 

(2) 参観実習への参加、

レポートや書類の提

出、実習校との打ち

合わせ等を通して、

社会人としての基礎

的な素養やマナー・

礼儀を身に付けるこ

とができる。また、参

観実習への参加を通

して、自分自身の課

題を鑑みることがで

きる。 

社会人とし

ての常識が

ほぼ確立で

きている。 

また、自分

の課題を自

覚し、解決

しようと努

力 し て い

る。 

大きな間違

いはなく、

基本的なこ

とはできて

いる。 

また、自分

の課題を自

覚 し て い

る。 

さらに努力

を 要 す る

が、最低限

の基本はで

きている。 

また、自分

の課題がわ

かりつつあ

る。 

最低限のこ

とができて

いない。 

また、自分

の課題を自

覚していな

い。 

 

 

 

課題、 

レポート 

（思考力・ 

判断力・ 

表現力、 

関心・意欲・

態度） 

30% 

(3) 模擬授業を経験する

ことで、教育実習に

臨む自分自身の課題

を発見することがで

きる。 

様々な角度

から、自己

の課題を明

確に把握し

ている。 

いくつかの

角度から、

自己の課題

を把握して

いる。 

１つ以上自

己の課題を

把握してい

る。 

課題を把握

し て い な

い。 

 

模擬授業 

（思考力・ 

判断力・ 

表現力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学校体験活動 

School Internship 

児童教育学専攻 

初等教育学科 
20EPTP1002 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 卒 業 認 定 担 当 教 員  

実習 1 選択 東 和男 

ディプロマ・ 

ポ リ シ ー 

と の 関 係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 〇 
(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有していること。 〇 
(3) 子ども理解に深い関心を持ち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることがで

きること。 
〇 

(4) さまざまな教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身に付けて
いること。 〇 

概 要 
小学校教諭を目指す学生が、小学校で生活する児童の姿や学校の環境を観察するとと
もに、実務に対する補助的な役割を担うことを通して、児童の実態と小学校の教育活
動の特色を理解することを目的とする。 

到達目標 

(1) 小学校の運営方法及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するための組織体制
について理解している。 

(2) 学級担任の補助的な役割を担うことができる。 
(3) 学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解している。 
(4) 教科指導以外の様々な活動の場面で適切に児童と関わることができる。 

授業内容 

と 

進め方 

回 授業内容 
準備学習 

(予習内容・時間） 

準備学習 
（復習内容・時間） 

１ 
オリエンテーション 

学校体験活動とは 

東 

学校体験活動について先

輩の報告書を読む。2 時間 

学校体験活動の概要をま

とめる。2 時間 

２ 
事前指導① 

学校体験活動実施校を知る  

東 

学校体験活動の心構えに

ついてまとめる。2 時間 

学校体験活動校の学校要

覧をまとめる。2 時間 

３ 

事前指導② 

学校体験活動にむけての準備 

（プロフィール作成）           

東 

プロフィール作成に向け

て必要事項を確認する。2

時間 

プロフィールを完成させ

る。2 時間 

４ 

事前指導③ 

学校体験活動にむけての準備 

（心構え、出勤簿、記録など）       

東 

学校体験活動の目標につ

いてまとめる。2 時間 

学校体験活動に必要な物

を準備する。2 時間 

５ 
事後指導  

学校体験活動の報告会  

東 

学校体験活動の報告書を

作成する。2 時間 

学校体験活動の振り返り

をする。2 時間 

６ 

※ 授業の日程は提示します 

※ 実習時期  

基本的に 1 年次の 9 月に小学校での体験活動(5 日間) 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

成 績 評 価 
事前指導の取り組み（関心・意欲・態度、知識・理解） 25%、 

訪問指導・体験活動日誌・事後の報告会（知識・理解、思考力・判断力・表現力）

75% 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

学校体験活動の訪問指導の際に、活動校、指導教官からの気づき、体験活動日誌、

事後の振り返りに基づき、本人に指導助言を実施する。 
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テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時に指示 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

教師となるための貴重な体験の場。事前・観察・補助的な役割・考察・事後・継

続する研修と、積極的な学びを目指しましょう。 

実際に小学校で先生の仕事を体験するために準備をしっかりしましょう。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価

比率 

（1）小学校の運営方法及
び特色ある教育活動
並びにそれらを実施
するための組織体制
について理解してい
る。 

事前指導の
内容につい
て、資料に
まとめるな
ど整理をし
ており、理
解を深め、
また自分の
言葉で述べ
ることがで
きる。 

事前指導で
理解の内容
を自分なり
に整理し、
言葉で述べ
ることがで
きる。 

事前指導の
内容につい
て指導・助
言を受けな
がら、理解
している。 

事前指導の
内容につい
て理解でき
ていない。 

事前指導の取
り組み 

 

(関心・意欲・
態度、知識・理
解) 

25% 

（2）学級担任の補助的な
役割を担うことがで
きる。 

 

 

小学校・学
級担任の目
標やその場
の児童の様
子を十分に
把握し、場
に応じた補
助的な役割
を積極的に
担うことが
できる。 

小学校・学
級担任の目
標やその場
の児童の様
子を概ね把
握し、場に
応じた補助
的な役割を
担う姿勢が
みられる。 

小学校・学
級担任の目
標やその場
の児童の様
子を把握し
ようとして
いる。また
最低限指示
された役割
を担うこと
ができる。 

小学校・学
級担任の目
標やその場
の児童の様
子を把握で
きない。ま
た最低限指
示された役
割を担うこ
とができな
い。 

報告会、日誌 

 

(思考力・ 

判断力・ 

表現力) 

25% 

（3）学級担任の役割と職
務内容を実地に即し
て理解している。 

 

学級担任の
役割と職務
内容を実地
に即して十
分 に 理 解
し、実地の
内容を自分
の言葉で整
理し、発表
することが
できる。 

学級担任の
役割と職務
内容につい
て概ね理解
し、実地の
内容を自分
の言葉で整
理し、発表
することが
できる。 

学級担任の
役割と職務
内容をある
程 度 理 解
し、実地の
内容を自分
の言葉で整
理し、発表
することが
できる。 

学級担任の
役割と職務
内容を理解
できていな
い。また、実
地の内容を
整理し、具
体的に発表
することが
できない。 

報告会、日誌 

 

(知識・理解、 

 思考力・ 

判断力・ 

表現力) 

25% 

（4）教科指導以外の様々
な活動の場面で適切
に児童と関わること
ができる。 

教科指導以
外の様々な
活動の場面
での教員の
役割を十分
に把握し、
積極的に児
童と関わる
ことができ
る。 

教科指導以
外の様々な
活動の場面
での教員の
役割を概ね
把握し、積
極的に児童
と関わる姿
勢がみられ
る。 

教科指導以
外の様々な
活動の場面
での教員の
役割につい
て指導・助
言を受けな
がら、児童
と関わる姿
勢がみられ
る。 

教科指導以
外の様々な
活動の場面
での教員の
役割を把握
できていな
い。また自
ら児童と関
わることが
できない。 

報告会、日誌 

 

(思考力・ 

判断力・ 

表現力) 

25% 

 

 


